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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序







　多少の天候不順とか局所的な異常現象をとらえて、世界が変調をきたしていると言い募つのっていた人々が、世紀が変わるとそんなことは忘れて、明日あしたにはなにかあるらしいと期待する顔を見せて、きのう言い触ふらしていたことなどはすっかり忘れてしまう。

　意味のない言葉でも、それが人々を過大に不安にさせたり、不必要な期待を抱いだかせることになるのに、それに気づかない人たちがやってしまうことである。言葉という道具をあつかうことができるようになってから、事あるごとに人々が繰くり返している悪あく癖へきである。

　それを埋うめ合わせるように、異常だと認識しても、いつもどうということはなかったという経験から、異常な事態に鈍どん感かんになって、日常のかすかな変化を見過ごすことをしてしまうことも起こる。

　人は、所しよ詮せん、自分がわかる範はん囲いでの物事しか理解せず、その範囲内で感性も閉へい塞そくさせていくのだ。それが大人おとなになっていくことであるのかも知れないのだが、人は、幼児期には健すこやかであって、知らないものを、あれは何？　と訊きく感性があった。

　子供は、自分の身辺を感じることができるようになると、身体からだを触れてくれないと不安になって泣いて訴うつたえるのに、近くにいる人はなぜ触さわってくれないのだろうか？　自分が面めん倒どうなので、早く泣きやめとアヤしてくれているのも、その人の苛いら立だちが伝わるから、また泣いてしまうのに、泣き虫だと叱しかられるのはなぜなんだろう、と考える。

　周囲を見ることができるようになると、海水がなんで陸にあふれてこないのだろうか？　水すい滴てきや雪のような物の形をしたものが、なんで空から落ちてくるのだろうか？　と恐おそろしくなるのに、怖こわがらなくていいと教えてくれる人はいない。

　すこし物事を考えられるようになると、なんで丸い地球に立っていられて、空に落ちないのだろうか？　なぜ放射線を遮しや蔽へいすることができないのに、放射性物質をつかう発電機がつかわれてしまうのか？　みんなが安心したいのに、なんで戦争をやるのだろうか？　宗教は人を幸せにするものなのに、なんで、宗教戦争が一番苛か烈れつで長い戦争になってしまうのか？

　南に飢うえた人がいるのに、日本は、なんで食べる量とおなじ量の食べ物を捨てているのだろうか？　食料自給率が三十パーセント以下なのに……。

　それに類する疑問は、果てしなく無限にありそうに感じられるのに、大人おとなになると、そのようなことを不思議に感じることをしなくなる。

　知ち恵えを身につけるということは、わからないことや解決できないことには、別の理由があって、解決できないことがいっぱいあるものだと覚えていき、想像しかねることは想像しないということを学ぶのだ。

　だから、大人たちは、いつの間にか、現実の暮しのなかで、ちょっと想像力を働かせれば良い問題でも、考えることをやめてしまい、想像力を働かせることは、子供じみた行こう為いだと自分を納なつ得とくさせていく。

　それでいて、大人になりきれない青年たちは、大人になるだけの時間は過ごしてしまったので、純じゆん粋すいに素直で健すこやかであることはなく、大人の肉体に稚ち拙せつな心をもって行動して、内なる犯罪を犯すようになる。それが歪ひずみであることを承知しながら、別の理由をもちだして自己正当化をする言葉をつかう。

　そんな人間という生物が、ネズミ以上に数をふやして、地球をおおいつくしているのは環かん境きよう汚お染せんそのものであるにもかかわらず、エゴイスティックな知恵は、最後の自然の領域である〝人体〟にまで手をつけて、クローン人間を不ふ妊にんの夫婦や免めん疫えき性の病への朗報だという。

　長ちよう寿じゆを果たし痴ち呆ほうさえ抑よく止ししてしまったら、我々は、他者との軋あつ轢れきのない暮らしを獲かく得とくできるのだろうか？　自分の子供を育はぐくむこともできない人類が、それでも他者との関係性をたおやかにできると楽観する。とりあえずの優しさと思いやりと寛かん容ようを具有しているおかげで、人類は、まだ死に至る病である絶望に陥おちいることはないだろうが……。




　城じよう毅たけしは、まちがいなく我々の世界から、異世界バイストン・ウェルのコモン界にはいった。

　それが、今また、オーラ・ロードにのって、次元から次元へリープしたのは、リープすべき異なる世界があるからで、世界のなかで生かされている生体として、彼が存在しているからにすぎない。

　その現象は、世界が我々に〝世界はかくある〟ことを人類にしめしたいと欲したからなのだろうが、我々がその真意を想像することができるかどうかは、不明である。

　人間社会の時間の尺度である新世紀も、その認識自体が知ち恵えの所産であるのだから、そのような自己欺ぎ瞞まんの認識手法で、世界を鷲わし摑づかみにすることはできないだろう。

　空くう疎そな言葉の横行、拡大するエゴの世界、そのような場所に、ジョクこと城毅は帰ってきた。







　１　都会から







　フロント・グラスをたたきつける雨を大型のワイパーが拭ぬぐっても、すぐさまガラス全体が雨の幕になる。拭う間がない豪ごう雨うに襲おそわれているスポーツカー・タイプの低い天てん井じようと、シートの背もたれが左右から身体からだを抑おさえつけるコックピットには、エアコンを利かせていても、ジリジリと湿しつ気けが忍しのび入ってきた。

　水の中のようになってしまった街中の四車線道路では、常とき田た俊しゆん一いちのミッドシップのスポーツカーは、その性能を押おし殺して、時速三十キロにもならない速度で移動している。その速度は、杏あ耶や子こに、道路の左右にうずくまるビルのなかで、小さな商談のかけひきに快感を覚える意気、ちょっとした諍いさかいに息をひそめる肉体、談笑しあいながら食事をする家族の息いき遣づかい、セックスをする人々のカオスの息遣いまで感知させるのに、ちょうど良い速度だった。

　もう少し速いと、すべての外界の人息が流れのなかに溶とけていって、気配を感じることはできなくなる。

　すこしばかり濡ぬれていたブラウスがせっかく乾かわいたのに、銀座から東京郊こう外がいにちかいところまで集中豪雨に襲われつづけて、中なか臣おみ杏耶子の肌はだに接する空気の湿度は濃のう厚こうになっていた。その湿気が、空気層を伝導体にかえてしまって、杏耶子に、豪雨のなかで戸と惑まどう人々のざわめきや息いき遣づかいを感知させてしまうのだ。

　その感かん触しよくが、杏耶子が乗せてもらっている車のスピードにあわせて、次々と前方から現れて、後方に流れて消えていく……。

　ドロドロドロ……。

　雷かみなりの音が、頭上から前方に移動していった。

「……すいていたから、意外と早く来れたけれど……」

　スポーツカーにふさわしくない運転に飽あきた俊一は、ボソッとそうは言ったものの、次の言葉は吞のみこんでいた。一点を見つめているときの杏耶子は、こんな場つなぎの会話にのってくれないのをよく知っているからだ。

　もちろん、杏耶子は、俊一が思っているほど集中しているわけではなく、話をあわせるぐらいのことはするのだが、彼女の気のない言葉をきくと、俊一のほうがのらなくなってしまう。

　ちょうど、信号が赤になるのが雨の幕をすかして見えたので、俊一はさらに減速をする。

「……もうすこしだと思うわ」

「この雨がか？」

「ええ……でも……そんなにはっきりわかるわけないのよ」

「そうだろうな」

　俊一は、杏耶子の端たん正せいな横顔を見つめた。この低気圧のおかげで、今日の予定がメチャメチャになってしまったという恨うらみは、まだ消えていない。

『女には、男の生理がわかっちゃいないんだよな』

　ゆっくりと車をスタートさせながら、俊一はうらめしく思う。

　今夜は、いっしょに寝ねられる可能性があったのは言わず語らずでわかる。ふたりはそういう関係なのだ。約束はしていないのだが、結けつ婚こんを想定してお互たがいに品定めをしている時期なのだが、今夜、南銀座のバーにはいってきたときの杏耶子は、タイト・スカートの雨滴しずくを払はらいながら、どこか緊きん張ちようしていた。バーとはいっても食事も出すような店だ。

　そのときの杏耶子の緊張した雰ふん囲い気きに、俊一はホテルに行くことは断わられるのかと思ったが、そうではなかった。

「変なのよね……この雨のせいだわ。イライラしているの」

「低気圧がくると刺し激げきされるって話があるけれど、そういうのとは違ちがうのかな」

　俊一の耳学問である。

「なに？　それ？」

「気圧と生理的衝しよう動どうの関係って、あるんだよ」

「それは感じるけれど、ちょっと違うわね……もっと具体的なの……人が死ぬ前に、その人の霊れいが教えにくるっていうのあるでしょ？　でも、今は、わたしの親族にはそういう人はいないし……それでも来いっていう感じがあるのよね」

　杏耶子が切り出したのは、ジュースのグラスを空にしてからだった。

「……ねぇ、今夜、時間あるでしょ？」

「……どこに行く気だよ」

　俊一は、雲行きが天気とおなじように怪あやしくなったので、溜ため息いきをつく気分で彼女を見上げた。杏耶子はもう出かけるつもりで、立っていたのだ。

「よくわからないけれど、北のほうみたい……」

　杏耶子は、ちょっとだけ上うわ目め遣づかいになった。

　俊一がちかくの駐ちゆう車しや場じようから車を回収すると、バーの前で少しだけ杏耶子に濡ぬれてもらって、車道側のナビゲーター・シートにすわってもらった。その短い時間だけで、杏耶子の髪かみが半分ワンレングになってしまうような雨になっていた。

　彼女は、ハンカチで髪をワサワサと拭ぬぐいはじめたが、そのあとで、櫛くしをとおすのとおさないのと騒さわいだりはしない。銀座でＯＬをやっているという気取りをもたず、下町的な彼女のセンスが好きだったのだが、時に、今夜のように唐とう突とつな行動をとるので、つきあいづらいこともある。

　銀座の裏通りでも、豪ごう雨うにまじった遠えん雷らいがひびいていた。




　前方の闇やみの空に強きよう烈れつな光の筋がはしって、いくつかの雲の輪りん郭かくを浮うき立たせたが、あとは再びフロント・グラスいっぱいに流れる水の幕と、それをかきわけるワイパーだけになった。俊一は、ステアリングを握にぎる掌てのひらに汗あせを感じる。

「……フフフ……」

　グラス・トップに叩たたきつける雨の音にまじって聞こえた杏耶子の含ふくみ笑いに、俊一が見ると、彼女の肩かたがブラウスの下で揺ゆれていた。

「……なんでもない。なんでも……！」

　杏耶子は、俊一の視線を感じて、あわてて羞はじらいをふくんだ声を出す。

「どうしたんだ？」

　言いながらも、俊一はフロント・グラスのむこうに赤いランプをふる警官の姿をようやく認めて、かすかにサイド・ウィンドを開ける。それでも雨は容よう赦しやなく吹ふき込んできた。

「冠かん水すいです。気をつけて！」

　新しん青お梅うめ街かい道どうに水が出ているわけでもないのに、右のほうの建物のかげに消防自動車のランプが点てん滅めつして、かなりの人ひと影かげが走るのが見えた。

「たいしたことはないらしいけど……」

　俊一の前に身を乗り出すようにして、冠水騒さわぎのほうをのぞく杏耶子の顔に、消防車やパトカーの警報ランプの光がはえて、彼女の少女の面おも影かげをきわ立たせる。俊一はその杏耶子にキスしたくなったが、神経質に周囲を注意して運転しなければならなかったので、それはできなかった。

　また、暗い闇やみが豪雨のむこうに現れる。俊一には、都心にくらべると暗い道路は気持ちの良いものではなかった。鼻先に壁かべがあるのではないか、と感じてしまうのだ。

「右に！」

　杏耶子が叫ぶ方向に信号があって、ななめ右にはいる道があった。

「あ、ああ……！」

　俊一は、フロント・グラスに頭をつけるようにして、車道をしめす白いラインを確かめながらゆっくりとカーブした。黒いアスファルトの道路いっぱいに水が流れているのが見えた。

『こういうときは、公道をどんなにゆっくり走っていても、文句はいわれない……』

「……そうだわ。どこかに左に行く道がないかしら」

　杏耶子の言葉に切せつ迫ぱく感がこもってきた。身を乗りだして、前方の闇やみを見み透すかすようにしている。

「左？」

「ええ、左……」

　豪ごう雨うに打ちひしがれたように沈ちん黙もくして軒のきをならべている家いえ並なみの左側に、車がはいれるような道があるとは、俊一には思えない。貧相なモルタルの壁とアルミサッシの家には、明りもないのだ。

　清せい涼りよう飲料水の自動販はん売ばい機きの赤や青のライトが、俊一の視覚をおびやかすように飛沫しぶきのむこうに見えた。その先は、また闇に似たモルタルの家並で、対向車線を走る車のヘッドライトが、それら安手の軒のき先さきの錆さびたシャッターを浮うき立たせる。

「そこっ！」

「え……!?」

　俊一は、杏耶子が腕うでをのばしたほうを見て、家並のあいだにもっと暗い闇があるのを見つける。

「行けないよ……こんなところ……」

「行けるわ。道路よ」

　杏耶子の断定的な言葉に、俊一は速度をおとしてその闇の窪くぼみに用心深くヘッドライトをむけていく。一車線ギリギリの道は、左右から流れこんだ雨水が車の進行方向に流れていて、川にしか見えない。それでも右側には、とぎれとぎれに歩道をしめす白い線が浮き出ていた。

「この方向なの……まちがいないわ」

「なにがさ」

「なにがって、見なければならないものがあるらしいのよ」

　杏耶子の横顔をチラッと見た俊一は、彼女が物ものの怪けに取とり憑つかれているのではないかと感じる。そういう顔があるとするなら、今の杏耶子の顔だろう、と俊一は勝手に想像するのだ。

　緊きん張ちようと漠ばく然ぜんとをないまぜにした杏耶子が、フロント・グラスに額ひたいを押おし当てて、身体からだ全体を硬こう直ちよくさせて前方の闇を凝ぎよう視ししている。

　かなり前方に輝かがやく光が、左右に一いつ軒けんずつある平屋の輪りん郭かくを浮き彫ぼりにして、その正面には、その光を背後にした樹木がつくる闇があった。ヘッドライトの光で、両側に畑との境をしめす植え込みが見えたが、左右は家がないから畑だろうと思うだけだ。狭せまいアスファルト道路は、左右からドロが流れ込んでいる。

「ここさ、東京都なんだろう？」

　杏耶子は答えてくれない。前方いっぱいに樹木の繁しげみがせまってきて、グラス・トップを叩たたきつけていた雨の音が、ボトボト落ちる雫しずくの狂きよう想そう曲きよくにかわる。引き返そうにもターンなどできず、バックする自信がもてない生いけ垣がきが左右にあった。また、左前方に稲いな光びかりが走って木の影かげが浮うき、右上の空間が空だとわかる。

「ド田舎いなかだぜ……」

　それなりの距きよ離りに人家の明りが見えないではないのだが、雨が視界を狭せまくして、前方に高く輝かがやいている光を拡散していて、俊一には怖こわい場所になっていた。

「……ちょっと！」

　杏耶子が俊一の右みぎ腕うでを叩たたくようにして、制した。

「……!?」

　車を停とめた。俊一側の林のむこうに、車のヘッドライトが走るのがチラチラと見えた。かなりの距離だったが、車の量からするとそこは新青梅街道のはずだ。

「ここなのよ……」

「見なくちゃならないものが、ここにあるのかい？」

「そうだと思う……」

　杏耶子が、俊一の側をのぞこうとしたので、サイド・ウィンドをおろしてやる。雨そのものは吹ふきこまなくなっていたが、雫がウィンド・フレームを叩いて、その飛沫しぶきが俊一の左半身にかかる。

「……農家らしいぜ」

「そうかしら……昔の農家。今は、土地持ちの成金さん……でしょ？」

　あまり趣しゆ味みの良くない石いし塀べいが、防風林の奥おくにつづいているようで、ヘッドライトの光をうけた石塀は艶つや々つやと光っていた。

「なんだ。むこうには道路があるぜ」

　ここをすぐに出たかった俊一は、サイド・ウィンドから前方の道のようすが見えたので一安心する。

「杏耶ちゃん!?」

　ナビゲーター・サイドのドアを開いて飛び出した杏耶子に、俊一はシートのうしろに手をつっこんで傘かさをさぐる。額に手をかざした杏耶子は、ヘッドライトの光のなかを横切ると、その農家の石塀にそって、奥の闇やみのほうに走り出していた。

　俊一は、エンジン・キーを抜ぬく手ももどかしく飛び出して、折り畳たたみ傘かさを開こうとしたが、明りがなくなってしまったのであわてた。突とつ然ぜん光がなくなってしまったので、杏耶子も石塀に手を当てて立ち止まっている。

「ここ……」

　声のする方向の闇を透すかすように目を凝こらすと、ようやく目が慣れてくれた。たいして遠くない場所から、かなりの光量が防風林にかこまれた農家らしい敷しき地ちを浮き彫ぼりにしていて、闇だと恐おそれているのは俊一の感覚でしかない。

　白い杏耶子のブラウスの輪りん郭かくが見えて、なんとか傘かさを開いた俊一は、腰こしがひけたまま杏耶子に傘をさしかけてやったが、ボトボトと雫しずくが落ちる音とその雫で、傘が重く感じられた。ひどい雨のなか、木々から雫が落ちるところで傘などをさしたことがない俊一には、雫の重さに驚おどろいていた。

「……門があるわ……」

　杏耶子は、俊一の腕うでに手をかけると足をすすめていったが、俊一は、肌はだにベトつくシャツの感かん触しよくが気持ち悪く、杏耶子の体温を感じられないので臆おく病びようになっていた。

「…………!?」

　ドキッとした俊一は、母親にすがりつく子供のように、杏耶子に身体からだを押おしつけていた。

「どうしたの？」

「なんか……光が走ったように見えたけれど……」

　俊一は、杏耶子の頰ほおに触ふれるように、傘をささえる手で、門のむこうを指差す。

「……どこ……？」

　そう言いながらも、俊一にはかまわず、杏耶子は鋳い物もの製の格子の門を押して、蝶ちよう番つがいを鳴らした。右手に潜くぐり戸があったのだが、正面の扉とびらが開いたので、杏耶子はそのまま庭らしいところに足を踏ふみ入れていった。

「キラッと光ってさ、ティンカー・ベルみたいにさ……火の玉じゃなかったな……」

「なに？　チンカーって……」

「ディズニーのピーターパンに出てくる妖よう精せい」

「ああ……！」

　ボトボトドッドッ……！

　雫のかたまりが、俊一の傘を激しく叩たたいたので、ふたりは首をすくめ肩かたを寄せ合う。他人の敷しき地ちに足を踏み入れてしまったという意識が、ふたりを緊きん張ちようさせた。







　２　生まれた場所







　細く筋をひくように見えた光は、右奥おくに行ったようで、そのほうに足を踏ふみ出していく杏耶子を俊一が制止しようとしたが、杏耶子はその手を払はらっていた。その挙動は、俊一の臆おく病びようさを拒きよ否ひしたのだが、彼女は、そんなことをしたとは気づいていない。

　俊一は、傘かさを前に差し掛かけるようにして彼女を追った。コンクリートの三和土たたきからはすぐにぬかるみになって、シューズをドロドロにしてしまったが、杏耶子はそんな足元を気にする風もない。左手のタイル張りの外がい壁へきの住居は、窓から光がまったく見えず、一家で遅おそい夏休みでもとっているような感じだ。

　その住居の裏から、シューッルルル……という音が聞こえた。蒸気が抜ぬけるような音で、蒸気機関車よりも軽い音なのだが、蒸気機関車の音などはテレビぐらいでしか知らないふたりには、その違ちがいはわからない。

「人がいるんだよ……勝手に入らないほうがいい」

　昔からの農家だったのだろうが、それにしてもたいした土地持ちらしい。家の前にはかなりのスペースの庭があったし、それは畑にまでつづいているようだった。そこには野の良ら仕事の作業場にしていたらしい建物があり、屋や敷しきをかこむように防風林があるようだ。そんな家でも、今は農業をやっている雰ふん囲い気きはなく、敷しき地ち全体がこぎれいに感じられた。

　豊かな木のせいで、神社がある場所に似た静せい謐ひつな空気が雨と雫しずくの音のなかに感じられて、俊一は、杏耶子がこの雰囲気にひかれてここに来たのにちがいないと思った。が、なぜ銀座からここに来られたのかは、彼女にだって説明できないだろうと思う。

　蒸気を噴ふくような音に、なにかが振しん動どうするような音がくわわって、それがいっそう闇やみを震ふるわせた。住居のわきを抜けると、かすかに動く光が、植え込みのむこうに見えた。

　俊一が想像したとおり、裏には竹林もあるらしい林は、闇を深くしていたが、それでも、その木々をとおして照明灯の光がこぼれていた。高速道路の料金所とかゴルフ練習場の夜間照明といった光に見える。

「……なにがあるんだろう？」

「知らないものを知っている風にいうことはできないわ……木が倒たおれている……？」

　杏耶子の濡ぬれた肩かたが、俊一の目の前でとまった。言われてみて、繁しげみが薙なぎ倒されているように見える部分が、間近にあるのがわかった。

　チャリッ、シューン！　実際に聞こえたわけではないが、そんな音を感じるほど、その光は硬こう質しつでいても柔やわらかさを感じさせる航こう跡せきを見せた。黄色い光だ。

「人だっ！」

　ふたりにはそう聞こえたのだが、耳で聞こえたというのとは違う。脳の言語中ちゆう枢すうを刺し激げきして、音の意味は頭脳が解読したという感覚だった。女の子の声……。その甲かん高だかい声がふたりの耳に達したとき、マジックそのものという光景を目もく撃げきした。

「……なに？」

「映画か？」

　そんな風に反応しなければ、思考回路まで遮しや断だんされてしまいそうに感じたのだ。

　その人形のようなものが空中でとまり、そして、水泳選手がプールの壁かべを蹴けってターンするようにとんぼを切ると、さっと飛んでいった。

「…………？」

　杏耶子は、その小さなものが消えて行ったほうにたたらを踏ふんでしまい、大きくよろけた。

「……戻もどろう！　まずいよ」

　俊一が杏耶子の腕うでを探り当てるようにして引き止めたとき、林のなかにあるものが、ひょっとしたら巨きよ大だいなロボットの縫ぬいぐるみか、プラスチック・モデルではないかと思いつけた。

　映画の撮さつ影えいでもしているのだ。

　そうなれば、ますますかってに入り込んだ自分たちが咎とがめられるわけで、早く車に戻ったほうがいいと思えた。が、それにしては、周囲に人の気配はない、と感じる。

「……あの、あの、聞きたいんですけれど……！」

　切せつ迫ぱくした言葉が出たとき、杏耶子はまた俊一の手を振ふり払はらっていた。

「……誰だれだ!?　どういう人間かっ!?」

　野太い声というのだろう。若いのに力のある声が、ロボットかなにかのシルエットのほうでした。

「……通りすがりの者なんです。この雨で道に迷って……それで、勝手に敷しき地ちに入ってしまって……ご免めんなさい」

「男もいた！　男！」

　また、あの頭にひびく女の子の声が、俊一と杏耶子の脳を刺し激げきする。

「もう少し前へ出てっ！　ここからでは見えない！」

　それが、自分にむけられた命令であることは、俊一にすぐわかったので、引き込まれるようにして前に出た。そのかたわらで、杏耶子は腰こしを低くして、声のほうを透すかすようにする。

「どういう種類の方かっ？　職業と年ねん齢れいはいって欲しい。他人の敷地に入って来たんだから」

「中臣杏耶子と申します。銀座でＯＬをやってます」

「同じくサラリーマンだ。常田俊一。コンピュータ関係のメンテナンスを仕事にしている……なんだい？　わかる？」

　最後は低く、かたわらの杏耶子に聞く。

「手は上げていてもらう。武器などは持っていないだろうが……」

　ひどく時代劇じみた台詞せりふだったが、それで、俊一はやはりテレビか映画の撮影をしているのだと思いながらも、目の高さのやや上に、おぼろな光源が木の繁しげみ越ごしに見えているものが、かなり大きなロボットらしいものだとわかった。映像時代の青年の思い込みからでた納なつ得とく感なのだが、それで、俊一は少し安心する。

「…………？」

　俊一は、杏耶子の身体からだが震ふるえているのに気づいたが、それは雨に濡ぬれたためや他人の敷しき地ちに侵しん入にゆうしたことで震えているのではないとわかった。興奮している、といったほうがいいかもしれないと感じたのだ。

　ロボットなら目の前にある形をしたものが脚あしらしいし、その奥おくにあるのが胴どう体たいの一部らしいとわかるのだが、現実的に考えれば十数メートルのロボットなどは聞いたことがないと思いつく。

　しかし、そういう物ではないとすれば、なんだろうかと考えたときに、おぼろな光のなかに動くものがあった。

　武器の有無を尋たずねたということは、相手は武器を持っているのだ。それが映画の撮さつ影えいでなければ、こちらが一方的にやられる現実があるということに、俊一は気づいた。

「……どこの会社なんです!?」

　俊一がそう詰きつ問もんしたのは、杏耶子の手前、なんとかこの状じよう況きようのなかで、男らしい態度を見せる必要があると感じたからだ。ここに来るまで、臆おく病びような現代青年を演じてしまったらしいという反省がわいたのだ。

「会社？　どういう意味だ!?」

「テレビの撮影かなんかだろう？　この脚……」

「……違ちがうな」

　言いざま、声の主の影かげが飛び降りてきて雫しずくの音を乱した。男の影は、バイクのライダーという印象のしっかりとしたもので全身を固めていた。顔は見えなかった。

「いいのかっ!?」

　男の影を追うようにまたあの光がはしり、一いつ瞬しゆん、目の前の木の葉の影が、フッと浮うき上がったのは、そのものが飛んだ航こう跡せきの光のようで、本当にディズニー映画のティンカー・ベルだと思えた。

「……!?　それ、なに!?」

　杏耶子の呻うめきにあわせるように、懐かい中ちゆう電灯の光がむけられたので、杏耶子は手を上げて陰かげをつくろうとした。次に、俊一へまぶしい光が直ちよく撃げきする。

「回れ右をして、勝手口のほうに歩いてくれ……どういう方たちか信用するのに時間が欲しい」

「……そっちは、どういう……」

「ここは、ぼくの家だ。勝手に踏ふみ込んだのは君たちだ。無礼だとは考えないのか？」

「それは……！」

「ぼくはライフル銃じゆうを持っている。場合によっては、これを使うこともできることを承知しておいて欲しい」

　時代劇か安手のバイオレンス映画のスターを気取っている男だ、と俊一は感じた。

　杏耶子が先に振ふり向いて住居の裏手にむかったので、俊一もつづいた。勇を決したわけではなかったが、杏耶子の楯たてになる位置になってしまったので、これも得点ゲットだと思いたかった。

「そこで止まれ。そして、もう一度、回れ右をしてもらう」

　言われるままにする杏耶子の背中が反そり、上げた両りよう腕うでも反らして見えた。俊一は、こんどは杏耶子とならびながら、彼女が嬉うれしがっているのではないかと疑った。ふたりの挙動にあわせるように背後にまわった青年は、俊一の背後でなにかを探すような音をたてた。

「うしろを見るなよ……見れば射うつ」

　そして、裏口の鍵かぎをあける音がした。

「入れ」

　声の主は、ドアを開いて、かなり後退してから命じた。

　懐かい中ちゆう電灯の光が俊一のほうにむけられていたので、声の主を見ることはできなかったが、銃じゆうを持っているらしい雰ふん囲い気きは、警けい戒かいしすぎている物もの腰ごしで、怒おこらせて発はつ砲ぽうされたらそれっきりだと感じさせる。最近の若い奴やつらは、と、俊一は自分の若さを棚たなに上げて、杏耶子を無事に確保しなければならないと考えるのだが、自信のわきようがなかった。

　青年の自宅というからには、ここは敵地であって、オタクな青年の仕し掛かけた段取りなら、脱だつ出しゆつの見込みがあるとは思えなかった。

「靴くつは脱ぬいでもらう……右の物もの容いれを開くと雑ぞう巾きんがあるはずだ。とりあえず、足をそれで拭ふくだけにしてもらう」

　勝手口の上りがまちの右に引き戸があって、杏耶子がその引き戸を開けると、そこには雑多な物といっしょに、棚の手前にはいろいろな布でつくった雑巾が重ねてあった。

　杏耶子は、靴をぬぐと上りがまちに座りこんで、ストッキングの上からともかく爪つま先さきを拭ぬぐって、その雑巾を俊一に渡わたしながら、べつの雑巾を取りだして、すっかり濡ぬれた肩かたを叩たたいたりしながら、台所に上がった。

　その杏耶子の反応は、俊一には不思議だった。見ず知らずの男の言うなりで、それでは、人質にしても安易すぎるような気がした。

「電気はつけるな！」

　俊一と杏耶子の挙動を監かん視ししている声は鋭するどく、どこまでも、時代劇かかった振ふる舞まいをやめるつもりはないようだ。

「杏耶子……」

　言われるままに足を拭いた俊一が振ふり返ると、懐中電灯の光のなかに立っている杏耶子の姿が大きく映じて、濡れたままのブラウスの腕が俊一を招いていた。

「あの人、過か敏びんすぎるわ。電気をつける気などなかったのに」

「台所の右に行って。廊ろう下かがある」

　懐中電灯の光のむこうの青年がふたりを急せかしたので、俊一は、また杏耶子の背中に貼はりつくように、台所のテーブルのかたわらを擦すり抜ぬけて、左手にある暗い廊下に出た。かなり広い家のようで、幅はば広ひろの廊下がつづいて、その突つき当りには開き戸があるように見える。

「その左のドアを開いて、そこに入って」

　背後から命令されるまま、杏耶子がドアを開き、俊一はただ彼女につづいた。

　黴かび臭くさいにおいがよどむ部へ屋やで、正面と左にあるカーテン越ごしの窓から外の光がにじんでいた。俊一の背後で鍵かぎがかかる音がした。

「こちらの用意ができるまで、そこにいてもらいます。窓の外には鉄てつ格ごう子しがあるから、出られないはずです。命令にしたがってくれれば、すぐにでも帰ってもらいます」

　ドア越しの声が和やわらぐのがわかった。

「本当だな」

「しかし、勝手に他人の敷しき地ちに入ったんだから、少しばかりはこちらの都合に合わせてもらうのは、当然だと思う」

　足音は台所のほうに遠ざかっていった。

「……杏耶子……」

　俊一のおどおどした声に、杏耶子は焦じれたように「電気つかない？」と訊きく。

「いいのかな……？」

「いいに決まってるでしょう。この部屋の電気のことは、なにも言わなかったんだから……気がまわる人だから、電気つけていけないなら、そう言うわよ」

　俊一はドアの左右の壁かべを手で探ってスイッチらしいものに触ふれたと思えたので、それを上にあげてみた。天てん井じようの中央にある数本の蛍けい光こう灯とうが、チラチラと音をたててから輝かがやいた。

「…………!?」

　そこは、黴臭いにおいにふさわしく、物置き場になっている応接間という風の部屋で、その中央には戦前から使っているのではないかと思えるような、すり切れた革の応接セットがおかれ、巨きよ木ぼくを輪切りにしたテーブルの上には、古めかしい翡ひ翠すいのタバコ・セットがのっていた。

　その周囲にはびっしりと骨こつ董とう品ひんがあった。

　十数本の色あせた羽の矢が納められたガラス・ケース。艶つやのなくなったピアノ。そのレースのカバーの上には、水すい晶しようらしい原石や蛍ほたる石いし、オニックスの鉱物の見本が埃ほこりをかぶっていた。その隣となりには、掛かけ軸じくの桐きりの箱をすべての棚たなに押おし込めた象ぞう眼がんいりの中国製らしい飾かざり棚。その上の壁には、額がく縁ぶちいりの古い写真が数枚、中国かどこかの内陸部で撮さつ影えいした記念の集合写真である。

　ほかにも、チベット風のお面が数個と、バリ島の影かげ絵えの人形芝しば居いにつかう操り人形がピンで貼はりつけられ、木製のキャビネットの大型のテレビは、廊ろう下か側の壁に押しつけられていた。

　天井には、これも色いろ褪あせた袋ふくろにつつまれた弓が吊つるされ、家か紋もんのついた鎧よろい櫃びつらしいものは、窓側の壁にあった。それらの物の上にも、オランダの人形やら、一いつ刀とう彫ぼりの土産みやげ品が重ねられているのだ。

　窓際には、木彫りの大黒さまの像と鷹たかの剝はく製せい、博はか多た人形から大きなこけしまでがならび、天井に接する壁には、農協やら地区の体育大会などへの協賛金拠きよ出しゆつに対する感謝状など、だ。

　巨木を輪切りにしたテーブルの上の灰皿には、それほど古くない吸いさしが三本。その一本には口紅が残っていた。窓は新しいアルミサッシに替かえられていたが、窓の外には、多少インテリアを意識した鉄格子がはまっていた。

「……出られないわね。本気で壊こわすことを考えないと……」

　杏耶子は窓のサッシを閉じてから、指についてしまったカーテンの埃ほこりを払はらうような仕草をみせる。

「ね、今の人に、タオルを頼たのんでみて？」

「タオルって……」

　俊一はおじけづきながらも部へ屋やを見まわして、ドアの横の小テーブルに電話機があるのに気づき、

「これ、内線にも使えるんだ……」

　受話器のそれぞれのボタンの横に、几き帳ちよう面めんな手書きの文字で、台所とか二階八畳じよう、毅、書しよ斎さいなどと書いてあるのを見つめてから、俊一は、受話器をとり台所のボタンを押おしてみた。

「なんだ？」

　受話器に、あの青年の声がした。

「すまないんだが、濡ぬれてしまっている。タオルを貸してもらえないだろうか？　ぼくもそうだが、彼女が風か邪ぜをひきそうなのだ」

「……すぐ持っていく」

「ありがとう。城しろさん」

「ジョウと読む。表ひよう彰しよう状じようを見たのか？」

　俊一が咽喉のどをつまらせながら返事をする間に、電話はむこうから切れた。

「相手のようすは、どうなの？」

「落ち着いたようだ……むこうも緊きん張ちようしているようだな……杏耶ちゃんは、なんでここに来たんだ？　感じていた場所って、ここのことなんだろう？」

「さぁ……まちがいないと思いたいけど、来てしまったらわからなくなったわ。……でも、あの人しかいないんなら、もっと話しあう必要があるわ」

　杏耶子はソファの埃を用心しながらも、結局それにお尻しりを引ひっ掛かけるようにしてすわる。

「しかし、こちらの気持ちに合わせて、話をしてくれる相手かな？」

「軍人って知らないけれど、そういう感じだったものね。まるで、戦争中みたいに緊張していたじゃない？」

「それをいうならギャングじゃない？　それとも、ちょっと変な奴やつってさ……」

「もう少し、理性的だったわよ」

　杏耶子の反発に、俊一はなにも答えられない。彼女の表現のほうが的確だと感じたからだ。杏耶子にならってソファにすわってみると、この部屋の雰ふん囲い気きには昔から知っているような感じがした。

「……趣しゆ味み悪い部屋だよな。使っていると思いたくないけどさ」

「昔の庄しよう屋やさんという感じ？　苗みよう字じ帯たい刀とうを許された……」

「ここは田無だろう？　そういうのはなかったんじゃない？」

「江え戸ど時代は幕府直ちよつ轄かつの天領だったと思うわ。珍めずらしい名みよう字じよね、お城と書いてジョウは」

「東京とかこっちの地方の名前じゃないよ」

「そうね。ひどく作さく為い的な名字よね。沖おき縄なわのほうの人かしら？　そうじゃなくって、明治になってから作ったのかもしれないな。ということは、この地方の出身ではないし、以前は庄しよう屋やさんでもなかったということ？」

「じゃ、この土地はなんだ？」

「昭和になって、土地の価値を見み抜ぬいたご先祖様が買い占しめたのよ」

　気が楽になったというところで、ドアがノックされ、ふたりはまた緊きん張ちようする。

「はい！」

　俊一が身体からだをひねって立ち上がる隙すきに、杏耶子がまっすぐにドアの前に立ってしまったので、また俊一がそのうしろにつづくことになった。

　ドアを少し開いて姿を見せた青年は、スポーツマンらしく日焼けをして精せい悍かんに見えた。

　こちらの部へ屋やの照明のなかの眼光は、人を見抜ぬくような油断のない輝かがやきがあり、ポロシャツとスラックス姿は、さきほどの印象とちがうように見せていたが、厳しい物もの腰ごしは外での印象とおなじだった。

　杏耶子はタオルを受け取りながら、その目の鋭するどさにたじろぎそうになりながらも、顎あごをひく間もなく、

「わたし、銀座からここに来なくちゃならないと感じて来たんです。なにを感じたか、わたしだってわからなかったんだけれど、どういうことかご存知ではなくて？」

　ドアを閉じかけた青年の手がとまって、

「……!?　そういうことですか……？」

　青年は、真まつ直すぐに杏耶子の瞳ひとみをのぞきこんでから、ちょっと考える風に視線を落としてから、その眼光をあげ、

「飲み物は、もう少し待って下さい。今、お湯をわかしています。冷たいもののほうがいいのかな？」

　そうはいっても、訊きいているという口調ではない。一いつ瞬しゆん、杏耶子は息をつめてしまったが、

「温かいもののほうが……」

「部屋においてある物には手を触ふれないで下さい。父が大切にしている物ですから」

　杏耶子の返事を待つ間もなくドアが閉じられ、杏耶子は膝ひざから力が抜けるように感じて、思わずノブに手を触れる。そのむこうで、鍵かぎがかかった。

「杏耶ちゃん……!?」

「いいのよ。ちがうの……」

　俊一の手が杏耶子の腕うでに触れる前に身体からだをむけると、乾かわいたタオルの一枚を俊一に突つき出していた。

「ああ!?……ちょっと田舎いなかの青年という感じだったけど、なんだろう？　あれ？」

「どういうこと？」

　杏耶子は乾かわいたタオルの感かん触しよくが心地よいと感じたのだが、そのことは口にしないで、こんどは、ソファに深く腰こしをおろした。スカートもかなり濡ぬれているとわかったのだが、そのことは、俊一には感じさせまいと思う。

「スポーツ選手にしても、ありゃサッカーでも野球でもないな。体格はそれほど良くないもの」

　杏耶子は、俊一の感想にガッカリしたが、だからといって、今の青年の印象をどう表現したら良いのか思いつかなかったので、黙だまってスカートの前のほうをタオルで叩たたきだしながら、腰のまわりの湿しつ気けは、体温で乾かわいてしまうだろうとタカをくくることにした。

「でもなぁ、カラテ家かな。そういうのをやっているって感じだった」

　頭と肩かた口ぐちを拭ぬぐい、ズボンの裾すそを叩いて気がすんでしまったらしい俊一は、ドアをノックしだした。

　杏耶子は、そんな俊一にはなにもいわない。彼には、状じよう況きようとか、他人の気分など慮おもんぱかることがなく行動をするときがあった。本質的に気分屋なのだ。

「なんです!?」

　鋭するどい青年の声がドア越ごしにした。

「車、門の前の道路に停とめたままなんだけど、いいのかな？」

「……ああ……気になりますか」

「そりゃ……できたら、お宅の庭に入れさせてもらえないだろうか？」

　そういいながら、俊一は杏耶子に、いいアイデアだろう、という目をむけてきたが、杏耶子は、それは軽けい率そつかも知れない、と首を振ふってみせる。

「いいでしょう。でも、ぼくはここから動けないから、自分で門を開けて入れて下さい。いいですね？」

「え？　行かせてくれるの？」

　青年の返事はなくドアが開いたので、俊一はさすがに身をひいて、廊ろう下かの青年を凝ぎよう視しした。

「あなたひとりです」

「あ？　ああ……！」

　俊一は、いい出した手前ひっこみがつかなくなった恰かつ好こうで、杏耶子に相談したいという顔をみせたが、杏耶子は、嘆たん息そくを隠かくして頷うなずいてみせるだけにした。どこかで、俊一を追い出したいと考えている自分を意識したが、なぜ、どうして、という理由は見つけられない。その一いつ瞬しゆんの間合いがあったのだろう。俊一は、取りつく島もないという風に、腰をかがめてドアのむこうに消えた。

「…………!?」

　そして、目を転じたとき、杏耶子の目に、その青年の鋭い視線がつきささっていたので、思わずソファから腰を浮うかした。青年は、杏耶子の挙動を拒きよ否ひするようにドアを閉じて、またロックした。

「こちらから行って下さい。履はき物は、そのへんのサンダルでもなんでも使って……」

　俊一に呼びかける青年の声が遠くなっていった。

　杏耶子はひとり応接間に残されて、これでは人質ではないのだろうかと考えてみたが、それにこだわりはなかった。

　あの青年は、裏庭で見た光を発する者のことを知っているはずなのだ。ロボットらしい縫ぬいぐるみも、冗じよう談だんの代しろ物ものとは思えないのだから、妙みように警けい戒かいしたりせず、自分たちを足止めにしている事情を教えてもらえばいいのだ、と思う。

　杏耶子は、あの青年の声音を聞き、挙動をみるにつれて落ち着いていく自分を感じているのだから、青年の事情を教えてもらえれば、自分が感じたなにか、つまり、遠感知能力といった第六感だか第七の感覚の実態というものに迫せまれるのではないかと思った。

　杏耶子は、特別にそのような能力があるとは思ってはいなかったのだが、子供の頃ころから、親族の祖父母の死の予兆を感じたりしたことは数度といわずあった。小、中学生の頃には、いじめられっ子の自殺を予言したということもある。逆に、まだお腹なかが大きくもない通りすがりの女性の妊にん娠しんを当てるなどということもしょっちゅうあったのだが、これは、成人をするまでは、確かめようもなかったことで、はっきりしたのは最近の事なのだ。

　杏耶子にすれば、そのような体験は特別なことではなく、誰だれでも持っている感覚だと思っていた。それでも、小学生の頃の他人が自殺をするかもしれないという予感は、恐おそろしいだけなので口にしたことはなかった。それでも、六年生のときに、一度だけ予言めいたことを口にしてしまって、いじめっ子グループから顰ひん蹙しゆくを買い、あまつさえ、自殺した当事者からは、怨えん嗟さの遺書をもらったことがあった。

『自殺をしてはいけない。そう言うことが、いじめ！』

　それ以来、杏耶子は他人の人生に介かい入にゆうすることをやめたのだが、今夜のことは、また例外である。それでも、なにかを感じてしまったという感かん触しよくについては、自殺予言とおなじように思えないではない。

　ややあって、台所のほうに移動するスリッパの音が聞えて、杏耶子は、あの青年は、俊一がひとりで逃にげ出すのを計算にいれているのではないか、と思いついた。

　その思いつきに、さすが杏耶子は不安になって、アルミサッシの窓を開いて鉄てつ格ごう子しのむこうをのぞいてみた。

　俊一の傘かさにあたる雫しずくの音とゴム長なが靴ぐつの音が、闇やみに消えていくのが聞えたが、玄げん関かんとこの部へ屋やの明りのせいで、庭は先程のようには暗くはなかった。窓まど枠わくにはまっている鉄の飾かざり格子はひどく頑がん丈じようで、杏耶子の力ではどうなるものでもない。

　ドアがノックされたので、あわてて返事をしたら、どちらかというと元気な自分の声に、杏耶子自身、耳を疑ってしまう。

　青年は、カップをのせた盆ぼんをもってはいってきて、

「気になるでしょうが、自分の家で他人に危害をくわえるつもりはありません。ぼくは、すぐに休みたいくらい疲つかれているんで、それを邪じや魔まされたんで腹を立てていたんです」

「夜中ですものね。ご免めんなさい。警察を呼んだんですか？」

　青年は、意外な言葉をきくという風にしながら盆をテーブルにおいて、カップを差し出してくれた。

「ミルクがなかったので、なにもない紅茶です。今は、身体からだを暖めたほうがいいでしょうけど、蒸むし暑ければクーラーをいれても？」

「大だい丈じよう夫ぶです。すみません。本当にお邪じや魔まして」

「彼が戻もどる前に訊ききたいことがあるので、今、来たんです……なにを感じたのです？」

　青年は杏耶子の警けい戒かい心を感じさせないように質問を重ねてきたので、杏耶子は、そんな細かいことからでも、人の気持ちを読める青年だと感じる。

「ああ……！　なにって言葉にはできません。ただ感じたんです。こっちのほうに来なければならないって」

「彼は、感じていませんよね？」

「ええ。そういう人ですから……」

「そう……。今夜は帰ってもらうようになるでしょうが、またお会いできませんか？　できるだけ早く」

「ここで？」

「それはわかりません。事態がどうなるのか想像がつきませんから。電話番号を教えてもらうというわけには……？」

「いいですよ。いつでも連れん絡らくして下さい。携けい帯たいの番号」

　杏耶子は、なんの考えもなしに口にしている自分にまた驚おどろいていた。

「助かります」

「よかった。来た意味があって……あたし中臣杏耶子といいます。中央の中に大臣の臣の……」

「珍めずらしい苗みよう字じですよね。平安時代からつづいている家系とか、神社の神かん主ぬしさんの家系にはあるんでしょう？」

「家系図なんてありませんから、そんなのわかりませんけど、そんなこと知っているだけでも嬉うれしいわ。城じようさん」

「いいづらいでしょう。友達はジョクといってくれています。名前は毅たけしですが。ここの電話番号は知っていますね？　この電話機の上に書いてある」

「ああ……！」

　杏耶子は、立ち上がっていく青年をつくづくと観察してしまって、自分がひどく無防備になっているのを承知していく。

　門の開く音がしてから、ややあって、俊一の車が庭先にはいってくる気配がした。

「ちゃんと戻ってきますね」

　体格はそれほど大きくないのだが、ドアを背にした日焼けした印象はたくましかった。

「彼、あれで生き真ま面じ目めなんです……いただいていいかしら？」

　杏耶子は、かってに自分のことをしゃべったような気になって、話題をかえるつもりで紅茶のカップに手をのばす。青年は、そんな杏耶子から少しも視線をそらすことはなかったのだが、リラックスしているだけのようだ。杏耶子を値ね踏ぶみするという感じはなかった。

「まだ興奮しているようで……頭のなかが整理できていないみたい……」

　杏耶子は、本当は尋たずねなければならないことが山程あるのに、なにも思いつかず余計なことを口にする自分が嫌いやになっていた。

　玄げん関かんの引き戸の音と廊ろう下かの足音に、青年はドアのかたわらに身をよせると、無造作に応接間のドアがひらかれて、驚おどろいた表情の俊一の顔がよろけるように飛びこんできた。

「開くと思わなかったんだ……ごめん」

「いや……どうぞ」

　青年は、鷹おう揚ようになっていた。

　杏耶子は、目の前のふたりの青年を見くらべて、この青年はどこが違ちがうのかと考えてみたが、なにも思いつかなかったので考えるのをやめた。

　ただ青年のかもしだす体たい臭しゆうといったものが、この部へ屋や全体をむっと支配しているように感じた。それは、生命いのちの力だ、と杏耶子はわけもなく断定していた。







　３　妖よう精せいらしいもの







「……ここで見たことを外で話すことはしばらくやめて頂きたい、とお願いしたかったからです。しゃべっていい時期がくるかもしれませんし、話さないままの方がいいかもしれません……それがわからないので、ぼくも必要以上に緊きん張ちようしてしまったのです。ぼくがもう少し落ち着いてからでしたら、あんな真ま似ねはしなかったんでしょうけど、いきなり裏庭に来られてしまったので……」

　城毅は、杏耶子と俊一の身元を聞いたあとで、そう説明してくれた。

「……怒おこらないで下さい。ここは、自分の家ですが、このとおり両親は留守ですし、祖母はこのていどの気配で起きることはありません。朝、お手伝いヘルパーさんが来るまでは、ひとりで寝ねてくれています。そういう意味では、安心できる状じよう況きようなんです」

「じゃ、あたしたちは帰っていいんですか？」

「もうひとつお願いがあります。世間の情報が欲しいんです。常田さんは、コンピュータのメンテナンスのお仕事で、パソコンで特別のデータ・バンクヘアクセスできるようですし、中臣さんは霊れい感かんをお持ちのようだ。それなら、ぼくの奇き妙みような体験を、多少でも信じて下さるでしょうから、ぼくの経験を理解して下さって……なんというか……助けて下さることを、期待はします」

　最後はていねいに確認しながら言い、ジョクという青年は、音を消してあるテレビの深夜のスポーツ・ニュースを横目にして、組んだ手をもみはじめた。どこからなにを話していいのか思い迷っているのだ。

　俊一もずけずけと訊きくと追い出されるらしい、とわかって黙だまっていたのだが、ジョクが音のしないテレビを見つめたまま、あまりに間があいたので、

「きいていいですか？」

　俊一の言葉に、ジョクは思案をふくんだ目をあげてきたが、明らかに眉まゆをしかめていた。杏耶子は、自分から先に訊けばよかったと思う。

　俊一も肘ひじを一方の腕うでにのせて、手の甲こうに顎あごをのせて身構えていた。

「この家の裏庭においてあるものは、なんなんです？　それを見たということを外で喋しやべるのがなんでいけないんだ？　それに、あんたはさっき妙みような恰かつ好こうをしていたようだし、銃じゆうみたいなものを持ってましたよね。あれはどういうことなんだ？」

　緊きん張ちようしすぎて言葉がぞんざいになっている。

「そういうことですよね……」

　ジョクは立ち上がると、物もの腰ごしは軽く応接間を出て行ってしまったのだが、杏耶子にはその挙動で、ジョクという青年が説明の糸口を見つけたのだと思う。俊一のほうが失礼なんだと感じたのだが、俊一はムッとした顔を見せてから、

「まさか銃を持ち出して、威おどすなんてことはないよな？」

「いまさらね……フフフ……」

「なんだよ？」

「あの人、ジョクさん？　あなたが車をここに入れて帰ってきたんで、誉ほめていたわ。勇気のある人だって」

「失礼しちゃうな。杏耶ちゃんをおいて逃にげ出すなんてこと、できるわけないじゃないか」

「警察に通報するということだって、考えられたでしょう？」

「それは考えなかった……それほど異常事態とは思えないじゃない？　こっちのほうが悪いってこともあったし……」

　そう言いながら、俊一が肘ひじ掛かけにのせた杏耶子の手に手をのばしてきたのだが、杏耶子は悪いと思いながらも、手をひっこめていた。

「……驚おどろかないで下さい、といっても無理でしょうが……」

　ジョクがそういいながら入ってきたとき、手には人形のようなものを持っていた。この青年にそんな趣しゆ味みがあるのか、と杏耶子が一いつ瞬しゆん、嫌けん悪お感を抱いだいてしまったのだが、その金きん髪ぱつの長い髪かみの人形は、両手を上げてあくびをした。動いたのだ。

　杏耶子は、外で見たものがこれだったと直感する。

「この娘こ、正確にいうと、こういう種族がいるということです」

　ジョクは、両手の上に横になっている人形らしいものを、ふたりのほうに差し出してくれた。

「あっ、ああぅーっ……！」

　小さな身体からだで大あくびをした者は、その手と足はジョクの手からはみ出したものの、背中と腰こしが手に支えられているので落ちることはない。

「い、生き物か……!?」

　俊一は、呆ぼう然ぜんとしてその人形のような動くものを覗のぞき込んだのだが、今度は、その小さい者が驚おどろく番だった。

「な、なんだ！　なにっ!?」

　その甲かん高だかい声が、その人形らしいものの意識とともに、杏耶子と俊一の頭にひびいた。同時に、その小さい者は上体を起こしてパッと浮うき上がると、部へ屋やの天てん井じようスレスレまで飛んでいた。バラバラとかなり大きな羽根が空気をふるわす。

「人に会わせるといっただろう」

　ジョクが見上げながら、その小さい者に声をかける。

「人が寝ねているのに！　ようやく寝られたって思ったのに……！」

　その小さい者は、杏耶子と俊一の前で身体を縦に回転させて背をむけると、ジョクに嚙かみつくように言ったようだ。その声のひびきに聞き覚えはなくても、意味はふたりの頭を直ちよく撃げきする。

「この人たちに、チャム・ファウの世界を信じてもらうためには、チャムを見てもらうのが一番早いと思ったんだ。ここは、地上世界だ。バイストン・ウェルでもなければ、クスタンガでもない。少しは緊きん張ちようしていてくれ。なにが起こるかわからないんだから！」

　ジョクの口調は説得というより叱しかるものだ。チャム・ファウと呼ばれたその小さい者は、その言葉にクルリと杏耶子と俊一にむくと、ふたりを観察するように周囲を飛んだ。

「飛んでるぜ!?」

「羽根があるから……まるで、映画じゃない……!?」

　杏耶子と俊一の驚く表情などまるで眼中にないようで、その飛ぶものは、

「そうか……変な人間だな？　着ている物だってペラッペラのもので、よく恥はずかしくないな？」

　そういう本人だって、身体に合ったレオタードのようなものを身につけているだけで、他人のことなど言えたものではないのだが、羽根がついている身体では、そのようなものしか着られないのだろう、と杏耶子はわかった。羽根の付け根のあいだにも、襷たすきのようなものがとおっているようだが、羽根の動きの邪じや魔まにはなっていない。

「腹話術とか手品だなんていうバカバカしいことじゃないんですよね？」

「そんなことができると思いますか？」

　俊一があからさまに呆あきれてみせたのは、すぐには信じられることではないので、理解する時間が欲しい、と言ったのだ。が、ジョクという青年はかすかに怒おこったようだった。だから、説明するのを考えあぐねていたのをわかってくれ、という視線を杏耶子にむける。

「いえ……これが本当なら、どこにいたんです？　今いいましたよね？　バルとか……なんです？」

「バイストン・ウェルです。そういわれている異世界があって、そこにはこのフェラリオのようなものもいるんですが、ふつうに見える人間もいます。この世界とおなじです」

「フェアリー？」

「それに近いものだけど、ちょっと違ちがいます。日本人が思っているような妖よう精せいではなくて、もっと俗ぞく物ぶつでミーハーです」

「ああ……！」

　杏耶子は、チャム・ファウと呼ばれた小型の女の子の挙動から、ジョクの説明をなんとなく納なつ得とくできた。

　杏耶子と俊一の観察をしたチャム・ファウは、つぎに、剝はく製せいの鷹たかを見つめて怯おびえたものの、それと睨にらめっこをはじめた。そんな小型の生き物の動きに、杏耶子と俊一はただ見とれた。

　ひとしきり剝製の鷹との睨めっこをしたチャム・ファウは、結局、ジョクのすわっているソファの毛皮の上に着地して、毛皮の一方をズリ上げ、そのあいだに身体からだを潜もぐりこませると金きん髪ぱつのなかに頭を沈しずめていった。羽根は、彼女が寝ねるにしたがって、背中の下にするりと入っていってしまった。

「上手なんだ!?」

　杏耶子は感動したが、俊一は唸うなるだけで、なにも口に出せない。

「ファァ……」

　チャム・ファウは、もう一度あくびをしてくれたので、きれいに小さい歯並びが、杏耶子に見えた。舌もあった。

「疲つかれているんです。躾しつけなどをしている暇ひまがなかったので……勘かん弁べんして下さい」

「いえ、いえ……なんか、こう、とんでもないことを見てしまって、どうしたらいいか……ちょっとわからなくって……異世界……そういいましたよね？　そういうところに行っていたんですか？」

「そういうことです」

「それで、帰ってきた？」

「そう……それで……この日本で、こういうチャム・ファウのような存在とか、裏庭に隠かくしてあるロボットみたいなもの、オーラバトラーっていうんですが、そういうものを見てどう感じましたか？……つまり、どうしたら説明できるのか、どうしたら、世間の人に、穏おん当とうに理解してもらえるのか、そういうことについて、一いつ般ぱんの方の意見を聞きたいんです」

「ああ！　そういうこと……納得できるけれど、本当に？」

　杏耶子は、結局、また訊きいてしまっていた。その杏耶子の言葉に、ジョクはチラッと悲しそうな目を見せる。

「ご免めんなさい。せっかくあなたが警けい戒かいの上に警戒して、あたしたちに説明しようとしているのに、こんなことを聞いてしまって……でも、すぐに信じろっていっても、ちょっとハードな問題ですよ。これ……」

「わかります」

「オーラバトラーっていいましたよね？　ロボットなんですか？　アニメのような」

「ええ。まるでアニメです。バカバカしくって、最初はぼくだって涙なみだが出たものです。けど、バイストン・ウェルでは、そのオーラバトラーで実際に戦争もやっていたんです。それでその最中です……この世界に戻もどってきてしまった……」

「予定外ということで？」

「そう……戦せん闘とう中ですから。その戦闘中に三機のオーラバトラーがからんで、その力のためでしょう。三機のオーラバトラーの力が集中したために、この世界に戻れたんじゃないかと想像しています」

　杏耶子は、ジョクの話をききながら、ソファの上で死んだように眠ねむっている小さな少女を見つめた。その少女を見ていれば、ジョクの話は本当のことだろうと実感することができる。というよりも、自分が生まれたときから予感していた世界の話を聞かされているという懐なつかしさに、嬉うれしくさえ感じた。

「わたしの中臣って苗みよう字じ、いわれがあるんですよね。大和やまと朝ちよう廷ていの頃ころの名前で、九州が発はつ祥しよう地ちなのは当然でしょうけど、中なか臣とみの鎌かま足たり……藤ふじ原わらの鎌かま足たりの子孫からは、代々神かん主ぬしさんの名前だったって……」

「神と人のあいだに立っているっていう説もあるんでしょ？　それで、あなたの名前を聞いたときに、ここに来てくれたんだって思いました」

　ジョクは、杏耶子の灰色がかった瞳ひとみをまっすぐに見つめてくれた。杏耶子は、ジョクの茶色の瞳がとても澄すんでいて、その無限の拡ひろがりのなかに入ってみたいと思った。

「杏耶子……！」

「あ……？」

　杏耶子は心の底で、声をかけてくれた俊一にすまないと感じながら、なんとかこの場を取とり繕つくろわなければならないと思った。が、結局、それができず、俊一と視線をあわせるのを避さけて、チャム・ファウの可か愛わいい唇くちびるがすこし開いたのを見つめた。







　４　裏庭にあるもの







　俊一が、杏耶子とジョクの気持ちの交流を感じなかったといえば、ウソになるだろうが、彼も大人おとなだった。そのことには触ふれず、ジョクがテレビを気にする理由と、裏庭においてあるオーラバトラーのことを訊きいた。

　ジョクは、こちらの世界にくる直前に交戦していた二機のオーラバトラーが、こちらの世界に来ていたらどうしたらいいのか考えているのだ、と説明してくれた。

「……彼らはバイストン・ウェルのコモン界の人間だから、どういう反応をするか想像がつかないんです。ＵＦＯの宇宙人のような扱あつかいをうけるかもしれないし、騒そう動どうを起こすかもしれないんでねぇ……」

「ご存知の方なんですか？　その敵になっている人たち？」

「狭せまい世界ですから、よく知っている男女を敵にしてしまったんです。政治がらみの問題は、こちらの世界とおなじで、ぼくが彼らを裏切る結果になったんで、彼らから見れば、ぼくは悪人になってしまっているんです」

「その連中が、ここに来るという確率はどうなんだろう？」

　理工科系の俊一は、こういうときには、そのような紋もん切きり型の口をきいてしまう。

「オーラ・ロードを転移しているあいだ、完全に意識がなかったっていうんじゃなくって、ガラリアとバーンの声を聞いたような、そういう感覚は残っている……」

「その方たちの名前ね？　ガラリアとバーン……」

「ええ。……カットグラの機体が気になるので、ようすを見てきたいけれど、ここにいてくれます？」

　嘆たん息そくを忘れたいのだろう。テレビ画面は気になるものの、ジョクは腰こしを浮うかした。

「テープがあれば、ビデオをセットしておけばいいのに？」

　言いかけた俊一の言葉を半分も聞かないで、杏耶子は、

「カットグラですか？　そのオーラバトラー見せてもらえません？」

「ああ……まだ雨が降っていると思うけど……？」

「構わないよ。君が許可してくれるなら、勉強のためにぜひ見せて欲しい」

　ジョクにつづいて立ち上がった俊一は、多少、相手の気持ちを斟しん酌しやくするよゆうが出てきたようで、ビデオのことなどは忘れてしまう。

「でも、くれぐれも、あなたたちからは他人にしゃべるようなことはしないで下さい」

「もちろんよ」

「それ、この世界、つまり、こっちは違ちがう世界だろう？　ここでも動くのかい？」

　俊一は、男の子が一番気にすることを訊いた。

「それはわからない。君たちが庭にはいって来たとき、ぼくだって、チャムに起こされて気がついたばかりだったんだから……そのあとで、カットグラの調子を調べているときに君たちが来たんだ」

　それはよほど腹が立ったことらしい。ジョクはそういいながら、勝手口の戸と棚だなから古いレインコートを引っぱり出して、それを杏耶子と俊一に貸してくれた。

「農作業に使っていたもので、恰かつ好こう悪いけど……」

　台所中央のビニールクロスのかかったテーブルには、きのうの新聞と調味料置きがあり、一方の壁かべには、波ガラスのはまったかなり大きな食器棚があった。

「今でも農作業をしているんですか？」

「以前は、おやじが日曜菜園でやっていたことがあるけど、今は、建売りの人たちに、日曜菜園用に畑を貸しているんでしょ。そういうのよく知らないんで、おかげで、バイストン・ウェルでは苦労した。農作業なんて、どこに行ってもおなじなんですよ。もっとやっておけば良かったって、後こう悔かいしました」

　ジョクは、そんなことをいいながら、懐かい中ちゆう電灯をふたつ探し出して電池を確かめてから、そのひとつを俊一に渡わたしてくれる。杏耶子は、青年たちがいっしょに行動してくれるので、安心できることだった。

「オーラバトラーには、勝手に触さわらないで下さい。この世界でどう反応するか見当がつかないんですから」

　ジョクは、勝手口のドアをひらくと、俊一に念を押おす。

「もちろん、コンピュータだって、どこで漏ろう電でんしているかわからないことがある。そういうのはわかるまでは触らないよ」

　雫しずくはあいかわらずボトボト落ちていたが、雨は弱くなっていた。ジョクは懐中電灯を杏耶子たちの足元にむけながら、踏ふみ石づたいに裏庭の樹木のあいだに歩をすすめる。

「なんで倒たおれたんだろう？」

　俊一は、その木のほうに懐中電灯をむけて、やんわりとジョクに訊きいた。

「オーラバトラーの体重で横から押し倒されたんでしょう。下から出てきたとは考えられないから……」

　ジョクも俊一の気分にあわせて、オーラバトラーの足元を懐中電灯で照らし出して、土のめくれぐあいを調べたりした。

「これが脚あしだ。爪つめがあるでしょう？　これで突とつ起き物を摑つかむことができる……」

「機械的構造じゃないなぁ……まるで恐きよう竜りゆうじゃないか」

　俊一は、懐中電灯の光のなかのカットグラの脚を観察して呻うめいた。背後からのぞきこんだ杏耶子も、俊一のいうとおりなので、本当に呆あきれてしまった。

「こんなものを操縦したんですか？」

「でも機械じゃないですね。バイオ・テクノロジィにちかい技術で創造された物でね。正確にはそれともちがうけれど、筋肉質のものをつかって、各部分を動かしているんです」

「……あれは？」

　俊一は、木の繁しげみのむこうにある半はん透とう明めいの膜まくのようなものを照らし出した。かなり厚手の皮ひ膜まく状のものが木々のあいだに見えた。

「カットグラの羽根です」

「羽根？」

　杏耶子が、目を見張った。

「こいつ、むこうの世界では空を飛ぶんです。そのときにバランスをとるもので、多少、浮ふ力りよくを発生させるらしいけど、本当は必要のないものです」

　ジョクは、懐かい中ちゆう電灯を目の高さにおくと、オーラバトラーの機体に足をかけて登ろうとしたので、俊一がジョクの足元を照らしてやる。ジョクは、オーラバトラーの股こ間かんあたりに足場を確保しながら、人でいえばお腹なかあたりに足をのせると、胸部の下あたりをさぐってから、やや身を引くようにした。すると、その動きにあわせるように、腹の部分が左右に開いた。

「コックピットかい？」

「ああ、ロボット物のセオリーだろう？」

「そうだね。まるで、アニメのキャラクターじゃないか」

「映画のものよりはよくできているでしょう？　これで、本当の戦争をやっているんだから」

　ジョクの作り笑いが、杏耶子には可か愛わいいと感じる。

「じゃ、これを映画会社にでも貸せば、結構いいお金になるんじゃない？」

「それを恐おそれているんだ。こんなものの存在をうかつに公表すると、そういう騒そう動どうに巻きこまれる」

　ジョクは、コックピットのようすを調べているようだったが、

「なんだ？　これは……？」

　ひどく驚おどろいた声を出して杏耶子たちのほうに身を乗り出して、「映画どころじゃない。こいつは現実的な問題だ。このカットグラはここでも動く！」

「どういうことなんです？」

　杏耶子は、ジョクの切せつ迫ぱくした気持ちに合わせてしまって、急せき込んで訊きいていた。

「オーラ・バッテリーが、満まん杯ぱいになっている……！」

　ジョクの言葉の意味など杏耶子にはわかるはずはなかったが、杏耶子は今まで冷静にみえていたジョクの表情に、なにかとんでもなく不ふ吉きつなことが起こるのではないかと感じた。

　杏耶子は、カットグラの爪つま先さきをまたいでコックピットの下に行った。その間に、ジョクはコックピットから身をずらすようにして、

「このマシーンのガソリン・タンクみたいなものが、満杯になっているんです。たいした時間が経たっていないのに、こうなったということは、オーラがこの地上世界にも充じゆう満まんしている証しよう拠こだ。こちらの世界でもカットグラは飛ぶかもしれない」

「飛ぶ？　これが？　飛ぶなんて恰かつ好こうはしていないぜ、こいつ……？」

　俊一はあらためて、目の前にあるゴツい恰好をしたものに懐中電灯をはしらせながら、叫さけんでいた。

「しかし、これはオーラバトラーなんだ。世界にオーラが充じゆう満まんしていれば、飛べないことはない……ちょっと待って下さい。動かしてみます」

「おいっ……！」

「退さがって下さい。中臣さん」

　ジョクが　コックピットらしいところで何かに触ふれたようだ。と、コックピット内にほんのりとした光が浮うきあがる。

「ちょっと信じられないな……」

「俊一、その言い方やめてよ。少しは相手の情じよう況きようを考えた言こと葉ば遣づかいをしないと、誤解されるわ」

　杏耶子は、俊一の腕うでを引くようにして、勝手口近くまで後退させた。

「癖くせなんだよ」

「そういう言い方で甘あまえないで。大人おとなでしょ？」

　杏耶子は、淡あわい光のなかにすわっているジョクが、もう一度、杏耶子と俊一のほうを見てから、上のほうを見たのがわかった。

　キューンという音が機体の内部から湧わき出るようにひびくと、上のほうにかなり強い赤い光がともる。杏耶子には、木々の梢こずえのむこうに光るそれが、カットグラの目だと気づいた。

「頭？」

「そうみたい……」

　俊一も呻うめいた。目と見えたものは、かなり吊つり上がって丸い印象があった。頭全体も丸いのだが、左右に張り出しているような感じがあって、その表面はゴツゴツした印象がある。口に当たるところには、牙きばといったものが横に張り出しているように見えたが、嚙かむ動きをするもののようには見えない。

　機体から発する音は、金属的なものではなく、重い振しん動どう音だ。その周波数があがっていく感じは、気持ちの良いものでなかったが、慣れていくにつれて、こちらの肉体を共きよう振しんさせるような感覚が、生々しいと思えてきた。鼓こ膜まくではなく頭ず蓋がい骨こつそのものが震ふるえて、背骨から肋ろつ骨こつと、それがつつむ内臓が揺さぶられる。お腹なかの筋肉は、バイブレーターをかけているようになり、例えが良くないのだが、エロチックなものに肉体が歓かん喜きするという感覚があった。

　だから、杏耶子は、ジョクが、オーラバトラー、生体の力で戦うもの、という意味がわかるような気がした。杏耶子は、左手をお腹にあてて筋肉の震えを確かめながら、林のなかにひそんでいたものが、動くのを見ていた。

　塊かたまりにすぎなかったものが、内部から命をあたえられて動いたのだが、それも金属で作られたものではなかったので、きしみ音はなく、象か水牛が動くように見えた。それにともなって、巨きよ人じんの息い吹ぶきがシューウッと、杏耶子の心と肉体をうった。

「動いている……!?」

　俊一は、他ほかにいうべき言葉を見つけられなかったし、杏耶子もそうだった。が……。

「退さがって下さい。その横になっている木を動かしますから」

「ああ……!?」

　ザザッと木がひきずられるのにあわせて、黒い巨きよ人じんがはっきりと動き出して、ジョクがすわっているところが、梢こずえのなかに隠かくれてしまう。

　そして、ふたりの視界に二本の脚あしが現れて、倒たおれていた木がズルズルと竹林のほうにひきこまれて、そちらにもたれかかった。腕うでをつかったのだろう。かなり激しく木々がこすれあう音がしてから、静かになった。

「……これでやめますが、うしろに廻まわり込まないで下さい。排はい気きガスが出ていますから危険です」

　ジョクの声が頭上から降ってきた。

「は、はい！」

　杏耶子と俊一が同時に返事をしていた。これでは、本当にＳＦの映画のシーンだと思えた。俊一の懐かい中ちゆう電灯が、その足の爪つめが濡ぬれた地面を嚙かんでいるところから、その樹木のように見える巨きよ大だいな脚から上に上げていくのにあわせて、杏耶子は、あらためてそのオーラバトラーにちかづいていった。腰こしから上は梢の陰かげにあって、よく見えなかったが形の想像はついたし、両りよう腕うでが木々の繁しげみの下にぶら下がっているのが面おも白しろいと感じた。

「凄すごいわ……！」

　良く探せば、雫しずくの垂れる梢の上に、カットグラの瞳ひとみが見えた。淡あわい黄緑色になっていた。

『人の形は、人間に絶対的な強さと美しさを感じさせるんだ……！』

　杏耶子は、そのとき、京都の三十三間堂に林立する仏像の列をイメージしていた。奈な良ら、東大寺のあの仏像もだ。それで、杏耶子は、昔から人々が巨大な仏像をつくるのは、この威い圧あつ感かんが救いの力を与あたえてくれるのではないかと信じたからだろうと納なつ得とくする。

『そうそう！　これは、仁に王おう様だわ！』

　杏耶子は、その思いつきに安心すると同時に、仏教が一いつ般ぱんにうけいれられたのは、このような偶ぐう像ぞうの力によるところが大きかったのだろうと確信した。日本に生まれた神道は、アニミズムの延長で、土着の自然と隣りん接せつする人々と密接な関係をもった息いき遣づかいがあるから、日本という風土に浸しん透とうしたのだが、人々が、その精神風土に、より具体的な救済を唱える仏教を同居させたのは、仏像の威い力りよくにあると考えたのだ。仏像が、信しん仰こうをわかりやすい形にしたのである。

　無論、仏教は、異国文化の導入の必要性と政治的背景をもって恣し意い的に伝でん播ぱされた側面はある。その際、仏像という偶像は、人々に有効な武器として作用したのだ。

　杏耶子は、人の形が幾いく層そうもの思いを表ひよう徴ちようするものなのだから、オーラバトラーは人型で、人型だから存在しているのだと納得した。

　形に意味があるのだ。

　その意味は？　ただの夜や叉しや？　ただの仁に王おう？　阿あ修しゆ羅らの象しよう徴ちよう？　それだけではないようだと、今しがたの肉の感応からも期待してしまう杏耶子が、そこにいた。

　そして、オーラバトラーの場合は、それが形だけの表現にとどまらず、動くのである。それは、もっと別の意味を付加するものなのだろうが、杏耶子には、まだその意味を想像するところにまで至ることはない。なぜなら、ここでの光景があまりに突とつ然ぜんで、衝しよう撃げき的で、その現実を容認するだけで、彼女の気持ちが飽ほう和わしているからだ。

　オーラバトラーのカットグラの機体から湧わき出ていた重低音がゆっくりと消失して、また雫しずくと雨の音だけが、裏庭の木々をつつんだ。

　雷かみなりは、遠く小さくなっていた。

「……頭のほうは木で隠かくれているんだろう。外から見られることはないよな」

「確かめている……このコックピットの潜せん望ぼう鏡きようは性能が悪くてね、いいテレビ・カメラが欲しいんだ」

　俊一の声に、ジョクの声が降ってきた。

「うしろに廻まわっていいかな？　エンジンの音がしなくなったから……」

「いいでしょう」

　ジョクの声とともに、バザッと落ちてくるものがあった。

「ヒッ……！」

　気が緩ゆるんだところにそんな音がすれば、身もすくんだ。ロープが一本落ちてきたのだ。俊一が、懐かい中ちゆう電灯の光をそのロープにそって上げていくと、ロープの輪に足をかけて降りてくるジョクの下半身が見えた。

「これだけのものを作っていて、テレビがないのかい？」

「試作はやっているんだけれど、電気の技術的背景がないんだから、難しいんだ。バイストン・ウェルのコモン界ではね、電球自体、最近ようやく量産できるようになったんだ。ショット・ウェポンは、真空管なしでいきなり半導体の集積回路の世界に飛ひ躍やくさせようとしている」

「そのへんが、理解に苦しむんだよな」

「オーラバトラーみたいなものがあれば、コンピュータとの技術的な連動が先決だというんだ……技術論はあとだ。とりあえず、こういうのは、映画の撮さつ影えい用だって言い逃のがれられるよな？」

　ジョクは、レインコートをガバガバさせて笑ってみせた。

「まあ、動かさなければ、という条件はつくけどさ」

「裏庭を偵てい察さつしておく。カットグラの備品がそのあたりに転がっているかもしれないし……それに、外から見えるか見えないかも調べたい」

「ということは、ここに懐中電灯をおいておいたほうがいいな」

　俊一は機転をきかせて、カットグラの膝ひざのあたりに懐中電灯をおこうとした。

「ああ、そこにつっこんで下さい。固定できるはずです」

　今度は、ジョクの懐中電灯の光が俊一のほうにむけられ、俊一はカットグラの三本のうちの横にある爪つめにのって、膝ひざの上の関節をカバーしている外装板のあいだに、懐中電灯を突つっ込むようにした。

「この装そう甲こうはさ、なんでできているんだい？」

「巨きよ大だいな甲こう殻かく類の甲こう羅らを加工したものだ。いってしまえば、かぶと虫の甲羅なんかを使っていると考えればいい」

「どうりで……！　肌はだ触ざわりはセラミックみたいだけど、柔やわらかい感じもする……！」

　俊一は、つけっぱなしの懐かい中ちゆう電灯の光の方向を確かめてから、カットグラの脚あしの装そう甲こうを撫なでまわして、ジョクのほうに来た。

　ふたりの青年と杏耶子は、竹林を抜ぬけていく途と中ちゆうで、畳たたみ二枚ほどの広さの板と、まるでデパートのショーウィンドに飾かざるように大きい鉄てつ砲ぽうのようなものを見つけた。

「これがカットグラの武器なんだ。よくいっしょにここに現れたものだ」

　ジョクは、その巨大なライフルのようなものを撫でまわして嬉うれしそうだった。

「どういう武器なんです？　戦せん車しや砲ほう？」

「いや、地上世界のレベルで考えればひどいものさ。火か炎えん放射器なんだから、玩具おもちやみたいなものかな？　これ」

「それなら、いいじゃないですか」

　ようやく杏耶子はそう言ってみたが、言った瞬しゆん間かんに、武器を容認するような自分を軽けい率そつだったと思う。

「…………!?」

　杏耶子の一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいを感じたジョクは、懐中電灯の光を杏耶子にむける。

「え？　いえ……破は壊かい力のない武器なら安全と思うけれど……本当に、そう言いきれるのかなと感じて……」

「ム……!?　そうかも知れない……」

　ジョクは、懐中電灯を竹林の一番うしろにむけると、生いけ垣がきのすきまから畑に出て行った。

　杏耶子は、ジョクの背中を見ながら、彼の曖あい昧まいな返答に、なにも考えずに戦争に参加していた青年ではないのだ、と確信した。それにくらべれば、すぐ目の前をいく俊一は、機械のことしか考えていないんだろうと思えて、杏耶子はちょっと寂さびしいことに感じる。




　畑と竹林のあいだの畦あぜ道みちから、畑の真中を抜ぬけている道にまがって、カットグラの膝ひざにおいた懐中電灯の光が見えないのを確かめると、茶畑らしいところに出て、ジョクの家の裏の防風林の影かげを見やりながら、家のほうにまわっていった。

　その左側にもいくつか小さい林があって、そのむこうには、小さな民間マンションの明りや、新しん青お梅うめ街かい道どうを走る車の光、それにファミリー・レストランの派手な広告灯の光を見ることができた。さらにそのむこうには、かなり高い鉄てつ塔とうが立っていて、派手な白色光の列をならべていた。俊一も杏耶子も、それが携けい帯たいや公共無線、ケーブルテレビ用の無線中ちゆう継けいのための塔とうだとは知らない。

「……木の高さって、結構、高いんだな……」

　あらためて感心しているジョクに、杏耶子は、そうか、と思う。ジョクがオーラバトラーに似つかわしい世界でカットグラを動かしていたのなら、彼の故郷であるこの場所でカットグラが隠かくせることがわかったのは、新しい発見なのだ、と理解できた。

　彼、ジョクは、まちがいなく、別世界に行っていたのだ。

　三人は、もう一度、ジョクの家に戻もどった。

　杏耶子は、前庭においてある俊一の車を見て、家に帰らなければならないと思ったが、そのことは忘れることにした。今夜は、ジョクのそばにいないと、とんでもなく損をすることになるだろうと予感したからだ。







　５　買い物







　杏耶子は、ジョクが玄げん関かんを開けると、レインコートの下の衣服が汗あせにまみれて気持ちが悪いという理由で自分を納なつ得とくさせて、俊一を追い越こすようにして玄関にはいっていった。こういうときに、そういう現実的な理由を思いつけるのが、人間の自分勝手なところだ。

「……あの……」

　玄関でレインコートを脱ぬごうとする杏耶子と俊一を見て口を切ったのは、ジョクのほうだった。

「はい？」

　杏耶子は脱ぎかけたレインコートを一気に背中から剝はがすようにしながら、『あ、この人は言い出してしまう』と思った。そうなった。

「……今夜は、お帰りになりますか？」

「え？　ああ……そりゃ……」

　俊一が曖あい昧まいながら、潮しお時どきだという納得顔を見せた。

「ぼくは、疲つかれているから今夜はこのまま眠ねむりたい心境なんだけど、こうして、地上世界の人と話をしていると、自分が何者かってわかって安心できました」

　ジョクは上りがまちに腰こしを下ろして、ふたりを見上げたのだが、杏耶子にはその動作に疲つかれが見えないと感じた。杏耶子も俊一も、ジョクの言葉に答えようがない。

「だからなんだな……」ジョクは苦笑を見せて、「すぐに車に乗って帰ってくれといい出せなくて……。それに、ここで別れたら、もう来てくれないんじゃないか、話などしてくれないんじゃないかって……」

　杏耶子は、ジョクの実像が理解できる。可か愛わいいと感じる。しかし、そんな杏耶子の思いを、俊一が吹ふき飛ばした。

「そんなことはない。むしろ、君のほうが我々を嫌きらって、会ってくれないんじゃないかって心配している。大体、これだけのものを見せられて、もっと話を聞きたくない人間なんていないぜ」

「そう思ってくれると嬉うれしいよ。じゃぁ……」

「でも、悪いわ」

　杏耶子は、意に反したことを口にしていた。日本人の悪い癖くせだ。

「なんでです？」

　ジョクが、上りがまちに立って腰をひねりながら、残念そうな仕草を見せた。

「だって、あたしたち、あなたのことよく知らないし、それで、あたしたちには、なんでもないと思うようなことを他人にしゃべったりして、それで、あなたが、不都合に陥おちいるようなことだってあるかもしれないし……そんなんでいいんですか？」

　杏耶子は、自分の言葉がゴチャゴチャになってしまっているのを感じていたし、俊一が自分を見つめている表情が堅かたくなるのを目の隅すみで意識もした。

「……優しいのですね。そこまでこちらのことを考えて下さっているのなら、なんの心配もしませんから、今夜はお帰り下さい。そして、明日にでもまた来て下さい」

「そうさせてもらうよ。ジョク君」

　俊一がすっと手を出して、ジョクに握あく手しゆを求めた。こういうキッパリした潔いさぎよさは都会的でいいのだが、この場合は、杏耶子には逆に作用していた。

　杏耶子は、俊一の嫉しつ妬とを確認したのだ。

「あたしは、ここに残るわ」

「杏耶ちゃん……!?」

「あのチャム・ファウって娘こ、もっと見たいもの」

「……でもさ、着き替がえだって必要だろう？」

「そんなもの、このあたりのコンビニでなんとでもするわ……でも、ジョクさんがご迷めい惑わくなら帰りますけど……」

　ひるがえって異世界帰りの青年に顔をむけるのは、ドキドキすることだった。

「いや、空いている部へ屋やはあるし、布ふ団とんは黴かび臭くさいかもしれないけど、結構ありますよ」

　ジョクの口調には、半分の安心と半分の戸と惑まどいがあるのは当然のことだ。俊一の存在を気き遣づかってのことだともわかった。

「俊一クン、ちょっとつきあって。今夜は、ここにご厄やつ介かいになりましょう」

「でもさ、初めての家だぜ？　悪いよ」

　俊一が、守勢にまわる。

「あたしは、この人とあの小さい羽根つきの女の子とオーラバトラーに呼ばれてここに来たのよ。それは思い出せたわ。荻おぎ窪くぼあたりを通過した頃ころ……冠かん水すい騒さわぎを見た頃にも、あたしは、チャムさんの息いき遣づかいを感じたらしいって、今になってわかるのよ。ジョクさんは、そうよ、苦しがっているだけで、辛つらかったんでしょ!?　こっちに到とう着ちやくした瞬しゆん間かんだったからって……！　なのに、こうして会ったというのに、まだ何も知らないというか、実感をもてないのに、別れられる!?……それに、別れたあとで、このジョクさんが、またオーラ・ロードに乗ってしまうかもしれないでしょ。それなら、あたし、チャムさんに嫌きらわれなければ、いっしょに休みたいくらい」

「どうかしているよ……杏耶ちゃん！」

　俊一は、呆ぼう然ぜんとした顔を隠かくすことも忘れている。

「そうよ。ちょっと前までは、ジョクさんが、あたしたちの正体を知らなかったから足止めしようとしたんでしょうけど、今度は、あたしがジョクさんとチャムさんとオーラバトラーのカットグラを調べさせてもらうわ」

「なんでさ」

「世界を知るためよ」

　杏耶子は、しだいに心臓が高鳴るのを自覚していたが、自分でも想像していなかったことをしゃべっているあいだに、いろいろなことが整理されていく感じがして、いま直面している事態の重さを予測することができるようになった。

「オーバーだな……」

　俊一は苦笑をみせたが、ジョクは笑わなかった。そのことが、俊一を不安にさせたようだ。このままでは、杏耶子はひとりでもここに泊とまり込むだろうと思いついたようだ。

「わかった。ジョクさん、お邪じや魔まさせてもらえます？」

「いいですよ」

　俊一は自分の折り畳たたみ傘かさを取り上げると、ジョクはかなり贅ぜい沢たくな作りの下げ駄た箱ばこから、埃ほこりのかぶった傘を取り出して、杏耶子に渡わたしてくれた。

「布ふ団とんは、二階の部へ屋やに用意しておきますし、シャワーも使えるようにしておきますから、玄げん関かんは戻もどった時に、鍵かぎをかけて下さい」

「え？」

「おふたりが買い物に行っているあいだに、ぼくは寝ねてしまうかもしれないから……。電気をつけておきますから、場所はわかります」

「ああ……！」

　杏耶子は、ジョクの機転が利くやり方に、本当に感心した。

「つかったら、順々に電気を消しておけばいいんですね？」




　俊一の車は、いったん二車線の通りに出てから、新しん青お梅うめ街かい道どうの反対側の枝道に入っていった。

「こっちの方向で、いいの？」

「西武線の駅が近いはずだから、店はあるさ」

「知っているの？　このあたり」

「見当さ……大きな道路と線路の関係ぐらいは、ナビゲーターがなくったってわかる」

　車のなかでのふたりの会話は、それだけだったが、杏耶子はすまないとは思わない。

　いまは、ささいな男女間の感情などにとらわれている場合ではないと信じられるようになったからだ。ジョクという青年の体験を聞くことだけでも、数日間はいっしょに暮らしても言い訳はたつと思えた。そう確信すれば、俊一という青年はつまらないことに捕とらわれているつまらない男と感じてしまう。

　すぐに、道路に面した小さな深夜営業のコンビニエンス・ストアを見つけた。暗い通りに、そこだけ赤白っぽい無ぶ遠えん慮りよな照明で、虫を誘さそうように起きている若者たちを招いている光景は、どこの日本の田舎いなかに行っても珍めずらしいものではなくなっている。それが異様だという感覚は、もう杏耶子たちの世代にはない。ことに、街中育ちの俊一には、明るい夜の町を日常にして育っていたから。

「ちょっと、ここで待っていて」

「あ？　ああ……」

　俊一は、杏耶子が傘かさもささずにストアのドアに飛びこむのを見送ってから、音をたてて吐と息いきを吐はいた。そして、このまま彼女を家に送ったほうがよさそうだと思う。

　俊一は、センター・コンソールの物入れからメモ用紙を取り出すと、ジョクの家の電話番号をメモした。十二、三桁けたていどの数字なら記き憶おくしておく自信はあるのだが、用心をしたのだ。が、杏耶子を送ることの是ぜ非ひも考えたかったので、ボールペンを走らせてみる。




　杏耶子は、下着一式とストッキング、それに生理用品をいれた籠かごを振ふるようにして、カウンターにおいた。

「…………？」

　杏耶子は、ポーカーフェイスをするアルバイターの青年が、レジを打つ手つきを見るともなしに見て、レジスターの出した数字を確かめると、財布のなかをのぞくようにして、小銭までかき出して現金を差し出した。そのとき、心なしかニタリと下品な笑いをうかべる深夜アルバイターの青年の顔を、杏耶子は上うわ目め遣づかいに見てしまった。

「…………!?」

「まいどありがとうございました。またおこし下さいませぇ」

　レシートと釣つり銭せんを渡わたしてくれながら、アルバイターの青年は、尻しり上あがりのマニュアルどおりの言葉にも下げ卑びた雰ふん囲い気きがあったので、杏耶子は、自分の買ったものが、突とつ然ぜんラブ・ホテルにでも行こうかという女性の品しな揃ぞろえだったことに気づく。

　店員たちには、通りすがりの客かどうかぐらいは、態度でわかるものだ。

　ビニールの袋ふくろを抱かかえながら、杏耶子は、『成人しているんだから、ラブ・ホテルに行こうがどうしようが問題ないでしょ。合意なんだから！』

　そんな闊かつ達たつな台詞せりふを頭に浮うかべることができる自分に、杏耶子は、久しぶりに自分はいい女になったのかもしれないと思う。

　車に戻もどると、俊一が携けい帯たい電話を構えるようにして、待っていてくれた。

「どうしたの？」

「彼に電話をする。今夜は帰ろう」

　すわりこみながら、杏耶子は、俊一の反応にさもありなんとは思う。すくなくとも、買い物をしているあいだに電話をされなかっただけでも、ありがたいと思ったが、逆にいえば、そういうところが、俊一の男らしくないところでもある。いざとなると、杏耶子の気分を斟しん酌しやくしすぎるのだ。決断ができないといってもいい。

「駄だ目めよ。それは、駄目よ」

　杏耶子の強きよう硬こうな言葉を無視して、俊一はキーを押おしはじめた。それもまた俊一のやり方で、杏耶子はその俊一の手首をつかんで、携帯電話を奪うばおうとした。

「なんだよ！　考えてもみろよ。今夜はじめて会った人の家に、ふたりでノコノコ泊とまれるか？　えらく失礼だ。いつも杏耶ちゃんが言っているような、だらしがないことをやろうとしているんだぞ」

「そんなことは承知で、お互たがいに了りよう解かいしあったんでしょ？　むしろ、あの家を出られたのを幸いに、このまま帰ってごらんなさい。あたしたちは、彼から信用されないわ」

「なんであんな奴やつの信用が必要なんだ？」

「彼の体験よ！　とんでもない体験をして、それをどのように世間に伝えたらいいかって迷っているのよ？　それを助けてあげられるなら、助けてあげたいじゃない」

「一ひと目め惚ぼれしたのか!?」

「いけない？　たいへんな体験をした人に求められているのを、そんな感情論でどうこうしようというんなら……あたしはひとりで行くわ」

　杏耶子は、一度閉めたドアを押し開いて、傘かさを膝しつ下かからまさぐりだす。俊一は上体を乗り出してきて、杏耶子の腕うでを摑つかんできた。

「あなたは、帰りなさい。あたしはあの家に行く。構わないでね。本当にあなたは帰っていいのよ」

　外に身をのりだしたので、俊一は杏耶子のお尻しりを撫なでるような手つきになってしまったが、そんなことは気にもならなかった。

「つきあうよ。ヤバいよ。杏耶ちゃんひとりにはさせられないよ」

　俊一の声を聞き流しながら、杏耶子は傘をさしたのだが、傘が必要なほどの雨ではなかった。

「弱虫！　どういう事態だか、すこしは理解しなさいな」

　ドアは閉じて、杏耶子は、まっすぐに歩き出していた。

「杏耶ちゃん！」

　お泊とまりセットを確保できれば、安心というものだった。俊一がいないほうがいいとも思える。が、ヘッドライトが背後から迫せまってくれば、俊一もいいところがあるとも思う。

　小雨になって、遠えん雷らいも一度聞こえただけで、いつもの東京郊こう外がいの住宅地という落ち着いた風ふ情ぜいになっていた。

「どこに行くんだよ」

　ヘッドライトの光がいっぱいに杏耶子をつつんでから、その俊一の声が聞こえた。

「決まっているでしょ！　ジョクさんち！」

「そっちは反対だ。それじゃ、駅のほうに行ってしまう」

「ハッ……！」

　やはりふつうのＯＬではヒロインにはなれない、と杏耶子が実感した瞬しゆん間かんだった。で、杏耶子は、赤いスポーツカーの中に身体からだをすべらせざるを得なくなる。

「……一ひと目め惚ぼれとは違ちがうんだな？」

「当たり前でしょ。そういう状じよう況きようではないわ。あたしは、実家の両親にも説明できることよ。どういう重大な事態かって……」

「すまないね」

　ユーターンさせた車を俊一は道路に戻もどすと、その声を気合がわりにして、車をダッシュさせた。

「やめてよ。危ないわ」

　彼は、欝うつ憤ぷんを晴らすような運転をしても、道に迷いもせずジョクの家に戻った。

　杏耶子は、俊一が門の鉄てつ扉ぴを開いて車をいれて、ふたたび門もん扉ぴを閉ざすのを、ナビゲーター・シートでただ黙だまって見守っていた。おもしろくないだろうというのはわからないではないのだが、ジョクの存在の奇き妙みようさと異常さがわかっていれば、男女の感情を考える余地などはないと思う。

『男って、こういうことにナーバスすぎるのよね』

　杏耶子は、若い男は女性とのつきあいをいつもセックスがらみで考えてしまうという話を、思い出していた。

『まったく、これだものなぁ。器量が狭せまいというか、いつも助平なんだから』

　二階の部へ屋やの電気がついていて、前庭のようすがさきほどよりよく見えたが、それなりに植木やら庭石が配置されている庭ではあったが、手入れが良いとは思えないジョクの家だった。







　６　ひとつ屋根の下







「……ただいま……」

　杏耶子がコンビニエンス・ストアの白いビニール袋ぶくろを抱だくようにして玄げん関かんの引き戸をひらいて、傘かさの雫しずくを落としているあいだに、俊一が車のほうから走りこんできた。

「やあ……」

　玄関の正面にある階段の上から、ジョクがのぞきこむようにして迎むかえてくれる。

「お布ふ団とん、敷しいているんですか？」

　杏耶子と顔をあわせたジョクは、「久しぶりなんで、ようすがわからなくって……」と二階の廊ろう下かに消えたので、杏耶子はその声にひかれるように、身軽に階段を上がっていく。俊一の制止する声がしたのだが、聞えない振ふりをした。右手につづく廊下も幅はばが広く、昔の家はこうだったんだと思える。

「まあ……」

　襖ふすまを開け放したその部へ屋やは、十畳じようと八畳のつづきの間で、奥おくの十畳のほうにふたつの布団がならべられて、ジョクがシーツを拡ひろげたところだった。杏耶子は、俊一がまだ上がって来ないのを確かめながら、

「布団、別々にできません？　あたしたち夫婦じゃないんですよ」

「でも、恋こい人びと同士でしょ？」

　その言い方はあまりにも屈くつ託たくがなく、どちらかといえば、他人の関係を勝手に決めつけている風に聞えた。

「ちがいますよ」

「そうなんですか……」

　そういったかと思うと、ジョクのお尻しりが杏耶子のほうにむいて、シーツをのせた布団を八畳のほうに引きずっていった。疲つかれているのがウソのように、きれる動きをした身体からだだ。杏耶子にすれば、日常生活のなかでも俊しゆん敏びんさを感じさせる男性がいるのだ、と感心する。

「でも、いいんですか？　お部屋をふたつも占せん領りようして？」

「いいんですよ。両親はどこかに行っているなんてしょっちゅうですし、誰だれかが泊とまってくれるほうが、この家も喜ぶってもんです」

　ジョクは、十畳の押おし入いれからタオルケットを取り出して、それをふたつの布団の上におきながら、さすがに、面めん倒どうになってきたという仕草が見えた。

「浴衣ゆかたでいいですね？」

「すみません」と、杏耶子が頭を下げたところで、俊一が上がって来たので、杏耶子は、彼を無視して十畳のほうの布団のシーツをととのえてから、タオルケットの位置を直し、ジョクの差し出す枕まくらをそれぞれの布団においていく。

「電気のスイッチは、こことそこです」

　それぞれの部へ屋やのスイッチの説明をききながら、杏耶子は、十畳じようと八畳のあいだの襖ふすまを半分だけ閉じて、十畳のほうの電灯を常夜灯にきりかえる。

「これが浴衣ゆかたです。湿しめっぽいけど……」

　ジョクが八畳の押おし入いれから取り出した浴衣を、俊一に差し出してくれ、シャワーに案内しますと階段を降りていったので、俊一は、浴衣のひとつを杏耶子に渡わたしながら、

「厄やつ介かいのかけすぎじゃないかな」

「そういうの、あなたには似合わないわ」

　捨て台詞ぜりふのように言ってしまって、杏耶子は階段を降りていった。また、俊一が杏耶子のうしろにつづくことになる。

「本当にすみませんね。ご厄介をかけて。ジョクさん」

「いいんです。あなた方とは縁えんがあるんですよ……それより、ジョクのうしろに、さんをつけるのはやめてくれませんか？　そう呼ばれるの、ちょっと気持ちが悪い」

「アメリカナイズされているんだ」

　俊一が階段を降りきったところで、杏耶子をのりこすように厭いや味みをいう。どこかで反はん撃げきする隙すきを狙ねらっていたという口調だ。

「そう思ってくれていいけど……」

　ジョクはあっさり認めて、風ふ呂ろ場ばにシャワーがあると言いながら、食器棚だなの手前のドアをひらいて、脱だつ衣い所の電気をつける。

「あの娘こは？」

　杏耶子は応接間のドアを振ふり返って、ジョクに聞く。

「チャムは、ぼくの部屋のソファに移しました。身体からだが小さいぶん、えらく消しよう耗もうしているらしいんで、なんとか力をつけさせないといけないんだけど……」

「そうでしょうね。遠えん慮りよなく……」

　ジョクの手招きにしたがって脱衣所にはいった杏耶子は、ドアを閉じながら、ジョクに誘さそわれて台所にむかう俊一と視線をあわせる。明らかに怒おこっている風だったが、特別な素そ振ぶりは見せずに行ってくれた。

　すまないという気持ちがわかない自分に舌を出しながら、杏耶子は風呂場をのぞいて、年季のはいったタイル張りの浴よく槽そうと、黄色い錆さびが浮ういている蛇じや口ぐちを確認した。濡ぬれっぱなしのものを脱ぬげるだけでも、ありがたいと思う。今夜はそれで上じよう首しゆ尾びなのだ。これ以上の展開などは望みようはないと思う。




　俊一は、この家に泊とまれることを嬉うれしがっている杏耶子が面おも白しろくない。

　が、冷蔵庫から麦茶と缶かんビールをとりだしたジョクが、俊一にどちらでもと勧すすめながらも、自分はビールの缶を開いて、俊一が麦茶をグラスにそそぐのを待ってくれている仕草に、男として負けているかもしれないと感じる。俊一には麦茶を選ぶのを任せ、グラスにそそぐのもやらさせてしまうという展開は、強制されたわけではないのだが、こちらの主体性を大事にしてくれているなら、そうなるという奴やつで、位負けしたと感じる。女の買い物につきあった直後だからかもしれないとも思う。

「乾かん杯ぱいしますか？　こちらが麦茶で、すみませんけど……」

　負け惜おしみである。

「ありがとう。地上世界に帰き還かんできたことは、乾杯ものです」

　缶かんを上げたジョクは、明らかに気持ちは闊かつ達たつで、俊一は麦茶のグラスを口にしながら、ジョクの飲みっぷりを窺うかがう。が、ジョクは、一口ふくんだだけで缶から口をはなした。

「まったく、なんて清せい涼りようにうまいんだろう。こんなビールは、むこうの世界にはないんですよ」

「清涼ですか……」

「清潔というほうがいいかな……いっしょにいてくれてありがとうございます。漠ばく然ぜんとひとりでいるよりは、不安を感じないですむのは、ありがたいものです」

　台所の音を出していない赤いテレビの画面を見ることも忘れずに、そんな言こと葉ば遣づかいをするジョクに、俊一は明らかに知らないタイプの男の匂においをかいでいた。態度に気骨があるのだ。大学の体育会系の連中がもっている礼れい儀ぎ正しさというものでもなく、自然体でありながら、戦争体験が本物だろうと感じさせる怖こわさがあった。パソコンのメンテナンス会社には、絶対にいないタイプだ。

「パイロットっていうのは、みんなジョク……あなたのような人なんですか？」

「え……？」

　まだジョクにたいして嫉そねみがあったものの、俊一は感じたことを率そつ直ちよくに口にした。男のありようとして違ちがいがどこからくるものなのかを、考えてみたかったのだ。

　昔、戦争があった時代には、男たちはこんな匂いがしていたのではないかと想像ができたので、自分が軟なん弱じやくといわれるのなら、少しは補完したいと思う。当然、杏耶子との関係がギクシャクしだしたことを意識してのことだ。

「ぼくは、フライト・マニアみたいなところはあったけれど、それも努力してやったことじゃない……こうやって、東京の近くに農地をもっていた親父おやじのおかげで、お金の心配はしないでやったことですからね」

　ジョクはそう言ってから、二口目の缶ビールを口にして、それを口のなかで転がすようにした。

「いや……深刻な質問じゃないんだ。バイストン・ウェルかい？　そのことを聞きたいけれど疲つかれているようだし、中臣さんがいるときでないと、話すのが二度手間になると思って遠えん慮りよしてね、男の違いを教えてもらおうかと思ってさ……」

「気をつかわせて、すみません。無理につなぎの話をする必要はないですよ。ぼくはリラックスしているし、常田さんもそうしてくれていると嬉うれしいんだが……」

　ジョクは、冷れい淡たんでなくそう言うと、音声を出していない深夜のトーク番組の小さな画面を見つめて、「……少しも変わっていないんだな……」と、つぶやいた。

　その声に、俊一は、ジョクが出国してからこっち、国内の事情をなにも知ることがなかったのは本当のことだった、と思う。が、それはアメリカに行っているだけでもそう感じることではあるのだが、とテレビ画面を見つめて考えていく。

「去年の夏ですか？　ロスで次元スリップしたの？」

「あ？　そのはずです。でも、むこうでは三年半は経たっているから、浦うら島しま太た郎ろうですよ。時間の感覚がズレている……なんでかな？　プラスとマイナス宇宙論とかインフレーション宇宙論でもそういうことはないんでしょ？」

「そういうのは知らないけど、時間そのものが歪ひずんでいるというのは、アインシュタインでも言っているんじゃないの」

「……時間の歪みは想像つくけど、かなり顕けん著ちよに時間が違ちがうんですよ？　生体時計だって、地球の自転とか季節によって変化するんであって、それがバイオリズムを形成しているにしても、これほど体感が違うものなんだろうか？」

「さあ……そういう理り屈くつって知らないし、君の体感は想像できないからな。君の体験というのは、現在の学問レベルでは、真実を解明できるとは思えないんだろう？」

「でしょうねぇ……」

　ジョクが缶かんビールにまた口をつけた。頰ほおが赤くなっていた。風ふ呂ろ場ばでは、脱だつ衣い所にあがる杏耶子の気配がした。

「……ニュース速報、入りませんね……」

「ああ、入らないね……」

　ふたりの青年は、シャワーをつかって上がったであろう杏耶子を意識しながら、言葉だけを投げあう。お笑い芸人の派手な身み振ぶりの画面だけが見物なのだが、そんなことで深夜の時間をふさがなければならない青年がいるとすれば、ジョクはどう感じるようになったのか、俊一は聞きたくなった。

「むこうの世界には、娯ご楽らくってなにがあるの？」

「なにもありませんよ。それでつまらないってことはないけど……忙いそがしいんですよ。心配事はいっぱいあるから、気がついたら翌日になっている……」

「芝しば居いや踊おどりはあるんでしょ？」

「そりゃね。みんな良く飲むし……セックスも好きですよ」

　酔よったらしいジョクのその言葉をきっかけにしたように、杏耶子がはいってきた。

「ありがとうございます。これで、風か邪ぜひかなくてすんだわ」

　浴衣ゆかたに着き替がえた杏耶子は、化け粧しようまでさっぱりと落としていたので、明日はどうするのだろうと俊一は思う。そういうところには、理系の癖くせに気がまわるのだ。

「それは良かった……ぼくは、休ませてもらいます」

　たっぷり残っているはずのビールの缶をテーブルにおくと、ジョクはくつろいだ顔をみせて二階にあがっていった。残ったふたりに気を遣つかわせないという配はい慮りよもうかがえる。

　杏耶子は、ボトルの麦茶で一息ついてから、

「シャワーを浴びながら考えていたんだけど、ジョクさんと一いつ緒しよに来たかもしれないバイストン・ウェルの人……どうすると思う？」

「なんか騒そう動どうが起ってくれれば、ちょっとした有名人になれるぜ。おれら……」

　その俊一の嫌いや味みに、杏耶子はムッとする。

「冗じよう談だん言わないで。バイストン・ウェルという世界がなんで存在しているのか……ジョクさんはそれを考えているわ。そういう問題を考えずに、ただの怪かい奇き現象の紹しよう介かいみたいに、朝のトーク番組やら昼の奥おく様さま番組で騒さわがれて、タレントの自殺や離り婚こんとおなじレベルで報道されたりしたら、現象の本質を考える世論がおこると思う？　そういうことはまったくなくなっちゃうのが、テレビの世界じゃない」

「そりゃテレビだけじゃない。今の日本のマスコミのレベルなんて、みんながそうなんだろう？　大手の新聞なんかは、ひょっとしたら黙もく殺さつするかもしれないぜ」

「どうして……？」

「不確定的な要素が大きすぎるからね……おれだって、あのオーラバトラーの構造や推進システムには興味があるけど、分解して調べさせてもらえるか？　できそうもないよな。今盗ぬすむなら、話は別だけど……」

「そんなこと、あたしがさせないわよ」

「わかってるよ……けど、そういう動きがあってさ、技術や世界との関連性が確定できそうになれば、報道するだろうけど……その前に騒動が起こっちまうなぁ。ここの庭、それほど大きなものじゃなかったし、見つかるのは時間の問題だろう。その前に、ジョクって奴やつが逃にげ出すか、騒動を起こしてしまうよ……なんで、あいつは、田無なんてところに現れたんだろう？」

「ここ、ジョクさんの生まれたところよ？　だからここに戻もどってきたんでしょ」

「そういう理り屈くつかい？」

「だから、生体力なんでしょう」

「了りよう解かい、よくできた話だよ」

「ジョクさんはね、そういうあなたみたいな日本人の反応を一番心配しているのよ」

「まったく買いかぶりだよ。あいつは、この世界に戻ってきたばかりで、そこまで考えるよゆうはないよ。今は、自分の秘密を守るのに精せい一いつ杯ぱいなんだ。うまくやれば、金かね儲もうけになるしな」

「最悪……！　あなた帰ったら？」

　返事もせずに杏耶子は台所のクーラーをきると、廊ろう下かのほうに身体からだを流すようにした。

「あいつに気があっても、あいつの頭は、まったくここにないぜ？」

「あの人に興味を持たないほうが、おかしいんじゃない？　俊一クンだって、少しは大人おとなとしてあの人を助けてあげたら？　絶対になにか成果はあるわ」

「……成果？……そんなものがあるのかい？」

「面めん倒どうが起こったら、カットグラはね、本当に仁に王おう様になって暴れ出すのよ」

「君の直感、って奴か？」

「そう。外れたことあって？」

「いや……確かに君の勘かんはいい……」

　テーブルからもったりと立ち上がった俊一は、先に上がっていいよ、と脱だつ衣い所に入ってしまった。




『妬やいているんだ……』

　杏耶子は、全身の疲つかれを押おし分けるように二階に上がり、十畳じようと八畳のあいだの襖ふすまを閉じて、布ふ団とんの上にペタンとすわりこんだ。

　こちらの座ざ敷しきが上座になるのだから、俊一に譲ゆずるべきだとも考えたが、そこまでする関係でもないという意識が働いて、そのまま動かなかった。エアコンがちょっとうるさかったが、適当に湿しつ気けを吸い取ってくれているようで快かった。黴かび臭くささがよどんでいるのは、この座敷も最近使われることがなかったからだろう。

『ジョクさんの部へ屋やは、階段のむこうかな……？』

　常夜灯の光のなかに、ボンヤリと浮うき出ている一間幅はばの床とこの間まには、いくつか桐きりの箱が積み重ねられ、花か瓶びんらしいものがふたつ。十年以上かけっぱなしに見える朱しゆ竹ちく画の掛かけ軸じくは、薄うすい光のなかでは京壁かべに貼はりついているように見えた。

「…………」

　ジョクの家族の状態が、杏耶子には想像できない。

　浴衣ゆかたが身体からだになじんで心地良くなってきたので、横になった。シーツも布団も湿気が感じられたが、気になるというほどのことではない。杏耶子は、こういうことに神経質にならない自分の性格を得だと思う。

『あれが、バイストン・ウェルという世界の生き物か……』

　よくしゃべったという印象が残っていたが、あの羽根つきの少女の言葉は、声は耳に聞えても、意味は直接頭にひびいた感じを思い出して、あれがテレパシーで、あんな小さな生物にもできるなら、それほど特別な能力ではないのかもしれないと思う。

『ガッカリさせるなぁ……』

　自分はなにか特別な能力を手にいれたかもしれないと、かすかに思っていた自負心が、ひょいっと、この薄うす暗ぐらい部屋の空気に吸い取られてしまったような失望感があった。

「損したな……」

　わけもないそんな言葉を吐はいてみたが、そのときは眠ねむりに落ちていた。俊一が襖を開いてようすを窺うかがったのも感じてはいたのだが、それっきりだった。







　７　アリス・ランド







　ガラリア・ニャムヒーのカットグラは、東京湾わんの海水面を噴ふき上げるようにして、その機体を地上世界に現したのだが、だからといって、その機体が海中から出たというのではない。

　よく観察している者がいれば、ガラリアのカットグラは、海面から出てきたとも空中に突とつ然ぜん出現したとも断定できなかったはずで、海中と海面の境目に、急激な空気の膨ぼう脹ちようが起こって白い飛沫しぶきの塊かたまりができると、そのなかから現れたとしか見えなかったはずなのだ。

　いったん、空中に跳はねたガラリアの機体は、数十メートル舞まい上がってから海面に落下し、バウンドした。意識のなかったガラリアの身体からだは力が抜ぬけていて、革かわ鎧よろいにガードされシートに固定もされていたので、その衝しよう撃げきによる鞭むち打うち症しようにならずにすんだ。

　カットグラは、何度かバウンドして海面に落ちついた。

　豪ごう雨うは、すこしばかり弱くなっていたものの、近くに停てい泊はくしている数隻せきの船の舷げん灯とうをかすませていたので、カットグラの出現で噴き上がった飛沫を見とめた者もいなかった。

　死んだようなカットグラの機体は、かすかに沖おきのほうに流れるように見えたが、半身を海面上に浮うかせて、その胸と腹を雨が叩たたき、波が洗った。こんな天候でなければ、航行する船に乗り上げられるかして、カットグラは沈しずんでいたことだろう。

　東京湾のウォーターフロントにちかい海面は、船の溜たまり場であって、海とは言いがたいところである。カットグラのコックピットが内側から用心深く開かれたのは、雨足がかなり弱くなってからだった。

「……ハッ！」

　ガラリアは、海面の周囲に見える電光を輝かがやかせている光景に息を吞のんだものの、それでも、革かわ兜かぶとを脱ぬぐ気になったのは、潮しお気つけをふくんだ空気が快こころよかったからだ。雨も気持ちをさっぱりさせてくれ、コックピットの空気が汚よごれているとも感じられた。

　そんな感覚を思い出せれば、目の前に展開している光景を理解するのにも役立つ。

『……地上世界だ！』

　そう理解して、見えている光景を吞みこもうとした。ガラリアの頭には、バイストン・ウェルのなかの違ちがう〝界〟かもしれないという考えも浮うかんだのだが、視界の横にならぶ膨ぼう大だいな光の量が空を明るくはしていなかったので、光のあふれる〝界〟であるというインテランではないと考えたのだ。インテランなら、夜の闇やみが天をおおうことはないと伝えられているからだ。

　左の空港の光が水平に広がっており、林立するジャンボ・ジェット機の垂直尾び翼よくの列がつくる幾き何か学がく的な造形は、インテランであるより、ジョクやショットが常々語っていた地上世界と符ふ合ごうする。

「ジョクとの戦いのなかで、オーラ・パワーが上がるのを感じていた。そのときは、なにもわからなかったが……宇宙を見たような気もしたな……あれがオーラ・ロードを飛んだときだとすると、ここは地上世界のはずだ……」

　ガラリアがブツブツと独りごちるのは、自分の五体の感覚を確認し、言葉が耳にはいるのなら、なにをしゃべっているのか自覚したかったからだ。カットグラの胸の装そう甲こうの上に立ってみて、おだやかな波なので、当分機体は沈しずみそうもないとわかった。

　やや遠くに見える四角な光の塊かたまりは、巨きよ大だいな石の建物だろうと見当をつけたものの、右手ちかくにいくつもの尖せん塔とうをもったお城のシルエットを見つけたときに、ガラリアはまた混乱した。

『ジョクがウソを言ったのか？』

　その城は、アの国の南の国々にあるものとおなじ様式に見えた。ライトアップされたそれは、雨の幕のむこうにどっしりと輝かがやいていた。

　この世界にトリップをするきっかけになった戦せん闘とうにはいる前までは、ジョクはガラリア・ニャムヒーの戦友であり、ひそかに思いを寄せていた男性だったのだが、ジョクが王の娘むすめをハンダノの城に容いれたために、彼女の思いはかなえられなかったのだ。

　ガラリアは、ジョクがアの国を離り反はんするまでに、彼やおなじ地上人のショット・ウェポンやトレン・アスベアから、地上世界のことはかなり教えてもらっていたのだが、コモン界にあるような城があったという話は聞いてはいない。このとき、ガラリアがタイムスリップの可能性を思いつかなかったのは、そのような現代人の通つう俗ぞく的な物語は認識外だったからにすぎない。

　ジョクが地上世界とバイストン・ウェルのコモン界との違ちがいを説明するためには、概がい論ろんに終始せざるをえなかったのだから、東京のテーマパークに中世ヨーロッパの城じよう郭かくをモデルにした建物があるなどという話はしていない。

　ガラリアが目にしたものは、アリス・ランドのシンボルになっているアリス・キャッスルである。

　東京ディズニーランドの成功に、二匹ひき目のドジョウを狙ねらった新興のテーマパークがアリス・ランドで、これも結構成功しているのだが、そんなことはガラリア・ニャムヒーには関係がない。

「……地上世界だよな？」

　ガラリアは、アリス・キャッスルの強力な電気の照明と、空が煙けむったような夜の色でありながらも、眼前にひろがる光の枡ます目めの量からもそう断定するしかなかった。インテランは、もっと清せい浄じようなはずなのだから……。

「この都市の王が住んでいるのか？」

　アリス・キャッスルのことをそう考えてみたものの、ライトアップされていても人の気配は感じられず、ひどく無防備に見えるのが納なつ得とくがいかない。

「芝しば居いの背景につかわれている張りぼてのようだ」

　城の規模としては大きいのだが、城の裾すそに見える外がい壁へきは土ど塁るいとしても貧弱だったし、手前の海に接する部分に浮うかぶ鋼鉄製か、ツルツルの不思議な材質でできた数隻せきの船との距きよ離りを考えると、城じよう壁へきの体ていを成しているとは見えない。

「この海は、潮しお気つけが薄うすいな……」

　ガラリアは、ようやく足下の海水が気になり、潮の香かおりにまざった妙みような臭においもかぎ分けていた。

『ジョクは、地上世界は、いろいろな化学物質で汚お染せんされているといっていたが、このことか？　あちらこちらで錬れん金きん術じゆつをやっているからといっていたな』

　ガラリアは、コックピットのズブ濡ぬれになったシートにすわると、やはり生理的に納なつ得とくできない自分にとまどい、考えこんでしまった。

「……どうも事情がよくわからん」

　バーン・バニングスはどうなったのか？　それも気になったが、コンソール・パネルのオーラ・バッテリーが満まん杯ぱいになっているサインを確認すると、ガラリアは半ば信じられないまま、エンジンの始動を試みた。

「動くぞ!?」

　エンジンは素す直なおに熱を上げてくれ、カットグラの下部から飛沫しぶきがあがり、機体が押おしあげられるように揺ゆれた。

「エンジンは壊こわれていない！　なんて可か愛わいいマシーンだ！　地上世界では、オーラマシーンは動かないかもしれないといっていたが、ウソじゃないか!!」

　なんとなく行く末が見えなかった不安に襲おそわれていたときである。決定的に強い味方がそばにいるとわかれば、勇気をもらえる。カットグラの姿勢をゆっくりと縦にしながら、水面には腰こしから上を立てるようにして、背中のエンジン・ポットを上げた。白い飛沫が大きく四方にひろがったが、ガラリアは気にしなかった。

　ガラリアが、周囲に敵はいるわけがないと思いこんだのは、嬉うれしさもあったが、あまりにも信じられない景色を見たせいで、警けい戒かいすることを忘れてしまったからなのだが、バーンの名前を思い出せ、ジョクのことも思わないでもなかったので、警戒する努力はしたつもりではいた。

　が、そうではない側面が、ガラリアを支配していたのかもしれない。

　彼女がいるのは東京に接する海面である。つまり、人の厚いオーラの波は及きゆうするエリアにいるのだから、その場所の意味するところは、地上世界でも特異なほど安全で、抗こう争そう事件がほとんどない都市だということだ。人種が単一だからではなく、周囲を海に囲まれた列島の首都は、地政学的に特異な位置にあるために、他国からの侵しん略りやくをこの半世紀以上うけていない土地なのである。そのためであろう。人心の在り方も、人の意識も穏おだやかなのである。もちろん、例外的に過激な側面がないではないのだが、総体としては、東京の人の意識は平和のなせる業わざで、怠たい惰だにちかい。

　その〝気〟にガラリアも感化されたのだろう。

　ガラリアは、戦せん闘とう中にもたなければならない配はい慮りよを忘れて、カットグラを浮ふ上じようさせ、その爪つま先さきが水面に白い尾おをひかせ、アリス・ランドのキャッスルにむかった。

　ドドウッ……！

　またも、雷らい鳴めいとともに思い出したように、滝たきのような豪ごう雨うが落ちてきて、そのなかを、アリス・キャッスルの手前のボートをガラリア機は飛びこえて、ガラリアは、前方に人の気配がないのを確認していた。

　さらにむこうに拡ひろがっている都市の明りに惹ひかれるのだが、さすがに、そこに行くような軽けい率そつなことはしない。桟さん橋ばしから、手前の土ど塁るいを飛びこえると、アリス・キャッスルの前に黒い広場を認めたのだが、ガラリアは着陸を躊ちゆう躇ちよした。

　その広場自体が、魔ま法ほうでもかけたようにあまりにも黒く平らすぎる広場だったからだ。

　一いつ瞬しゆん、カットグラをホバリングさせて、ハッチをひらき、そのイベント広場のぬめっとした肌はだ触ざわりを確認しようとした。柔やわらかくはなさそうなのだが、雨に濡ぬれて黒く光っている広場は、鳥とり黐もちをひろげているように見えないでもなかった。

「…………!?」

　一瞬の滞たい空くうのあいだに、左右にある建物の様式がメチャメチャなのと、その背後に光を発する四角い建物やら、長い光の列が移動するものを見て、ガラリアは、ますます混乱しそうになった。移動する光の列が電車であるなど、思いつきようがない。

　で、ガラリアは、右手に仰あおぎ見えるアリス・キャッスルのほうに、カットグラをすべらせる。

「…………！」

　ガラリアは、アリス・キャッスルに陽動をかけたつもりだったのだが、アの国以上にオーラバトラーを擁ようする国などなくても、通常なら兵の反応ぐらいはあるはずなのだが、それもないのだ。ただ下方からの強力な照明のなかでそそり立っているのである。

　カットグラを土塁の斜しや面めんちかくに接地させてみたのは、得体の知れない広場よりは安心できそうだと感じたからなのだが、ズグッ！　とカットグラの爪つめが土塁に食いこんで、その斜面がザクザクと切れていった。それを直接見たわけではないのだが、足に伝わる感かん触しよくが妙みように軽いと感じた。機体が倒たおれるのではないかと思いながらも、キャッスルのほうに注意を集中していったが、城じよう壁へき上に人の動きはまったくない。機体を静止させ、カットグラの上体を前まえ屈かがみにしてから、ハッチを開いた。

「…………？」

　小しよう銃じゆうを抱だいてカットグラの足元を見下ろしてみて、土塁が縦に裂さけているようなので、ますます事態がわからなくなった。カットグラの左脚は、得体のしれない黒い広場の上にガッチリと立っていて、多少盛り上がっているようには見えた。

　ハッチ越ごしにアリス・キャッスルの反対を見ると、様式はちがっていても、いくつか見知ったような建物もあった。石造りの二、三階建ての建物もあり、その建物の反対側には、わけのわからない機械がある。

　遊園地においてある道具に似ているのは、それらの機械に色とりどりの椅い子すがあったり、動物らしいものが描えがいてあったからなのだが、それにしては、ガラリアのコモン界のレベルでは信じられない規模の巨きよ大だいな機械である。移動遊園地の回転木馬などは、牛か馬で動くもので、なかには蒸気機関で動かすものもあったが、そんなものは、アの国でさえ一台しかないはずなのだ。その数倍の規模であれば、遊園地とは思えない。

「…………？」

　地上に降り立って、土ど塁るいに見えたものが自分の知らない材質であるのを知って、ガラリアは愕がく然ぜんとした。見かけは土なのだが、手で触ふれてみるとそれは柔やわらかく軽いもので、紙と思えないのは、雨に濡ぬれているのに皺しわも寄らず、溶とけるようすもないからだ。しかも、叩たたける硬かたさはあるのだが、その音は空くう洞どうのあるひびきがした。プラスチックなどを想像できるガラリアではない。広場のアスファルトにも触れてみて、積み石の接着に使ったりするものが乾かわいたものではないか、と想像した。

「……漆しつ喰くいか……？」

　ガラリアは、小しよう銃じゆうを脇わきに抱かかえるとアスファルトの広場にすすんだ。キャッスルの周囲の印象は、遊園地そのものに見えると思えるのだが、それでも、いくつかの巨きよ大だいな機械が、ガラリアのその思いつきを否定しているように見えた。

　アリス・キャッスルの前には柵さくがあり、光の殿でん堂どうの空くう疎そな印象は拭ぬぐいがたく、偽にせ物ものに見える。その感覚が、ガラリアをはじめて緊きん張ちようさせた。

　現実に突つき放はなされたような感覚に襲おそわれたからだ。

『これはまやかしだぞ!?　それも、世界規模のまやかしだ……！』

　緊張がガラリアを戦士に戻もどし、人の気配を感じさせる。

　広場の反対側の建物のあいだに、人のもつ光が動いたように見えたので、キャッスルの入口の柵をのりこえて、正門のわきにある窪くぼみに身を伏ふせた。

　案の定、透とう明めいに見える輝かがやくようなコートを頭からかぶったふたりの男が、懐かい中ちゆう電灯を手にして、石造りに見える建物のかげから接近してきた。そのレインコートの輝きも、ガラリアには不思議なものに見え、つぎに、キンと頭にひびくような刺し激げきがあった。

「…………!?」

　ジョクと会話するときに感じるものとおなじで、ふたりの人のとぎれとぎれの意志が、頭に飛びこんできて、次第にその意味が輪りん郭かくをとってくる。

　ガラリアは、小銃の安全弁を外して、前にささえた。

　彼らの腰こしはなにか武器らしいものが下げられているように見えたが、四角く見えるものの見当はつかない。

「……なんだよ？　これ？」

「ああ？　いつから置いてあるんだ？　こんなの申し送りになかったぞ」

　ふたりの男の声が聞えたような気がした。

「……ロボット・ショーの話だって、なぁ、聞いてないよな？」

　ふたりは、ガラリアのカットグラに懐中電灯の光をむけながら、近づいてくるようだったが、不思議なことに、彼らには警けい戒かい心が微み塵じんもない。そんな感かん触しよくにも、ガラリアは奇き妙みような違い和わ感を感じる。

「…………？」

　ガラリアは、身を隠かくしていた陰かげから身体からだをまわすようにして、カットグラの足元に立ち止まったふたりの背中をのぞく。

「よくできているじゃないか？　凄すごいなぁ。これが動いたらさ」

「本物って、こういう感じかな。凄みがあるものな」

「ああ……羽根があるってのが変だけどな」

　やはり、ふたりの背中からはなんの警けい戒かい心も感じられず、まるで子供だという印象に、ガラリアは事態をどのように考えたらいいのか迷ってしまう。ガラリアは、頭にひびくふたりの男の言葉の意味がちがうのではないかと疑う。

「おい、コックピットが開いているぜ？」

「放っておけよ。倒たおれでもしたら、こっちの責任になるぜ。触さわらないほうがいいよ」

「ああ……！　こんなところ壊こわしている!?」

　ひとりの男の懐かい中ちゆう電灯が、カットグラの爪つめがえぐったプラスチック製の土ど塁るいを照らし出したが、それもそのままにして、ふたりはガラリアのほうをむいた。ガラリアは身をひいて、もう一度、物もの陰かげに隠かくれた。







　８　バーンの場合







　もうひとり地上世界に現れたバイストン・ウェルのコモン人、アの国の騎き士しバーン・バニングスは、ガラリアほどに混乱しないですんだのは、彼のオーラバトラーは、山林のなかに鎮ちん座ざしていたからだ。

　コックピットで気がついたバーンは、まず、アの国のどこにでもあるような景け色しきを目にして落ちつくことができたのだが、植生のちがいは、一目で見み抜ぬいていた。

「きれいすぎるな……人の手がくわえられている林だ……」

　かなりの傾けい斜しや地ちに、アの国の最新最強のガベットゲンガーが、数本の木々に背をもたれかかるようにして静止していた。

　バーンが気づいて、自分が着陸しているところが、地上世界だと判定できるまでには、多少時間はかかった。しかし、山林の雰ふん囲い気きと夜らしいのに真っ暗でない空、なによりも、空気感と大地から立ち上がる〝気〟が違ちがうということが、ここは地上世界だと思わせたのだ。

　平へい穏おんがあった、といってもいい。

　次元を飛ぶということがどういうことかは知らなかったが、カットグラ二機と激げき剣けんをかわした瞬しゆん間かんの波動の印象とか、その後の記き憶おく喪そう失しつのあいだに、なにか走るものを見たという記憶。

　エ・フェラリオたちの流りゆう麗れいで巨きよ大だい、エロチックな肢し体たいが濡ぬれているのを見たのは、夢とは思えなかった。ジャコバ・アオンなるフェラリオの長おさか、そうではなく、ワーラー・カーレンかインテランにまたがる女性の司祭の説教も聞いたような気がする。それだけでなく、光の界オージの星々の流星群を見たようにも覚えていた。それらの記き憶おくは、夢でみたものとは明らかにちがう記憶として、バーンに残っているのだ。

　とすれば、ショットたちが語っていた、次元をリープするかスリップしたと考えるのが妥だ当とうなのである。そして、ちかくの山林の植生のちがいがわかれば、その感かん触しよくはますます濃のう厚こうになった。

　ハッチから身を乗り出したバーンは、林のなかが真暗でないのを奇き妙みようだと感じた。コモン界の夜の森は、魔ま物ものの存在を感じさせる真の闇やみがあるものだ。そんな森に慣れている目から見れば、東京にちかい山林などは明るいものだ。

　梢こずえ越ごしに見える空は曇くもっていたが、林のようすは、今しがたまで激しい雨が降っていたらしいとわかる。雫しずくが枯かれ葉はにおちる優しい音があちこちでして、傾けい斜しやを流れる水音もいく筋もしていた。

　バーンは、周囲を警けい戒かいしながら、懐かい中ちゆう電灯をつけてみた。

　ガベットゲンガーの足元の木の葉は、きれいになくなっていた。上空から空気が激しく打ったのだろうと想像して、バーンは、コックピットから地面に飛び降りる。地面の感触は、どこでもおなじだと実感した。

「……本当に地上世界か？　南の地方の林も、こうだったと思うが……」

　バーンは、夜目がきく明るさに、懐中電灯を消して腰こしのベルトにはさむと、コックピットから垂らした小しよう銃じゆうを手にして、斜しや面めんを下っていったが、たいして降りないうちに、耳みみ馴なれない走る物音に身を低くした。足元を閃せん光こうが移動するのが見えたのだ。

「なんだ……？」

　林の木々のむこう、数十メートルという距きよ離りを移動している光は強力なもので、ひとつからふたつになって見えた。ふつうのワンボックス・カーなのだが、バーンには四角いが得体の知れない生き物に感じられたのは、オーラバトラーというものを扱あつかってきたからだろう。

　が、そのバーンである。四角いものがかなり急なカーブを曲がって、足下の道路を走り抜ぬけて行くのを見て乗り物と承知した。

「……自動車である！」

　ショットやジョクの話で知っていたものを目もく撃げきできたのでバーンは感動した。思わず車を追うように斜面をすべってしまい、その勢いで道路に飛び出していた。そのワンボックス・カーの赤と黄色のテールランプは、次のカーブを曲がりながら消えた。

「なんと無愛想な乗り物だ……」

　バーンは、箱型の車体がひどくなめらかで、鮮あざやかな色で塗ぬられているのを見み逃のがしていないのだが、それにしても、動くものが四角というのがわからない。趣しゆ味みに合わないというレベルではなく、信じられなかった。ジョクも教えてくれた地上世界の科学技術と日常のなかに浸しん透とうしている文明の機器について思い出していた。

「…………？」

　バーンもまたガラリアとおなじように道路を舗ほ装そうしてあるアスファルトに触ふれてみて、それがアスファルトだと理解した。アスファルトは地上世界でも古代ローマ時代から石材の接着などには使われていたもので、コモン界でも使われているのだが、ガラリアが知らないだけなのだ。が、アの国では、地面いっぱいアスファルトを敷しくことはなかったから、ガラリアが無知とはいえない。

「まちがいないな。ここは、地上世界だ」

　バーンは、道路の前後を観察して、山林しか見えないと思えた場所に、表面がなめらかに見える道路がめぐらされて、その下方に人家があった。林越ごしにもかなり明るい光だと思えると、バーンは、あらためて自分の革かわ鎧よろいの姿をどうしたものか、迷った。ジョクが、アの国に現れたときに、地上世界の衣い裳しようを見ていたので、あのようなものでないと怪あやしまれるだろうと思いついたのだ。

「……偵てい察さつの必要もある」

　バーンは、周辺に不ふ穏おんな動きがないか確かめて、もう一度山林の斜しや面めんを這はい上がりながらも、下からはガベットゲンガーの姿が見通すことができないと確認すると、傾けい斜しや地ちの最高部にまで這い上がってみて、そのむこうにも山林がつづいているのを確かめていった。

　が、同時に、妙みような光景にも気づく。

　左手の、山がなだれ落ちている方向の空が明るいのだ。雲に下から光があたっていて、天てん井じようになっているように見えたのだ。たとえれば、山火事で雲が照らし出されているような見え方なのだが、光は赤くはなかった。

「街の光が強くてあのように光るのか？　妖よう怪かい変へん化げの現れる前兆ではあるまいが……」

　地上世界の都市のことを聞いていても、そんな光景ができるとは思いつきようがないのだが、とりあえずは、平へい穏おんに感じられる山の空気に、バーンはちかくに危険はないと判断した。

　そこからはガベットゲンガーの機体を見通すことができないのを確認すると、斜面を滑すべり降りて、革かわ兜かぶとと革鎧をコックピットにしまいこみ、物もの容いれにあるベストを引きずり出した。

「オーラ・バッテリーの充じゆう圧あつも順調のようだ」

　そのことをジョクやガラリアのように不思議には感じないのは、それが地上でも作動するだろうとショット・ウェポンやトレン・アスベアから聞いていたからである。ふたりはオーラバトラーを開発し、生産を指揮している技術者である。

　小しよう銃じゆうを肩かたにしたのは、車を威おどし取ることも考えたからなのだが、事情がわからないあいだは、大きく動くことはできないと自制しながら道路に降りて、もう一度自分の姿を眺ながめてみた。

　革鎧の下に着込んでいたシャツに、刺し繡しゆうが胸に縫ぬいこんであるのはバーンの好みである。

　パンツは細身で下した穿ばきに見えないではないのだが、パイロット・シューズである半はん長ちよう靴かを履はいているので、みすぼらしくは見えないつもりだ。それに、やや丈たけの長い麻あさで織ったベストを羽織っている。

　庶しよ民みん的すぎた中ちゆう途と半はん端ぱな恰かつ好こうなのだが、戦場の延長線であるので我が慢まんはできた。それにジョクの話からすると、地上世界の人々の衣い裳しようは、アの国の騎き士しのものにくらべるときわめてシンプルであるという。それを考こう慮りよすれば、これでいいだろうと自分にいいきかせられた。

「…………」

　また上ってくる車の音に、バーンは木の陰かげに身をよせてその車をやりすごすつもりになったが、車のヘッドライトの光が強力に感じられるとまだ身がすくんだ。今度はふつうの乗用車で、バーンの目には前の車よりは精せい悍かんなものに見えた。

「凄すごいものだが、あんなものに庶民が日常で乗っているというのが、なんとも納なつ得とくいかん」

　バーンは、木の陰から這はい出るようにして、車がきた方向に歩いてみたが、空腹感はあっても疲つかれは感じなかった。

　急なカーブをふたつまがる間に、カーブに設置されているガードレールの造りにも感心した。車がぶつかった跡あとなどがあるものの、バーンの目には、道路のわきに設置しておくにはもったいないようなきれいな造りにうつる。

「これが地上世界の文物か……」

　そういう感かん慨がいを抱いだいて、バーンは、地上世界の技術力が想像していた以上であるのに打ちのめされそうになる。

「…………」

　道路の下に人家があった。

　当然、彼の目には奇き妙みような様式に見えるのだが、バーンは、もう奇妙という言葉で印象をひっくくるのはやめることにした。こういうものだ、と納得することにしたのだ。そうしなければ疲れるからだ。

　ペラッペラの屋根と、定規でひいたような四角な窓の枠わくは光り、光のこぼれているそこは驚おどろくほど明るい。電気と想像がつくその光は、白っぽく非人間的な印象だったが、見慣れれば豪ごう華かなものだと思えないでもない。煙えん突とつがなく、建物のどこからも煙けむりがないのは、夜が遅おそいからだろうと考える。

　そう思った瞬しゆん間かんに、バーンは、ジョクが、地上世界では薪まきや炭を使うようなことはなくなっている、と言っていたことを思い出した。

「……しかし……地上世界には百をこえる異なった国があるとも言っていた。ということは、ここはどこなのだ？」

　口のなかで呟つぶやいてみたが、バーンはその考えをすぐに打ち消す。

「オーラ・ロードに乗ったのなら、ジョクとともにおなじような場所に出るはずだ。ショット様もそうだったし、ジョクたちや、トレンにマーベルたちも、みんなアの国のラース・ワウだった。ということは、アの国には、地上人を呼ぶ力があったということだ。その逆だとすれば、ここはジョクの国だ。彼の生まれ故郷だ……ジョクが戻もどれる地上世界、戻るいわれのある場所はそこしかない……ジョクがバイストン・ウェルに飛びこんだときにいた地上世界は、ショット様の国、アメリカだといっていたが、そっちに戻る可能性は低いはずだ……」

　どちらにしても、地上世界なら不案内なのはおなじなので、どこの国かということを考えるのはやめたのである。

「……この景け色しきはジョクが話していた彼の故郷の景色とはちがう……」

　再び歩き出したバーンは、今、見つめていた人家に行くつもりになっていた。

『フン……！　ジョクが敵に寝ね返がえっていなければ、協調してこの難局を脱だつ出しゆつするものを……』

　だが、バーンにとっては難局であっても、ジョクにとっては望むべきことなのかも知れないのが、現在ただいまの状じよう況きようなのである。

『とすれば奴やつはどうする？　このまま地上世界から動かんか？』

　その思いつきは、バーンの生理を刺し激げきした。ジョクはますますバーンから離はなれて、このまま永久に会えない存在になるのかもしれない、と思いつけたからだ。それはそれで良い、とはいい切れないものを、バーンは感じる。

「……ショット様がいっていた。オーラバトラーは、地上世界でもつかえる可能性があると……オーラバトラーは、地上世界にはない兵器である。つかえるなら、地上人はこのマシーンを欲しがる……それが真実なら、ジョクがこのマシーンを、地上人に売ることも考えられるわけだ」

　そうなったらどうするか？　バーンはその可能性を考えようとしたが、もっとほかにオーラバトラーの課題があることも承知していた。

「ここが地上世界なら、オーラバトラーに不足している電気関係の武装を整えることもできるはずだ。ことに、テレビと無線とレーダー。それに、コン……そうコンピュータ関係の資材を調達することも重要である」

　それは、バーンがショットから愚ぐ痴ちとして常々きかされていたことだったと反はん芻すうできたが、バーンの思考はそこでとぎれた。

　車のヘッドライトが、バーンを照射した。

　が、逃にげようがなかった。人家の見えるほうは崖がけになっていて、反対側は石いし垣がきだったためもあったのだが、光に捕とらえられてから逃げたのでは、かえって怪あやしまれると直感したので、動かなかった。

　肘ひじを上げて顔を隠かくしたものの、光はかまわず迫せまり、バーンは小しよう銃じゆうを構えようとしたが、次の予想外の事に、バーンはなんとか小銃を構えるのをこらえることができた。

　バーンの意識に、『フッン!?』と穏おだやかながら他者の疑ぎ問もん符ふの意識が飛びこんできたからだ。

『なんだぁ……!?』

　そういう意識がバーンの頭をつらぬき、その穏やかな反応に、バーンは銃を肩かたからすべり落とすことをやめられた。

「……外人さんかよ？」

　意味は理解できた。強力な光が、無ぶ遠えん慮りよにバーンのわきにとまり、

「道に迷っているのかね？」

　その声を背中でうけながらも、頭に飛びこんできた意識がバーンに理解を強制した。振ふり返ると、逆光のなかに男の顔がひどく近くにあったので、バーンは上体を反そらすようにする。

「どこから来たんだ？　こんなところじゃ猟りようはできねぇのに、どこから来たんだい？」

「……アの国……」

「アイルランドぉ？　そりゃ難なん儀ぎだろう。雨にあったのかい？」

「いいんだ。自分で行くから……」

　そういいながら、バーンは、道の下のほうを指さして笑ってみせた。うまく笑えなかったのは承知している。

「ああ、行く先はあるんかい？　ならいいんだな？」

「ああ……！」

　バーンは、大きく頷うなずいてみせ、こんどは、いい笑顔ができたと感じる。

「気をつけてな」

「ありがとうございます」

　バーンは、アの国の言葉でそういった。そして、意識を言葉通りになぞる努力をした。

「ああ、外人さんも！」

　バーンは、その男の朴ぼく訥とつな感じがわかり、

『衣い裳しようのことは、不思議がられなかった！』

　バーンはそれで安心し、自分が彼らにとって外人であるという概がい念ねんも了りよう解かいした。







　９　接待







　遭そう難なん者に必要なものが食料と情報であるのは、どのような立場であれおなじで、バーン・バニングスもそれを求めて人家にむかう。

　彼の感覚からすれば、夜中に動きまわる人間は怪あやしまれていいのだが、車から声をかけてくれた男は、なんの疑いもしなかった。ということは、電気が一いつ般ぱんに普ふ及きゆうすれば、人は夜でも動くようになるのだろうと推測した。ジョクからの話が、知識になっていた。

　左右に人家がならぶ道筋に出た。雨上がりの風がさわやかで、秋を感じさせる。

「…………」

　近くで人の意識がぼんやりと交差するのを感じることができたが、それは先程までのものとは違ちがって、なんとはなしに相そう互ごにからんでいる。意味が判然としない声こわ音ねも聞えて、それに混じって笑い声もわかる。

「…………？」

　頭にひびく意味が少ない人の声を漠ばく然ぜんと感じながら、バーンは人家が面した道路をすすんでみて、またも呆あきれていた。

　道路に面した戸が開けはなたれていて、奥おくの部へ屋やが見えているのだ。もちろん、道路に面した上がりがまちといった処ところには、鮮あざやかでツルツルしたブルーの簾すだれのようなものがかかり、その奥おくの部へ屋やなのだが、電気の光──それもひどく白い光──に満ちあふれてまる見えなのだ。

『街道筋に面している家が、これか……!?』

　この無防備なようすに、この山間部は盗ぬすつ人ともでないのであろうと見当をつける。が、アの国の街中の石造りの建物を見なれた目には、ひどく軽率な光景に見えた。そこに白いものが横たわり、奥の右のほうにある箱のなかでは、色とりどりのものが動いて、眼に刺し激げき的である。

「…………!?」

　白っぽいものは人の尻しりに見えた。その家に関心をもったものの、接せつ触しよくの仕方を思いつかなかったので、いったんその家の前を通りすぎながら、箱に見えたものが何であるかを考えてみて、テレビジョンでないかと思いつく。しかし、あまりに鮮せん明めいな色しき彩さいであったので、そうではあるまいとも思い直すのは、ガベットゲンガーに取りつけられているものが、あまりに不鮮明なものだからだ。

　やや行くと、またおなじように開け放した家があって、そこから、ドッと小さな人ひと影かげが飛び出して、「もう家になんか入れないからっ！」と、するどい女性の声が家から飛んで、飛び出した人影が「ワーッ！」と泣き出す。

　女の子のようだが、その泣き声は天を吞のみこむような激しさがあって、バーンなどに気づくことはない。その子の前で、道路に面した引き戸が閉じられて、道路にさしこんでいた光がなくなると、

「厭いやだ！　怖こわいよー！　入れて！　ご免めん、ご免なさいっ！」

　少女はワンワン泣きながら戸を叩たたきはじめて、その勢いに制止する気など起こらない。家族のことなど干かん渉しようする術すべもなく、バーンはやむなく道を戻もどる気になる。

　背後で、母親と女の子の意識がピリピリと交差するのが感じられたが、しょせん、親子の日常的な諍いさかいにすぎず、他人は苦笑するしかない。

『おなじではないか……』

　市し井せいの暮らし振ぶりを身近に知らないバーンでも、それはわかる。

　さきほどの開け放たれた家の前に立ちどまり、丁半どちらかと疑いながらも、自分が外国人だと認識されたことに賭かけて、声を発する。

「ご免！」

　その短い言葉が、この世界の人々にどうきこえるか？　白っぽいものを身につけた尻がゴロリとバーンのほうにむく。その動作も、外界に警けい戒かい心をもたない人間であるとわかる。

　男は、短い声を発してあわてて上体を起こすが、四よつん這ばいである。バーンは安心すると同時に、次のとっかかりを発見できず、黙だまって立ちつくした。大体、騎き士しであるバーンは日常のことなどは使用人に任せていたので、こういうことが端はなから不得手なのである。

「なんだ？　どこの人間だぁ……？」

　男は藁わらをあんだような床ゆかを這はいずるようにしてきて立ち上がり、道路に面した部屋の蛍けい光こう灯とうをつけた。その光の明るさにもバーンは感動の眼まな差ざしをむける間に、逆光になった男が、一方の紐ひもをひくようにして、ブルーの簾すだれをあげる。

「食べ物を分けてもらえないか？」

　明るさに目をほそくしたバーンは、なにか言わなければならないという強きよう迫はく観かん念ねんから、ゆっくりと言葉を吐はいてみた。

「駄だ目めだ。英語はわからねぇ」

　男は、ペラペラの半ズボンとも見えるものと、おなじような材質のゾロッとした上っぱりのようなものを着ていた。手を横に振ふりながら、男は、

「食い物といったかな？」

「ああ……」

「フン……。いい銃じゆうを持っているなぁ……」

　男はバーンの爪つま先さきから頭まで観察したのだろう、ひどく人なつっこい笑顔になり、上がりがまちにしゃがみこんで銃を指差したので、バーンは肩かたから銃をおろしながら、もう一度、

「食べ物を分けてもらえないか？」

「日本語、わからないのかい？」

　男が手をのばしたので、バーンは弾だん倉そうから弾丸をぬいて、銃をわたす。不用意であると意識したが、男の反応をさぐりたかったし、その男が小銃をふりまわしたとしても、体力で制圧する自信はあると見たのだ。

「ライフルかよ？」

　銃の重さを確かめてから、男はその感かん触しよくを調べるようにする。バーンには風ふう体ていのあがらない男にしか見えないのだが、その物もの腰ごしはそれなりの知識をもっている人物に思えた。アの国の規き範はんでは識別しがたい庶しよ民みんなのだが、猟りよう師しかもしれないという感触がないでもない。

「いい銃だが、変だねぇ。どこか造りが雑だ」

　男の言葉の意味が頭のなかにひびいて、バーンは、男の銃にたいする評価が厳しいのに驚おどろく。

「俺おれたちがつかっていた猟りよう銃じゆうだって、この銃身よりはいいものだぜ。焼きが甘あまいのかな……」

　男は、バーンの驚きを感知したのだろう。そう答えてくれた。

「そういうものか……。貴公の国の細工は、秀すぐれているのか？」

「そりゃあねぇ。今は、日本のものって、よほどのことがなけりゃ、外国には負けねぇもんな」

　バーンは成程と頷うなずきながら、頭のなかに具体的なロジックを組むように意識しながら、

「すまないが、食べ物を分けてもらえないかな？」

「ああ!?　食い物を捜さがしているんだったよな……お前さんがこんなものを持っているもんだから、すっかり忘れちまった」

　男は、奥おくの部へ屋やの光に呼びかけると、奥から不用意に出てきた浴衣ゆかた姿の中年の女は、あわてて奥にもどって、じゃれるような声をだした。

「お客さんなの？　いやだよー。ハハハ……どちらさんさ？」

「名前なんぞきいてねぇな……なんてんだ？」

「バーン・バニングスという。アイルランドの者だ」

「フーン、アイルランドの人がなんで……雨がひどかったんで道に迷ったんか……腹はらが減っているんだってよ」

「残り物しかないけど……なんでもいいんだね」

　女は、簡単に同意して、引っ込んでくれる。バーンは、男女の交感が感知できて安心する。

「車はどこに駐ちゆう車しやしてあるんだ？」

「……わからない」

　それから、バーンは多少事情を説明するはめになったのだが、ガベットゲンガーとかオーラ・ロードに乗ったことは意識しないようにして、この山で迷ったという想像だけをたくましくして語り、すすめられるままに座ざ敷しきに上がらせてもらう。

　半はん長ちよ靴かを脱ぬいで楽になった。床ゆかに座り込むというのは、身分を落とされたようで抵てい抗こうはあったが、椅い子すらしい物がないので、ここの習慣にしたがうしかない。

「フン……訳もわからずに来たのはわかったが、無茶だったねぇ」

　バーンに正対して胡座あぐらをかいた男は、畳たたみの上においたバーンの銃じゆうを飽あきずに触さわってみせた。

　さっきの女が、盆ぼんを手にしたものをバーンの前に差し出してくれた。騎き士しがはじめて見るにぎり飯である。タクアンと温め直した味み噌そ汁しるがそえられていた。

「どうやって食しよくするのだ？」

　湯上がりの艶つやめいた上体をもむようにして女は、盆にのせた手て拭ふき用のタオルを差し出してくれた。バーンは、考えもなしにそれに触さわって、あまりの冷たさに思わず手をひっ込めてしまう。

「ご免めんなさい。冷えすぎですか？」

　襟えり足あしを抜ぬいた中年の女は、タオルを両手でひろげて風にさらすようにしながら、

「冷蔵庫に入れておいたからねぇ……もう、夏じゃないんですものねぇ」

　と、あらためてバーンに渡わたしてくれる。

「いや、使わせていただく」

　もともと好こう奇き心しんの強い青年である。バーンは、冷たいタオルで手を拭ふくという行こう為いに挑ちよう戦せんして、手がさっぱりとして、ひどく得をしたような気分になった。ふたりのやり取りを見ていた下着姿の男は、ニヤニヤしながら立ち上がると、奥おくの部へ屋やにひっこんでいく。

　バーンは、海苔のりにつつまれた握にぎり飯めしを手にして、奇き怪かいに柔やわらかい感かん触しよくに口に運ぶのをためらったものの、女の屈くつ託たくのない態度に食べられない物を提供しているとは思えず、その生暖かくて、堅かたくも柔らかくもない固形物を口にした。バーンの世界では、手で物を食べる習慣はふつうだったので、それには抵抗はない。

「…………」

　浴衣ゆかたの女は、そんなバーンの一挙手一投足を微び笑しようをたたえて見つめていたが、かたわらにあった団扇うちわを手にすると、バーンに風を送り出してくれた。

　米こめ粒つぶが口のなかでこびりつくような感触に閉口したが、そんな気持ちが伝わることを恐おそれて、食事を提供してくれたことに感謝する気持ちだけを脳裏にうかべるように努め、何度か嚙かみしめていくうちに、まずいものではないと思うようになる。

「きれいな御お髪ぐしですねぇ」

　女は、自分の提供したものを食べてくれる異郷の男の態度に満足して、バーンの総そう髪はつをほめてくれる。

「…………！」

　バーンは頷うなずいてみせながらも、頭のどこかでなにか不協和音を感じたのだが、腹はらに落ちつく食べ物に気分が和らいでいたので、スープを口にしたほうがもっと咀そ嚼しやくしやすいだろうと、味み噌そ汁しるの椀わんに手をのばしたところで、その不協和音のことは忘れてしまう。

「あっ！」

　味み噌その生なま臭ぐささに、思わず飲みこむのを迷ったが、吐はき出すような不作法なことはしない。

「あら。お口にあわなかった!?」

　バーンは、むせるのをこらえながら、口にした味噌汁を飲みくだして息をついた。

「どうしたんだ？」

「味噌汁が駄だ目めみたいで……」

　茶色の液体がはいったコップをもって男がもどってきた。男が手にしたものは、バーンにはビールに見える。

「ああ、そうかも知れねぇな。外人は、好すき嫌きらいがはっきり出るもんだ」

　男は、バーンの前にすわりこんで、コップのものを口にした。

「お茶のほうがいいのかしら？」

「水のほうがいいんじゃないのか。これでもいいだろ？」

「麦茶？　そうだね……待っていて下さいな」

　女は腰こし軽がるに立ち上がると、奥おくに消えていく。

「いや、こちらこそ無礼をした。はじめて口にするもので驚おどろいたが、いや、食しよくせます」

　バーンの言葉は、言葉通りに伝わったようだ。

「そうかい。はじめてですか……いつ日本に来なすった」

「さきほどいったと思うが？」

「そうだったかな……」

　男は、あくまでも愛想良く、田舎いなか者ものの実直そうな表情をくずさず、盆ぼんのうえを見て、

「タクアンはピクルスみたいなものだがね、これも外人さんには、臭くさいかも知れねぇな」

「これですか？」

　バーンは、タクアンに手をのばして、臭においをかいでから小さく一口嚙かんでみて、北国にある保存食に似たものだと思う。

「これは、好きになれそうです」

「そうかい。それは良かった」

　ようやくひとつ目の握にぎり飯を食べおわると、バーンは、ふたつ目に手をのばした。食べ慣れれば、これはこれで戦せん闘とう食として腹もちの良いものではないかという感じがする。よゆうが出てくると、奥おくの部へ屋やのあの箱が気になった。

「あれがテレビジョンか？」

　聞いてしまって、テレビが一いつ般ぱん的に普ふ及きゆうしているものだというジョクの話を思い出して、まずい質問をしたのではないかと思うが、男はバーンの困こん惑わくした意識をキャッチしていたが、それを誤解してくれた。

「無理して食べて、困ってるんだろう？」

「いや、そうではない。どうも、この国のものには、いろいろ慣れなくてな」

　バーンは意識を冷静に保つように努力しながら、言葉をならべていく。

「そりゃ、習慣が違ちがうというのは、いろいろあるよな……」

　男は、麦茶を口にテレビのほうを振ふり向むいて、

「くだらねぇ、しゃべくり番組っていうのには、俺おれらだってどうも馴な染じめなくってよ。テレビに映っている奴やつ等らが、かってにおもしろがっているのがどうもねぇ……」

「ホウ……」

　バーンは、単純に感かん嘆たん詞しを口にして、その場をとりつくろう。チラチラと人が見事な鮮あざやかさで映し出されているのが、バーンの好こう奇き心しんを刺し激げきしたが、すでに、必要以上の興味をしめすことは危険だとわかっていた。

「よほど、興味があるんですね？　そんなに違うんですか？　お国のテレビと」

　女が、麦茶のコップを手にしてもどると、それを食べ物にあうといいながら、バーンの前に差し出してくれる。バーンは、左手でコップを手に飲み物を口にしてみて、女のいう通りだと納なつ得とくした。

「東京ぐらいだぜ。夜中になっても、こんなにいろんなチャンネルで放送をやっているのは」

「アメリカはもっと凄すごいっていうじゃない？」

「なにいってんだよ。それは、町場だけの話だよ。俺の行った外国では、そうじゃねぇんだ」

「オーストラリアとか東南アジアだけのくせにさ。それも農協とライオンズ・クラブでしょ？」

　バーンは、夫婦の会話に登場する固有名詞を必死にピックアップして、トーキョーとアメリカの発音だけは、ジョクとショットから何度もきいていた地名で捕つかまえることができたが、ライオンがわからない。

『トーキョーか……！』

　ジョクの話とはだいぶ違う場所だと思いながら、バーンは、麦茶とともにふたつ目の握にぎり飯を食べおわった。

「…………？」

　バーンはブルーの簾すだれ越ごしに道路のほうを見やる。車ほどではないが、ひとつの光を輝かがやかせた乗り物が坂をくだってきた。車輪がひとつにしか見えず、その上に男がまたがっている。

「…………？」

　バーンの前の男も腰こしをうかして道路をのぞきこみ、「駐ちゆう在ざいを呼んだんだ」

「なんで？」

「変な外人だろ？　おれの手には負えねぇよ」

　バーンは、その会話に怪あやしいものを感じたが、タクアンを音をたてて嚙かみながら、その不思議な乗り物が接近するのを待ってしまった。好こう奇き心しんがかすかに感じる危険を無視させたのである。実際、その乗り物が接近してくる気配は穏おだやかで、決して警けい戒かいを要する雰ふん囲い気きはない。

「なんだい？　その男かい？」

　乗り物のほうから声が飛んだ。バーンは自分の迂う闊かつさに気づいて立ち上がったが、小しよう銃じゆうは畳たたみにおいたままで、取りにいくには厄やつ介かいすぎた。乗り物が停とまって、ライトが消える。

　二輪の乗り物から降りた男は、かなりきちんとした恰かつ好こうをしていた。ブルーのスベスベする簾すだれをあげて、大きな帽ぼう子しをかぶった脂あぶらぎった若い男の顔が、バーンを見上げた。

「キャンユースピーク、イングリッシュ？」

「イングリッシュ？」

「……駄だ目めなの？　英語？」

　その若い男の意思はわかった。

「すまない。この国の言葉は、しゃべれないのだ」

「え……？　わかっているようだけど、違ちがうようだな？　なんだい？」

「変だろう？　俺おれたちがしゃべくっている言葉はわからねぇようなんだが、言ってることは通じるんだよな」

　この家の男が、四よつん這ばいのまま言う。

「ね、パスポートは？　それと、猟りよう銃じゆうの携けい帯たい許可証」

　バーンは、その時になってはじめて自分の立場を理解した。この若い男は役人なのだ。

「持っていない」

　バーンは、その言葉の意味もイメージした。

「持っていない？　なんでだよ？　国こく籍せきはどこなの？」

「アイルランドだってさ」

「冗じよう談だんじゃないよ。だったら、英語だろ？　ドゥユースピークイングリッシュ？　ドンチューじゃないの？」

「貴国の言葉は理解できない」

　バーンは、正確に意識したつもりだ。

「そうだけど……けどさ……これ!?　これさ、テレパシーなの？」

　若い男は、バーンと自分を交こう互ごに指差して聞いてきた。

「そういうものらしい。この世界がオーラ力でささえられているのなら、お互たがいの意識をつうじることができるはずだ」

「わからんことをいうなよ。身分を証明するものは？」

　若い男は、無ぶ遠えん慮りよに手を出してきた。

「軍の認識票がある」

　バーンは銃じゆうのほうに身をよせながら、シャツの襟えり元もとを開いて、鎖くさりにつけられた身分表示のプレートを取り出して、それを外すときに金の鎖もいっしょに外して、認識票のほうは若い男に、金の鎖はこの家の女主人の方に差し出す。

「なんです？」

「食事の礼であります。自分は乞こ食じきではない」

「だって、これ金でしょ？　十八金かな。こんな高いものはもらえませんよ」

　女は、貴金属の識別がつくようだ。

「……これはどこの文字だよ？　まるっきり読めない」

　若い男は、銅のプレートをこの家の主人にもしめして、バーンのようすをうかがう。

「あんた。今さ、軍のなんとかっていったでしょ？　これのこと？」

　家の主人のほうが、聞いてきた。

「そう説明した。騎き士し、いや軍人たるものはいつも身につけているものである」

「あの馬に乗る騎士か？　騎兵部隊って……そんなのありかい？」

　これは若い男のほうだ。

「あるよ。つい最近までアメリカ軍にだって騎兵隊はあったんだぜ。馬にのっていた時代のことが忘れられずに、そういっていたんだ。アイルランドにだって騎兵隊はあるかも知れねぇな」

「アナクロだな。でもよ、これは違ちがうな。字がアルファベットじゃない」

「そちらのいうことがよくわからないが、これが私の名前だ。バーン・バニングス」

　バーンは、認識票に刻印された文字をしめしてやった。

「バーン・バニングスか？」

　若い男の発音は、正確だった。

「そうだ。これが、わたしの所属のオーラバトラー部隊の所属番号」

　オーラバトラーは、もともとアメリカ人のショットが命名した名めい称しようである。その発音も若い男は、繰くり返すことができた。

「外人は、パスポートは持っていないとまずいんだよ。わかっている？」

「鑑かん札さつだというな？　しかし、軍人ならこれで代用できるはずだ」

　バーンは、面めん倒どうなことになりそうだと感じたが、小しよう銃じゆうを手にすることを差さし控ひかえたのは、目の前にいる若い男も、強権を発動するような男に見えなかったからなのだが、彼が、軍隊か警察のような組織の者なら、それはそれで良いのではないか、と思えた。

　ジョクの解説も役に立っていて、バーンは、このような皮ひ膚ふ感覚をもった青年なら、情報を手にいれられる可能性があると踏ふんだのだ。日本は長い間、戦争のなかった国で、彼らはコモン界の人々よりも温和で、つけこむ余地があるのではないか、と直感したのである。

「どこに泊とまっているんだ？」

「宿しゆく泊はく場所はない。ここに到とう着ちやくしたばかりだからだ」

「わからねぇな……どうも。ね、駐ちゆう在ざい所しよにきてくれる？　署の方から、話のわかる奴やつを連れてきて調べさせたいんだ」

「署とはなにか？」

「警察。ポリス！　わかるよね？……ちょっと行ったところだからさ。ね、工く藤どうさんよ。この人を、車で駐ちゆう在ざいまで乗せてってくれないかな」

「あ？　ああ……そうだな」と、主人は立ち上がり、「あの、これちょっと……」と、女主人がバーンにネックレスを押おし返そうとしたが、バーンは、小しよう銃じゆうを手にしながら、

「いや、見ず知らずの私に親切にして下さったから……それは受け取っておいて下さい」

「そんな……」

「え？　本当にライフルを持っているの？　工藤さん」

　若い男は、バーンが小銃を肩かたにしたので、思わずタジタジとバイクによろけていく。

「猟りよう銃じゆうを持っているって言っただろうがよ……」

　そういうと主人は、奥おくの部へ屋やに消えてしまった。バーンは、座ざ敷しきから道路に降りると、小銃の弾だん倉そうを開いて若い警察官を安心させ、同時に、男の腰こしの拳けん銃じゆうケースに目をとめていた。

「拳銃を携けい行こうしているのか？」

　もちろん、バーンは見たことがないものなのだが、いつの頃ころか、ショットが開発したいといっていた図面を承知していた。当て推量で言ってみたのだが、若い警官は、拳銃を佩おびた腰をひくようにして、バイクにまたがった。

「じゃ、あとでなんか差し入れしますよ。ご不自由なものありません？」

　そういってくれる女に振ふりむいたバーンに、浴衣ゆかたの女はつづけてくれる。「足りないものってあるでしょう。ホラ、欲しいものですよ」

「それはいっぱいあるが、そのネックレスで購あがなえるものはあるのか？」

　バーンは、女が遠えん慮りよしたことを埋うめ合あわせるには、むしろ何か注文をしたほうがいいのではないかと考え、女もそれに応じて、

「ええ？　なにか欲しいものありませんか？」

「テレビジョンだ」

　バーンは言ってしまった。

「ハッ……!?　日本のテレビ？　これではちょっと足らないわねぇ……」

　女は、バーンのかなり太い金のネックレスを目の前にささげて、唸うなってみせた。

「いや、お上様。物の価値を知らない者がいうことです。お忘れ下さい」

　バーンは深く頭をさげながらも、警官がバイクのキック・スターターをかけるのを観察した。

　五十ＣＣの可か愛わいいエンジンの音にもバーンは感かん嘆たんした。バイクの脇わきにしゃがみこんで、エンジンをじっと見つめてしまう。

「ねぇ……あんた、バイク見るのはじめてなの？」

　警官は、さすがにバーンの挙動を疑う。バーンの人相は北ほく欧おう人じんに似ているが、とんでもない田舎いなかから出てきたという風には見えない。着ているものもアンティークでファッショナブル、恰かつ好こ良く見える。絶対に、文化の果てから出てきた者ではないのだ。

「ああ、精せい巧こうなものだな……これが、この世界の科学文明か……？」

　バーンは、自分の立場を忘れて感かん嘆たんの声を発した。ここで、バーンは、この世界をよく見学していかなければならない、と決心したのである。

『身分を明かすか……』

　好こう奇き心しんからくだした結論である。

「おい……あの車で来なよな」

　若い警官の言葉に振ふり向くと、家のわきの道から白い乗用車が出てきた。バーンには、そのヘッドライトの光が、まだ強力に見えてしまう。バーンは、工藤と呼ばれた男が開けてくれた助手席側のドアから、興きよう味み津しん々しんと車に乗りこみ、車内の造りがなめらかで美しいのに、またも感嘆をした。

「……本当、あんたどこの人だね？」

　運転席の男は、ズボンを履はいてきたようだが、上は家にいたときのままだった。

「アイルランドでは、いけないか？」

「いけなかぁないが、あんたはちょっと違ちがうようだねぇ。本当はどこの国の人？」

「アの国だ」

「ああ……？」

　バーンは、黙だまってしまった。本当のことを話すと、面めん倒どうになるらしかった。

「…………」

　前方を行く警官のバイクは、一見心もとなげだが、確実な走行をしめして、バーンは、脆ぜい弱じやくに見える道具が、確実に人を運うん搬ぱんすることに驚きよう嘆たんしていた。
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　ガラリアは、アリス・ランドの中央ストリートの明るい道路をさけて、右方の暗くら闇やみをつくる建物のほうに走っていた。食べ物の臭においがするのが、なんとはなしにわかったからだ。

　雨が小降りになったせいもあるだろう。

　救急食しよく糧りようの乾かん燥そう肉にくとクッキーは手つかずで残っていたが、それはギリギリまで手をつけるつもりはない。

　建物の間をぬけると、その背後に青い艶つやをみせるバケツ状のものがあった。一見、かんたんに開きそうだったが、ねじって開ける構造をもっているものに、ギョッとした。地上世界の人々にとって当たり前のポリバケツでも、ガラリアは、しばらく構造を観察して、バケツの蓋ふたを開くことに成功する。パン屑くずやら肉の屑がはいっているのを認めたが、さすがに、それをあさって食べる気はしない。

　黒いビニールの包みの山にも手を触ふれてみて、その薄うすいビニールでさえガラリアには、想像できない材質だったのだが、もうそんなことには驚おどろかないように努めた。

　手で触さわった感じでは、中身は食べ物の残り物のように感じた。ということは、この建物は食堂である、とガラリアは判断する。

　背後のドアは、鋼鉄より柔やわらかい金属製のようだったが、頑がん丈じようだと知ると、建物の前にまわる。テラスに上がって、建物のなかをのぞいてみた。

　ガラス一枚むこうに、食堂の設備が見えたが、そこは小ぎれいで広く、スベスベした材質の椅い子すとテーブルが整然とならんでいるのが、懐かい中ちゆう電灯の光のなかに輝かがやいていた。

「…………！」

　一応、背後を見まわしてから、ガラリアはガラスの一枚を小しよう銃じゆうの台だい尻じりで割って、しばらくその場に身を伏ふせて周囲の気配をうかがってから、割ったガラス窓の周囲のガラスの破片をきれいにどけると、そこから食堂にすべりこんだ。

　食堂内の整然としている様さまとその清潔さに目を見張りながらも、厨ちゆう房ぼうはすぐに見当がついた。まっすぐにそこにはいって、備品の整理整せい頓とんされたようすに舌を巻きながらも、ならんでいる機械などは無視して、収納棚だなになっているらしい扉とびらを開けてみた。すると、そのなかに電気の明かりがついたので、ガラリアは息を吞のんだ。

　冷蔵庫なのだ。

　ガラリアはいったん扉を閉じて、気持ちが落ち着くのを待って、もう一度開いて、はいっている大きな肉の塊かたまりなどに、再度、驚きよう嘆たんした。

　驚くまいと思っていても、この仕し掛かけの連続には驚かざるを得ない。肉の塊の表面に、真まつ白しろな霜しもが貼はりついていることも、驚くべきことなのだ。

「これが、冷蔵庫というものか……ジョクのいっていたことがわかったよ」

　ガラリアは納なつ得とくしながらも、さらにいくつかの扉とびらを開いて、収納されている呆あきれるほどの量の品物を確かめる。

「……!?　これがこの世界のふつうの状態なんだ。必要なものだけを手に入れなければならない」

　己おのれにいいきかせて、カウンターの下にあった袋ふくろ状じようのツルツルしたものを取り出すと、そのなかに冷蔵庫にあった果物と加工肉、それにカウンターの下のガラスケースにならんでいたパンを収める。

　カウンターの下の引き出しのわきに、懐かい中ちゆう電灯と消火器が立てかけられているのが、目についた。消火器の正体は想像がつかなかったが、懐中電灯はわかる。アタッチメントから外して、スイッチをいれてみて、その明るさにまたも驚おどろく。

「性能がまるで違ちがう……」

　ガラリアはそれを腰こしのベルトに押おしこんで、もう一度、冷蔵庫のなかを確かめようとした時だった。

「誰だれだっ！　手を上げて出てきなさいっ！」

　その声が、ガラリアの進入してきたほうからして、光が目に飛びこんだので、ガラリアは本能的に身を伏ふせ、食料をいれたビニール袋を腕うでにとおして、厨ちゆう房ぼうの奥おくに走った。

　その頭上を懐中電灯の光が、左右に走る。

「誰なのっ！　ゲストの人!?」

　声がして、正面のドアを開く音がした。

「侵しん入にゆう者発見！　巡じゆん視し員いん！　カナディアン・レストランだ！　増ぞう援えんっ！」

　ガラリアは、気がついていなかったのだが、彼女が建物にはいったところで、センサーに引っかかっていたのだ。そこまでの知識がないことは不幸であったが、当然ではある。しかし、警備会社のスタッフも、一いつ瞬しゆん目もく撃げきしたガラリアの革かわ鎧よろいの姿、白人にちかい人相に、アリス・ランドでアルバイトで働いているスタッフの一員とまちがえていた。

「…………？」

　若いふたりの警備員は、まだこの警備会社にはいって半年ほどの新人なのだが、アルバイターではない。給料がいいという理由で、警察官を一年ほどやって転職してきた青年は、気骨はあった。

「……はいるか？」

「駄だ目めだ。佐さ藤とうさんが来てからだ」

　それくらいの警けい戒かい心しんはあった。赤外線センサーは敏びん感かんすぎて、いまだに鼠ねずみにも反応してしまうことがあるので、とりあえずふたりでやってきたのだ。こんな天候のときに、こんな場所に侵入する物好きがいるほうがおかしいので、ふたりが迂う闊かつだったのではない。

「……女じゃなかったか……？」

「まさか、かなり凶きよう悪あくな顔に見えたぜ」

「……裏口から出たんじゃないのか？」

　やや瘦やせぎすのほうが中ちゆう腰ごしのまま、右のほうから裏口にむかって走り出していた。

「おい、ひとりにするのかよ？」

「裏までは行かないよ」

　いいながらも、瘦せぎすの警備員は、カナディアン・レストランの横手から背後にまわりこんでいって、ゴミの山が雨にパタパタと音をたてているだけで、ドアが開かれた形けい跡せきがないのを確かめると、テラスのほうにもどっていった。

「佐藤さん……!?　ドアが開いたようすはありません」

「そうか……」

　遅れてやってきた佐藤と呼ばれた警備長は、先行した若者たちと同年齢の警備員を連れて、テラスのところに身を低くしていた。

「よし。開けろ」

　佐藤警備長の命令で、先行した若い警備員がレストランの正面のドアをそっと押おし、四人の警備員はプラスチックの警棒を手に、中腰でレストラン内にはいって厨ちゆう房ぼうをうかがう。

　それにふたりの若い警備員がつづいて、佐藤警備長の左右を固めるように、警棒を身体からだの前で水平に構えた。が、彼らの注意が厨房にいきすぎていたのが、まちがいだった。

　開いたドアの正面のテーブルの下に身を伏ふせていたガラリアは、警備員たちが開いたドアの裏側には気を配ったものの、右正面にあたるテーブルの下を見ることなく、厨房のほうにすすんだので、呆あつ気けに取られていた。

『まるで素人だ……』

　いやしくも実戦の延長線上にいるガラリアには、そう感じる。

　彼女は一呼吸いれると、テーブルの下を抜ぬけ出て、ドアの前にすべり出て、そこにもうひとりの警備員がいるのを認めつつ、腰から突とつ進しんしていた。

　その警備員は、正面からガラリアの影かげが走りこんだので、警棒を横に払はらいながら声を出したのだが、その第だい一いち撃げきを予測していたガラリアは、上体を屈かがませて、小こ脇わきにかかえた小しよう銃じゆうの台だい尻じりを飛ばして、彼のみぞおちにヒットさせる。

　左ひだり腕うでに引っかけたビニール袋ぶくろが邪じや魔まだと感じたが、捨てる気はない。

　ガラリアは、警備員のわきをすり抜けるようにして広場に走り出ると、追いかけてくる男たちの気配に、カットグラに乗るためには、彼らと距きよ離りをとる必要があると感じる。

　その判断とビニール袋。それらがガラリアに、小銃をつかうことを決心させ、それに、戦場の延長線上にいるという意識に、未知の世界に放りこまれてしまったという切せつ迫ぱく感が重なる。

　チラッと背後をうかがって、彼らが銃じゆうを持っていないことを確かめると、キヨスクの小屋のかげに身を寄せて、小銃を構えた。

　ガラリアには、照星のむこうの追つい跡せき者しやたちの服装が、キャッスルの近この衛え兵へいのものに見えないでもない。なまじファッションを意識した警備会社のユニフォームは、アリス・ランドにあわせた派手なモールで飾かざられたりしていたから、ガラリアがそう思ったのも当然である。

　ガラリアは、先頭の近衛兵長を射うった。

　男は、うしろに跳はねるように倒たおれると、つづくふたりの男がビクンと立ちどまって、倒れた男に駆かけ寄っていく。

「……!?」

　ガラリアは、またも解げせない敵の反応に、そのほうを覗のぞきこむようにした。

　追うべき敵が目の前にいるのに、仲間の生死だけを気にするのは、コモン界の兵士たちとはまるで違ちがう。これでは、事態に即そく座ざに対応することを要求されている兵士の動きとはいえない。

「…………？」

　ガラリアは、カットグラのほうに走って行きながら、これだけの設備を警護する男たちの、あまりの脆ぜい弱じやくさを怪あやしんだ。

「……ジョクの国は、五十年以上も戦争がないという。ここがジョクの国なら、兵士たちが軟なん弱じやくになっているのも当然ともいえるが。それにしても、ひどいものだ」

　カットグラのシートにすわったガラリアは、そう考えてみたが、それでも男がこうも軟弱になるという可能性を想像することはできなかった。

「ともかく！」

　ガラリアは、カットグラを飛ひ翔しようさせた。

　なんの感かん慨がいもなく、いつものように離り陸りくさせることができ、ガラリアは、一気に海上に出た。

　キャッスルのむこうの広場にうずくまる三人の男たちの影かげを認め、そのうちのふたりが、カットグラのほうを見上げて、なにか叫さけんでいた。

「…………!?」

　フレイ・ランチャーは使えるとわかったが、死んだような雰ふん囲い気きをもつアリス・ランドと、その周辺の施し設せつを爆ばく撃げきする気にはなれなかった。それに、今は、その施設の背後に展開する光の海の光景に目を奪うばわれていることもあって、今、爆撃などする暇ひまはないと感じていたのだ。

　海から、アリス・キャッスルにジャンプした時に気になっていたものが、高度を上げてみれば、その光景は、小雨のなかに煙けむっていても、その広がりが尋じん常じようでないことは想像がついた。

　となれば、小さな一点を爆撃するようなことはできない。世界の状態を知らなければ、なんの手立ても打てない、とガラリアは認識できる。

「…………!?」

　雨は小降りに変わっていた。

　ガラリアは抑おさえがたい好こう奇き心しんにも駆られて、光の海にむかってカットグラを流していってしまった。

「…………！」

　雨のなかに林立している石造りに見えるビルは、その高さも異常なら、無数ともいえる光も異常であった。その石の建物のあいだの下のほう、底には、すべるように走っている光があった。その移動の仕方から車だとわかるのは、地上世界の情景を教えられていたからなのだが、その数の多さがまた脅きよう威いの対象になるのだった。

　ガラリアは、いつしかその地上世界の都市の景観に見み惚とれていた。

「これが、世界か！　人は、こんなものを建設することができるのか？」

　ガラリアは、ジョクが常々話してくれていた地上世界の景観を認識でき、現在、そこにいる自分を意識できれば、感動を抑おさえることはできない。

「あれは？」

　それは、ガラリアには、車以上に不思議なものに見えた。

　光のあふれている街のなかに、暗い筋があって、その黒い筋のうえを移動している光の列が見えたのだ。いくつか連なった光の列は蛇へびのように蛇だ行こうしながら進行して、その物体の左右からでた光が、左右の地面を照らしてだしていた。光がその物体の動きを大きくしめしている。

　ガラリアは、その物にカットグラを接近させていって、

「そうか。電車だ、電車というものだ……！」

　ジョクから聞いていた乗り物の一種であるとわかれば、ガラリアは低空に侵入してしまったことに気づき、左右に走るビルや架か線せん、建造物との距きよ離りを配はい慮りよする。

　オーラバトラー乗りの面めん目ぼくを汚けがしたくない、という意識が働くのだ。

「…………!?」

　隣となりの筋に、反対側からおなじように、光を発する列が走ってきて、すれちがっていく光景は、スリリングに見えた。

　ガラリアの追った電車が、光に満ちた駅にはいっていった。高度を上げながら、電車が停車する場所の光の列のなかに、かなりの乗降客の出入りを認められた。時間的には最終電車か、豪ごう雨うのために遅ち延えんした最終列車である。ラッシュの人数とは違ちがうのだが、ガラリアには、その数でさえかなりの量に見えた。

　こんな多数の人がいるなら、誰だれかが攻こう撃げきをしてくるのではないかと想像するのだが、ガラリアはその気配は感じず、警けい戒かい感かんが薄うすれていくのを自覚していた。

「…………!?」

　そして、観察するものはほかにもいろいろあるだろう、と想像してしまって、前方に周囲の建物よりさらに高い建物の群を見つけて、接近をかけていく。

　その手前にもいく筋もの光の流れがあり、左手には黒い部分もあった。光の幕と光の移動だけを見たあとでは、その黒い場所が気になってしまう。

「…………？」

　カットグラを、横にすべらせるようにして、その黒い塊かたまりの地面に降下してみる。

「……林か？」

　なにか、庭園風に見えないでもない林が、黒い闇やみをつくっていた。

　ガラリアは、カットグラの爪つま先さきが梢こずえに触ふれるところまで高度をさげてみてから、前方の高い建物群にむかった。手前には、道路らしい面をすべるように走る光を認めて、本当は、それらの移動するものを観察したかったのだが、それは危険であろう、と判断した。

　それでも、建物の陰かげに見え隠かくれし、ときに道路の上空を飛ぶカットグラの正面のハッチから、乗り物の形は想像することができた。また、電車が左右から走りこんでいく光の列の建物が、視界にはいった。

「駅だ。ステーションともいう。ジョクとショット様が説明してくれた事物である……！」

　そのように理解していければ、これらの光を発する建物が、地上世界で各種の役割をになっているのも納なつ得とくできるのだが、アの国といえども、まだドレイク・ルフトの城とその周辺の軍事施し設せつにしか、電気の設備はないのである。そんな世界からきたガラリアにしてみれば、この東京の光の氾はん濫らんは、狂きよう気きにちかい光景に見えた。

　でなければ、天国である。

　ガラリアは、カットグラの高度をあげて、新宿副都心の高層ビル群にむかう。

　空に屹きつ立りつしている建物は透とう明めいな面をもっていて、ひどく脆もろいものに見えたが、その建物の光を発しているそれぞれの小さな階層には、テーブルのようなものが整然と並んでいた。

「人か!?」

　いくつかの光のこぼれる階層のなかに、動いている人の姿を見つけられた。

　それで、建物だと実感できるのだが、ガラスだけで出来ているような建造物は巨きよ大だいすぎて、なんで地上に建っていられるのか不思議ではあった。

　点てん滅めつする赤い光の柱。その柱のあいだを上じよう昇しようしてみたが、ガラリアはついに決心して、その区画にある、一番高い建物に着陸するつもりで降下していく。

「…………？」

　屋上の暗い面に接近して観察すると、そこはそれなりに強度があり、カットグラの重量に耐たえられるように見え、カットグラの脚を接せつ触しよくさせて、自重をかけてみた。

　ズッ！　かすかに機体が沈しずんだものの、機体は固定していってくれた。

　しばらく周囲の気配を潜せん望ぼう鏡きようとバックミラー、左右のテレビモニターでもさぐり、ハッチを開いてみて、周囲の人の気配の有無を感じ取ろうとする。

　雨に煙けむっている光の街を見やり、足元の屋上の気配が静かなままだと確認すると、ついに、ロープを下ろして、コックピットから屋上に降り立っていった。

　カットグラの前方に拡ひろがる東京。

　その背後にも、光の帯と小雨に煙るうすい夜の色……。

　ガラリアは、手にさげていたビニール袋ぶくろから、生ハムの塊かたまりを取り出すと、それをかじってみて、その人工的な味に顔をしかめる。が、空腹には、うまいと感じる。それは、パンもおなじだった。

　食べながら屋上のヘリポートを一周して、そこが城でいえば塔とうのようなところで、いくつかの鉄のドアをくぐりぬけなければ、ここに上がってこられないのを確かめて、安心する。

「ここが東京なら、ジョクの生まれ故郷は、この近くだ」

　だから、この街に現れたのだ。

　その感かん慨がいは嬉うれしいのだが、また、ガラリアの胸をつくものもあった。

　異境の出身者であったジョクではあったが、長い間の戦友である。心も寄せた。しかし、ジョクは、ドレイクの先妻の娘むすめアリサを娶めとらざるを得ない立場に立たされてしまった。それは了りよう解かいできる。だから、一時の情を通じるぐらいのことはと、何度か思い、誘さそいもしたのだが、ジョクは乗ってくれなかった。

　ドレイクとショットの行き方に批判があって、いつかはドレイクを裏切るつもりがあったからであろう、と、今になってわかる。

　しかし、敵味方に別れたはじめての戦いで、結局、ジョクは、一番長く戦友として暮してきたバーンと自分を引き連れて、オーラ・ロードに乗ってしまったのである。

「偶ぐう然ぜんではないな……ジョクが、一番心親しかったバーンとわたしだったから、我らのオーラ力が合ごう力りよくして、オーラ・ロードに乗れたんだ……！」

　ガラリアは、屋上のはじに立ちつくして、光の絨じゆう毯たんを凝ぎよう視しするしかなかった。

　不覚の涙なみだが、流れた。

　ガラリアは、口を開けて雨をうけ、咽喉のどをうるおそうとしたが、雨よりは涙のほうが多かった……。
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「軍隊？　我が国には、そんなものはない」

「国家に軍隊がないというのは、信じられない話だ」

　その警官の返答に、バーンは出かかっていたあくびが、ひっこんでしまった。地上世界は次元がちがうとはいえ、いくつもの国があって、抗こう争そうの歴史があるのをバーンは聞き知っている。

「では、貴公らは軍人ではなく、役人であるのか？」

「冗じよう談だんじゃないよ。なに勘かん違ちがいしてるの？　我々は国家公務員だ。公務員！」

「国に仕える集団であろう？」

「国民の安全を守る警察だよ」

　バーンの前にすわった警察官は、薄うすくなった頭をふりたてて説明してくれた。バーンは、駐ちゆう在ざい所しよの奥おくの畳たたみ部べ屋やで一時間ほどは眠ねむったろうか。そのあいだに、この駐在の本署というところから三人の警官がきて、バーンは叩たたき起おこされたのである。

　バーンには、彼らがこの小さい駐在所を管かん轄かつする者であることは想像がついたし、彼らが、軍隊の者ではないことも理解はできた。しかし、自警団でない巨きよ大だいな組織があるとすれば、それは軍隊ではないかと考えるのがバーンである。

　バーンと警官たちは、言葉で意思を伝えているのではない。あくまでも、概がい念ねんをやり取りしているのである。しかし、〝軍隊〟という概念そのものに、隔へだたりがあるようなのだ。

「……ならば、軍隊と接せつ触しよくしたい。そのほうが話が早いと思うのは、わたしが軍人だからだ」

「あのね。我が国には、自衛隊というのはあるんだけれど、それはね、軍隊ではないのよ」

「……どういうことか？」

「専もつばら自らを守る組織だからだ」

「ならば、軍隊ではないのか？」

「侵しん略りやく戦争はしないから、自衛隊なのね。軍隊ではない」

　とんでもなく難しい理り屈くつだった。しかし、そう言われるのなら、ここは黙だまっておくほうがいいとバーンは覚かく悟ごする。彼らの言わんとするところが、わからないではないという側面もあるからだ。

　アの国が、ガロウ・ランの一統のギィ・グッガに襲おそわれて、守るに精せい一いつ杯ばいであった頃ころの軍隊と、他国を侵略してその勢力を拡大している現在では、その組織の体質も軍人気質も変わってしまっていた。その経けい緯いを知るバーンには、警官たちの言わんとすることは了りよう解かいできる。

「では、そのジエータイに、接触したい」

「駄だ目めだ。我々が武器をもっている貴公を保護した。貴公は、無断で入国したらしい。そうだろう？　それら一切の事情がわかるまでは、どこにも渡わたすことはできない」

　バーンの前にすわった警部は、せめて手て振ぶりだけでもはっきりさせたほうが良いだろうと、大おお仰ぎような身み振ぶりで説明してくれる。

「なぜだ？　自分は戦争をしているあいだに、ここに来てしまったのだから、武器を持っていることも当然なのだ。特とく殊しゆな事情があって、ここに来てしまったということを理解してくれる方々と、お会いしたいと申している」

　バーンは、意識を整然と保とうとしながら語る。

　バーンの正面の警部の背後にたつ三人の警官たちは、バーンを凝ぎよう視しして口をへの字にまげたままだったが、バーンの意識は伝わっているようだった。

「我が国は、外国にくらべて武器の所持にかんしては、厳しい規定があるのでありますよ。自衛隊と警察、それに海上保安庁など、特別に許された者以外、武器は持てない。どういうことかというとだな……日本は、平和なんだ。アメリカみたいに、自衛のために市民がピストルやらライフルをもつ必要のない良い国なのだ」

「狩しゆ猟りようはしないのか？」

「趣しゆ味みでする者はいるが、特別な許可がいるし、今の日本では、狩猟ができる場所なんてありはしない」

　警部は、バーンのつかう言葉と自分の言葉が、意思をつたえる道具になっていないことを完全に忘れてしゃべっていたが、警部がいつも考えていることなので、よどみなく言葉にできて、バーンには明めい瞭りように理解できた。バーン自身、ここの人々と意思を通じあうことに慣れてきたのかもしれない。

「両毛警部」

　警部の背後に立っていた三人のうち一番年かさの主任が、眉み間けんに縦たて皺じわをみせて乗り出してくる。

「自分には納なつ得とくがいきませんな。現在、紛ふん争そう中の場所って、中東からアフリカ、中南米と東南アジアです。みんな日本からは遠いのです。それに、この男は西せい欧おう人じんです。話の辻つじ褄つまがあってませんよ」

　癇かんが強いぶん、言いたいこともはっきりしていた。相手にしたくない男だ。

「だから、彼は、次元スリップしてきたんですよ」

　駐ちゆう在ざい所しよの若い巡じゆん査さが、口をはさんでくる。

「それが、漫まん画がだってんだよ。わたしはっ！」

「でも、我々は、彼とはテレパシーのようなもので話をしているのですよ？　これは、認めなくちゃなりません」

　その説明は、もうひとりの巡査のほうだ。

「ああ……しかしな……ここにいる奴やつは住民票もパスポートも持っていないんだぞ」

　若い巡査にいわれて、主任は自分の想像できない事実はそっちのけにして、自分のわかることを口にするが、両毛警部は、若い警官たちの意見を聞くそぶりをみせる。

「じゃ、どうするね？」

「彼が言うようにしたほうが、情報が引き出せるのと違ちがいますか？」

「……それは、一方的な考え方だな」

　バーンは若い巡査に同調しながらも、ピシャリと拒きよ否ひの意思を発した。

「どういうことだ？」

　温厚そうに見えた両毛警部の目が光る。

「こちらも情報が欲しいのだ。ここがどこで、自分の国とはどういう関係に位置しているのか知りたいのだ。そのためには、自分が貴公らに情報を提供するだけでは、一方的である」

「なに言っているの。訳のわからんことばかりしゃべくって、わかることをしゃべりなさい！」

　背後から、主任が青筋を額ひたいにうかべて、猜さい疑ぎ心しんの強い軍人のような眼光を剝むき出しにしてきた。

「しゃべった。バイストン・ウェルのコモン界のアの国とな」

「バイストンエル、コモン、アーッ!?　それが国の名前かぁっ！」

「ま、成田主任！」

　両毛警部は、成田主任の手ての甲こうを優しく叩たたいて制し、

「ここは若い者に任せよう。そのほうがいいらしい。町田君」

　警部は椅い子すから立つと、若い巡査をバーンの前に出して、その肩かたを叩く。

「あ、はい……。ね、あなたは、ではなくって、貴公はテレパシーをつかう」

「ああ、テレパシーという単語が、英語であることは知っているぞ」

「結構ですね。では、ここは協調路線をとる。つまりぃ、相そう互ご理解をつちかうと同時に、情報交こう換かんをして、理解を深めたいのだ……」

　成田主任が連れてきた町田巡じゆん査さは、バーンにあわせるために、口のきき方が時代劇風になってしまった。

「いいだろう」

「で、あるので、そこまで知っている貴公は、馬にのる兵隊であることは認めよう。拘こう束そくはしない。君のいうオーラバトラー、ガベットゲンガー。そこまで案内してもらえまいか？　我々も知識不足で、異次元のことを信じたいのだが、今は、信じられない。それで、まず我々に信じさせてもらいたい。そうすれば、意い思し疎そ通つうに齟そ齬ごが生じないのではないかと思う。ドウユーアンダスタンド？」

「それは虫が良すぎると言っている。軍人である自分から武器を取り上げておいて、オーラバトラーのところに案内しろというのか？」

「捕ほ虜りよだ、と考えて……」

　町田巡査は言ってしまって、「しまった」という顔をした。

「ふざけるなっ！　どこで自分は投降したかっ!?　わたしはアメリカ人のショット・ウェポンのみならず、数人の地上人から、この地上世界の大要は聞き知っている。オーラバトラーは、この世界では開発されていない新兵器である。いいか？　わたしは、貴国の軍と取り引きをしたいと申し出ている。捕虜扱あつかいにするなら、ガベットゲンガーの所在は話さんし……自分の口を割らせる気になったとしても、それは無理というものだ」

「何をいいたいんだ？」

　町田巡査は青い顔をして、両毛警部と成田主任とを交こう互ごに見て助けを求めたが、上司二人もバーンの剣けん幕まくに、身体からだを堅かたくするだけだった。

「自分がもどらなければ、ガベットゲンガーは自じ爆ばくするようにしてある。わかるか？　そのときは、諸君らは、オーラバトラーの秘密は、なにも手にいれられんのだ」

　自爆の件は、でまかせであったが、これは利きいた。

「ちょっと、町田君。高飛車では失礼じゃないか……。無礼は許してくれ給え……ミスター・バーン・バニングス」

　両毛警部は、町田巡査の腕うでをひくと、バーンの前にすわりこんで、

「いや、若い者は言葉の使い方を知らんので……。我々、戦後世代でねぇ。なんというのかな、戦時体制での敵とか、見知らない者のあつかいができないんだ。許してくれ」

　両毛警部がお世辞でもペコリと頭をさげられるのは、歳としの功である。

「小しよう銃じゆうはお返ししろ。では、案内してもらおうか？　信じさせて下さいよ」

「警部……！」

　今度は、成田主任が難色をみせたものの、両毛警部はさすがその発言を封ふうじた。

「信じさせる……か……」

　バーンは、ショットがはじめてアの国に現れたときのことを思い出して、苦笑してしまった。

　あのときのラース・ワウの対応も、目の前で展開されているものと似たようなものであったと思う。ただこの国がちがうのは、組織がアの国よりはずっと大きくて、ひとつの城とかその周辺の組織と接点をもつだけでは、すまないらしいということである。

「わかった。信じてくれれば、軍の者に会わせるというのだな？」

「そうだ。そう！　自衛隊とも連れん絡らくをとるぞ」

「そうなれば、わたしのほうから軍に出向いても良い」

「そこまで、貴公に手間はとらせない。我々の組織だってそれほど硬こう直ちよくしたものじゃあないんだ」

「じゃ、お任せします。警部」

　駐ちゆう在ざい所しよの脂あぶらぎった村野巡じゆん査さが、はじめて心からホッとした表情をみせて、警部に敬礼をする。

「ご苦労だった。どっちにしても、ここでは手も足もでない事件のようだ。ガベトゲンとやらを見つけてから、彼を本署に連れていこう」

「はい。助かります」

　バーンは、この駐在所に連れてきてくれた若い警官の規律ある挙動を見て、この組織は、結構訓練された集団であるらしいと理解した。

「あ、バーン殿との！　これ、工藤さんから差し入れです」

　村野巡査は、机の上の紙かみ袋ぶくろをとるとバーンに差し出す。

「何か？」

「お礼にもらったネックレスの代りにって、携けい帯たいテレビです。中古ですけどまだ使えますって」

「テレビ!?　そうかっ！」

　バーンは最敬礼をするようにして、その紙袋のなかをのぞいてみた。小さく軽いものであるのが驚きよう異いであったが、あの色いろ鮮あざやかな映像を見られるものが、このなかにあるのかと思うと、取り出したい衝しよう動どうにかられる。

「バーン殿！」

　両毛警部がうながし、成田主任が小しよう銃じゆうを差し出してくれたので、その衝動をこらえるバーン・バニングスであった。
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　肩かたに小しよう銃じゆう、左ひだり腕うでには紙かみ袋ぶくろを抱だいたバーンは、パトカーの後部シートにすわり、その横に両毛警部。町田巡じゆん査さが運転席につき、成田主任が助手席である。

「そこだ……多分……」

　バーンが、そういってパトカーを停車させたのは、駐ちゆう在ざい所しよから十分ほど走ったところだった。

「本当かい？」

「はじめての場所であります。断定はできない」

　バーンの至し極ごくもっともな言葉に、警官たちは肩をすくめながらも、お祭気分でパトカーから降り立つのは、自分たちの手が負えない対象とわかり、警視庁送りにしても失点になりそうもないとわかったからだろう。ただし、バーンの言うことが本当なら、という条件はつくのだが……。

「……ああ……まちがいない」

　バーンは、周囲の光景を見まわしてから、道路わきからの斜しや面めんを山林に入っていこうとしたときに、パタパタと駐在所のバイクが上がってきた。

「村野君！　いいのか？」

「もう非番ですから、見学させて下さい」

　主任の詰きつ問もんに、村野巡査はバイクをパトカーの背後に停車させて、えらく元気がいい。

　バーンは、四人目に会った地上人であるその脂あぶらぎった若い警官がきてくれたので、なんとなく安心して斜面を登りはじめた。

「おい、おい！　単独行動は駄だ目めだ！　いちおうは、当方の監かん視し下にあると理解して欲しいぞ」

　成田主任があわてて駆かけ上がってきたが、足をすべらせて転び、見事に懐かい中ちゆう電灯を放り出した。

「そのつもりで行動している」

　バーンは成田主任を相手にしないで、さっさとガベットゲンガーの足元まで上がってしまったのだが、警官たちは懐中電灯で足場を探さがし探し上がってきた。

　バーンは、警官たちの足の遅おそいのにあきれながら、乗り物をつかいすぎて山歩きに慣れていないのではないかと想像した。

　バーンは、紙袋をガベットゲンガーの脚きやく部ぶにそっとおくと、機体の膝ひざと大だい腿たい部ぶにある足あし掛かけをつかって腹部に登り、コックピットの下のレバーをひいて、ハッチを開いた。

「これかよ!?」

「冗じよう談だんでしょう？」

　警官三人の懐中電灯の光が、ガベットゲンガーのそこここを照らし出して、三人の警官たちはとんでもないものと対面したという顔を見せて、立ちつくした。

「よくもまあ、こんなものをこんなところに運びこんだものだな」

「こりゃ……あんたひとりの仕事ではないんだろう？」

　成田主任の質問に、バーンはコックピットから乗り出して、

「すまないが、その包みを上げてくれないか？」

「あ？　ああ。これか？」

　両毛警部は、バーンがガベットゲンガーの爪つめの上においた紙かみ袋ぶくろを取り上げると、コックピットから乗り出したバーンに投げてくれた。

「すまない……今の質問は、どういうことだ？」

「こんなロボットを運び上げるのは、ひとりでは無理だ。誰だれか仲間がいるのだろう？」

　成田主任が、警部のうしろから聞く。

「仲間……？　いないではないが、その確認はとれていない……どういうことだ？　意味がよくわからないな」

「……どうやって、これをここに運びこんだんだ？」

「それがわからないから軍の者と接せつ触しよくして、研究したいのだ。技術論については、自分もよく理解してはおらん。ただのパイロットだからな」

「ああ……。おい、どう思う？」

　警部は、さすがに若い町田巡じゆん査さに聞くしかない。

「どうもねぇ……でもこれよく出来ていますよ。ＳＦＸの映画の模型以上ですよ」

「エスエフかい……そうかい？」

　成田主任は、ガベットゲンガーの爪つま先さきに触さわってみて、それが本物らしい材質で作られているのに感心してしまった。

「バーンさん！　これ動くんでしょ？」

　町田巡査は、半分は囃はやすような気分で聞いてしまって、ふざけた気分をテレパシーで感じ取られたかも知れないと思い、あわてて意識を真ま面じ目めに維い持じしなければならないと焦あせる。

　しかし、そのやや混乱した町田巡査の意識を、バーンはとがめだてはしない。バーン自身もその不安を持っていたから、試さなければならないと考える。

「動くはずだが、ここに来てからは試していない。エンジンはスタートした……回転を上げる」

　バーンの真しん剣けんな意思をキャッチしたところで、警官たちは絶句し、口をあんぐりとあけてしまったのだが、じっとしているわけにはいかなかった。

　ガベットゲンガーの背後のノズルが唸うなりをあげ、さらに、機体全体、つまり、しゃがみこんでいた巨きよ人じんの全身が身み震ぶるいをするようにしたのだから、警官たちは、傾けい斜しや地ちを転げ落ちるようになった。

「本当に動くんだ！」

「まさかな……。し、しかし、確かに虚こ仮け威おどしには見えないなぁ……」

「そ、そう。認めざるを得ませんな……」

　三人の警官は、頰ほおをすり寄せるようにして囁ささやきあうのは、内輪話はこうした方がいいらしいからである。

「立ってみます。飛べるかも知れん」

　ジョクのテストで、杏耶子と俊一が聞いたとおなじようなエンジン音が、周囲の林の枝を震ふるわせ、木々に溜たまっていた水すい滴てきが飛沫しぶきになる。

「成田主任！　どうしました！」

　道路のパトカーのわきに待機させられていた野村巡じゆん査さの声が聞こえ、懐かい中ちゆう電灯が揺ゆれて上がってきた。

「問題はない！　オーラバトとかのエンジンを始動させている。大だい丈じよう夫ぶだ！」

「この音ですかっ!?」

「そうだよっ」

　主任の声を打ち消すように、ガベットゲンガーのオーラ・ノズルから排はい出しゆつされる排はい気きガスの音に打ち消される。

「主任！」

　町田巡査が主任の腕うでをひきながら傾けい斜しや地ちを見上げると、巨きよ人じんの足が地を嚙かみ締しめるようにするのが見え、林の梢こずえが揺れて雫しずくが霧きりのようになった。つぎに、キィーンと鼓こ膜まくを刺し激げきする音おん響きようが襲おそい、巨人の上体が飛沫の霧の幕のむこうで、ズズッと迫せりあがったようだ。

「おい、こりゃ本物だぜ？」

「でも、こんなデカいロボットなんて、ナンセンスですよ」

　今度は、町田巡査のほうが信じたくない気分になっていた。なまじ、現在の機械的なロボットの性能レベルを知っていると、物分りの良い年寄りみたいに、無条件で現代的な商品を肯こう定ていすることはない。

　と、巨人の上体が林のなかに沈しずみ、つぎに傾斜地がズンと揺れると、土砂が崩くずれ、木々が押おし倒たおされてる音がすさまじくなる。

「お前のほうがわかるんだろう？　こういうの？」

「わかりませんよ。こんなのっ！　歩いているんですか!?　冗じよう談だんじゃないぞ！」

　若い村野巡査は、土砂が崩れるのもかまわず傾斜地に踏ふみ上がって、懐中電灯を林の上にむける。

「歩いて来る!?　まったく！　他人の山の木を倒してどうするんだよっ！」

「警部！　下に降りてください。危ないんだからっ！」

　主任の悲鳴などは関係がなく、両毛警部も道路に降り立っていた。

「二本足歩行たって、あれは玩おも具ちやですからね。だからいいんであって、あんな大きさの二本足歩行ロボットなんて、ナンセンスですよ」

　木が押し倒されるのを非難した村野巡査が、そんな悲鳴をあげながら、道路に降り立ち、町田巡査もつづいてくる。

「そりゃそうだろうが……足は動いていたぞ！」

「どういう方法で、機体のバランスを取っているんです？」

　町田巡じゆん査さは、ガベットゲンガーの脚が、かなりきつい斜しや面めんを歩行移動しながら、上体を屹きつ立りつさせて、機体に触ふれている木々を左右に押おしやるのを目まのあたりにする。

「……!?　そうだ！　道路に出させるな。道路交通法に抵てい触しよくするぞ。道路使用許可は出していないんだろう!?」

「ああ……！」

　そういうところは実直な成田主任が、転げ落ちてくる石や土砂もなにものぞと、斜面に駆かけあがっていけば、若者ふたりもそれにつづいて、

「バーン殿どのっ！　停止だ。下に降りてはならないっ！」

「動くのが確認できればいいんでしょ！　いったん、停止です！」

　雫しずくの雨と崩くずれる土砂に勇ゆう敢かんに対たい抗こうした三人の警官の制止に、バーンはガベットゲンガーを停止させる。

「……まったく、どうやってバランスをとっているんです。このロボット!?」

　町田巡査は、ボトボトと雫が落ちることなどまったく気にせず、懐かい中ちゆう電灯をコックピットに振ふり上げていく。

「生体工学の技術論は知らないが、機体が、わたしのバランス感覚を再生してくれているのだ」

　コックピットのハッチを開いたバーンは、機体前方の装そう甲こうを調べるように身を乗り出してきて、説明した。

「オーラバトラーの機体がですか!?」

「そうだ。そういう機械というか、生体システムをもっている」

「バイオ・テクノロジーを使っているってことですか!?　へーっ！　こんな機械があるんだ……」

　町田巡査は、真まつ青さおになりながらも、感動に身を震ふるわせている。それは、村野巡査もおなじだった。

「技術については専門家に任せるしかない。了りよう解かいした。バーン・バニングス殿！　軍と連れん絡らくをとる。これは、警察の仕事じゃない」

　道路から見上げていた両毛警部が叫さけんでくれた。

「警部、軍じゃない！　自衛隊です」

　成田主任が、言葉の問題を訂てい正せいする。

「ああ！　そうだな……自衛隊だ！」

　両毛警部は、あたふたとパトカーに駆け込んでいこうして、アスファルトに落ちた泥どろに足をすべらせて、見事に転んでしまう。




「……事情を理解してもらっていては、すべてが遅おそくなるんだよ。そういう情じよう況きようだ。どこか戦車か戦せん闘とう機きを受け入れてくれるところを探してもらってくれ」

　東京都下の警察署の指令センターに、警部がいきなりそんなことを怒ど鳴なりつけたところで、簡単に指示を出せるわけがない。

「戦車？　戦せん闘とう機きですか？」

　そんな反問に、警部は、ガベットゲンガーが飛ぶというのは、バーンの話で聞いただけなのを思い出して、斜しや面めんの上にいる部下に怒鳴りつける。

「おい！　そのオーラバトラーか!?　飛ぶというのは本当なんだろうな？」

「バーンさんは、あれを道路に出したいって言ってます。やらせますか？」

　斜面を下りてきた成田主任は、今しがた道路交通法を意識したことも忘れて、報告してくる。

「そうしろ！　そうしてもらわんことには、調べられんだろう？」

　両毛警部はそう答えてから、指令センターの呼びかけに、

「あのね。オーラバトラーといってもわからないでしょ？　だからさ、たとえ話として、戦車とか戦闘機とかいうものを受け入れる場所を指定して欲しいんだよ。警視庁のほうに照会して、自衛隊と連絡をとる必要もあるかも知れん性質の問題なんだって、そう言ってよ」

「警部！　あなた、本当に両毛警部？」

　そのスピーカーの声に、成田主任が警部からマイクを取り上げるようにして、

「成田だ！　警部と町田巡じゆん査さと三人で出たのは、知っているだろう!?」

　そんなやり取りをしているあいだに、ふたりの巡査の悲鳴が山林のほうから聞こえ、その悲鳴が頭上に移動してきたのだが、オーラ・ノズルの排はい気き音おんも圧あつ倒とう的に迫せまり、道路わきの梢こずえが揺ゆれて、雨の雫しずくを雨のように飛ばしてきた。

「どうしたんだ!?」

　警部と主任は、職業的本能で拳けん銃じゆうのカバーをはねあげ、主任は手にしたマイクに怒鳴っている。

「いいかっ！　こっちのいうことを信じて、なんとかしろっ！　うわっ！　きたっ！」

　山林の梢の上に、巨きよ人じんの影かげが立ち上がるように見えたかと思うと、それが、操あやつり人形のようにゆったりと立ったままのポーズで頭上に舞まい、すべり降りてきた。

「あー！　ああ……！」

「うわーっ！　飛んでいる！」

　ふたりの巡査の悲鳴がその方向から聞こえ、警部と主任は懐かい中ちゆう電灯をそのほうにむけて、顎あごが外れんばかりに口を開ける。ガベットゲンガーの一方の手のひらに、ふたりの巡査がしがみついていたのだ。

　ガベットゲンガーは、ヘリコプターのホバリングのようにゆっくりと降下して、パトカーの前方、ヘッドライトの光の照らし出す地面にその両足を接地させて、ズシリと加重をかけてきた。アスファルトが無事であるわけがない。さらに、ふたりの警官の前で、ガベットゲンガーの爪つめらしいものが、前後左右に大きく拡ひろがって、アスファルトの表面を削けずってしまったのだが、それを見せられても、ふたりの警官は、道路の補修作業をどのようにさせたらいいのか考える余よ裕ゆうはもてない。

「飛びましたよ！　本当に飛んじゃった。どうなっているんですか？」

　巨きよ人じんの胸あたりに捧ささげられた手の上のふたりの巡じゆん査さは、巨人の指にへっぴり腰ごしでしがみついたまま、まだ悲鳴を上げていた。

「飛んだのか……飛んだか……？」

「はいっ！　まちがいなく飛びました。凄すごいもんです！」

　両毛警部の呻うめきに、成田主任が感動のあまり懐かい中ちゆう電灯をふりまわして、ふたりの巡査を照らし出す。その巨人の胸のハッチが開いて、光がほんのりと射しているコックピットらしいところから、バーンが姿を現わす。

「少しは信じてくれたかな？」

「信じた！　信じたが、問題はほかの連中にどう信じさせるかだ。おい！　町田と野村は、この道路の前後を封ふう鎖さしろ！　こんなものを現段階で、一いつ般ぱん人じんに見せるわけにはいかないぞ！」

「どうしてです？」

　降下する巨人の掌てのひらからおりたふたりの巡査は、成田主任の顔をのぞきこむ。

「どういう種類の機械か知れないが、こんなものが日本に現れたとなれば、我々が保護するのが当然だ」

「あ？　ああ！　米軍に察知されたくないということですか？」

　町田巡査が、すっとんきょうな声を上げて、ＳＦワールドが現実のものになっていくかもしれないという期待に、目をキラキラさせる。

「そ、そうだ！　そうだよ！」

　成田主任は、ここぞとばかり頷うなずくと、駐ちゆう在ざい所しよでみせていたバーンへの不信感などはまったく忘れて、

「そういう価値があるものだ。君の判断は大変よろしい。警部。こりゃ、大事件ですぞ」

「これだけデカい二本足歩行の技術だけでも、ちょっとしたもんなんだろう？　それが飛ぶとなれば、それだけでもとんでもない技術なんだ。……なに？　情じよう況きようを正確に説明しろ!?　あっ!?　警視庁の通信指令センターですか？」

　両毛警部は、無線が警視庁の通信指令センターにつながっていたので、あわてた。

「どうしたのだ？」

　バーンは、警官たちの収拾がつかないようすに、さすがに口をはさんで、巡査たちから事情を教えてもらう。

「いえね。いろいろ国の組織っていうのは複雑でね……警部!?　横田に傍ぼう受じゆされていませんか？　この電波？」

「え？　そういうことあるのか？」

　両毛警部は、若い巡査の機転のきく質問に、ゾッとした。

「そりゃ、あり得る。厚木もあるしな。警部、無線はつかわないほうがいいですよ。有線電話がいい」

　成田主任は、すっかりガベットゲンガーを自分のものにするつもりになっている。

「参ったな。警視庁には、どう言ったらいい？」

「なにしろ、横田基地って油断できませんよ。とりあえず、ガベットゲンガーは署に持っていって、電話で関係官庁に連れん絡らくしましょう。そのほうが安全だな。その上で、そう、立川なら自衛隊と機動隊があるでしょ？」

　町田巡じゆん査さなどは、もう映画のなかの主人公のつもりで、想像できる限りの薀うん蓄ちく学がくをしゃべりだせば、村野巡査もしゃべりたくてしようがない。

「横田と目と鼻の先の立川と接せつ触しよくするのは、よくないんじゃありません？」

「じゃ、航空自衛隊のある入いる間ま基地かい？」

　成田主任は、大人おとならしい意見をのべて、若者たちを牽けん制せいしようとする。

「でも……やはり横田にちかいし、朝あさ霞かにしたらいかがでしょう？」

「あそこは、陸上自衛隊だろう？　俺おれたちにも遠いし、そんなところに行ったら、これ見られなくなっちゃいますよ」

　村野巡査は、不服そうである。

「そうか……」

「警部、ともかく入間です。移動してもらっちゃいましょう。どちらにしても、これ、事後処理にしないと米軍にキャッチされちゃいます。連中、はしっこいんでしょ？」

「在日米軍っていうのは、自衛隊とちがって実戦想定をしている軍隊だものな。警けい戒かいはしないといけない」

　両毛警部にしても、なにがヤバイのか具体的には想像できないのだが、少なくとも、ふたまわりも若い世代と、日本人という意識を共有できる会話が成立していることに、とても楽しくなっていた。こうなれば、米軍というと、それだけでも他国の軍隊であるという意識もはたらくし、日米安全保障条約の問題などは頭から消し飛ぶ。

「ＣＩＡの暗あん躍やくだってあるんです。行き先、無線なんかでいっちゃ駄だ目めですよ」

　村野巡査に釘くぎをさされれば、成田主任もおおきく同意する頷うなずきを両毛警部にしてみせる。

「警視庁、通信指令センター！　事情が複雑だと判断されますのでぇ、ちょっとぉ、のちほど、正確な事情説明します」

　両毛警部は、さすがに、自分の判断をこえる問題であったのと、若い連中のいうことを聞きすぎたかもしれないという意識があって、どこかウソをつく結果になりそうで、言葉が上うわずってしまう。しかし、国益にかかわる問題であるという納なつ得とく感が、初老をむかえた警部に勇気をあたえるのである。

「であるからして……」言葉を継つごうとしたら、

「そうしてくれ。こっちも妙みようなことで、忙いそがしいんだからっ！」

　指令センターのほうから無線がきれた。警部は、いきなり足場をはずされたように、アレッとなって、緊きん急きゆう事態とはどういうことなのか、と自分なりに考えて納得する。

「そうか。集中豪ごう雨うがあったものな……」

　東京は、いまだにちょっと雨が降ると増水して、周辺の住宅に浸しん水すい騒さわぎを起こす川があるのだ。そんなことで面めん倒どうが起こっているのだろうと、両毛警部は想像してしまった。

「しかしな、バーン殿どの？　このガベットゲンガー、どのくらいの距きよ離りを飛べるのか？」

　成田主任は、道路の真まん中なかに立ちつくしている巨きよ人じんを見上げて聞いた。

「バーン殿っ！」

「あっ？　なにか？」

　バーンは、コックピットで、工く藤どうさんの奥おくさんからもらった中古の携けい帯たい液えき晶しようテレビを手にして、その使い方を調べていたのだ。

「貴公のこの機械は、どのていどの距離を飛べるのですか？　そのテレビの使い方は、あとで教えて上げますから！」

　町田巡じゆん査さは、優しい。

「ああ、それなりに飛べるはずだ。オーラ・バッテリーのチャージは、ちゃんと行なわれているからな」

「……つまり、彼の世界とここと違ちがうようですから、試すしかないんですよ」

　町田巡査が、ふたりの上司に解説する。

「フム……」

「それに、これは実戦用でしょう？　百キロや二百キロ飛べないで、実戦に使えるわけないでしょう？」

「そりゃ、そうです。町田君のいうとおりです」

　成田主任は、ガベットゲンガーを目まのあたりにして、若い警官のいうことを頭から信用した。彼は、もう完全にガベットゲンガーを捕ほ獲かくして、日本のものにすると思い込んでいる。

「……あれっ!?」

「こんな時にっ！」

　警官たちは、一いつ般ぱん車両がくだってくる音に、あわてる。

「どうする!?」

「道路封ふう鎖さしろっていったでしょう！」

「ここは脇わき道みちがないんですよ……無理でしょ！」

「映画！　映画がいい！　撮さつ影えいやっているんだって言え！」

　言い合っているあいだに、車がくだってきて、ヘッドライトの光が、ガベットゲンガーの背中を照らし出してしまった。

「…………！」

　バーンは、警官たちがあわてふためいて、その車のほうに走り出したのを見やって、しぶしぶ携けい帯たいテレビを紙かみ袋ぶくろにしまいこむ。ちゃんと絵がうつる道具には思えなかったが、ともかく使い方を習ってからだと決心したのだ。

「交通整理だ！　いいかっ！　映画だぞ！　そういう風に芝しば居いするんだ」

「は、はいっ！」

　バーンは、彼らのあわてぶりから、軍隊とか官かん僚りよう組織の連中のやることは、どこでもおなじだと思った。一いつ般ぱん人じんには、なにも知らせずに事をすまそうという姿勢である。もちろん、悪いことではない。必要以上に、一般人に心配をかけないですむなら、それはそれで役人の任務といえた。

　バーンは、町田巡じゆん査さが「左に寄って、ぶつけないでよ」と車を誘ゆう導どうするのを見て、ガベットゲンガーを、もう少し道のどちらかに寄せておくべきだったと後こう悔かいした。

「なんなの!?」

　車の運転手が、窓から身を乗り出してきく。

「いいから、いいから！　仕事なのよ」

「こんな夜中に？」

「お巡まわりさんは、大変なんですよ」

　ふたりの巡査も、こういうときには度胸がすわるようだ。一般人にたいして、恫どう喝かつすべき時は恫喝するし、へりくだるべき時にはへりくだることができる。

「…………！」

　バーンまで迷めい惑わくをかけたという気分になって、通りすぎていく車に、ペコリと頭を下げてしまった。

　その心情のどこかに、まだ地上世界の文物にたいする驚きよう嘆たんの余よ韻いんがのこっているからかもしれなかったのだが、見上げた運転手は、とても愛想の良い笑顔をバーンにかえして、

「大変だねぇ！　頑がん張ばってよ！　……なんていう映画なの？」

　最後の質問は、パトカーの背後にたつ成田主任へのものだ。

「そんなの映画会社に聞きなさい！」

「はい、はい」

　車が行ってしまったので、両毛警部は、パトカーのマイクを取り出して、

「イリマ基地と電話で連れん絡らくがとれるようにしておいてくれ。相談があるとな……事情は直接話すから、受け入れ態勢をとれというんだ……携けい帯たいをつかえ!?　そういうことができないから、面めん倒どうなんだよっ！　あっと……、なんの受け入れを要よう請せいするんだ……？」

　両毛警部は絶句して、成田主任やら町田巡査のほうに顔をむけたので、ヘリコプターとでもしておこうと衆議一決して、そう本署に連絡してから、

「バーン殿どの……！　では、移動してもらいましょうか？」

「こまかい事情はわからんが、その場所に行けば、騒そう動どうは起こさないですむのだな？」

「少なくともここにいるよりは安全だし、君が知りたい情報も手にはいるだろう」

「了りよう解かいしたが……どうやったら行けるのだ？」

「地図が読めれば問題ないといいたいが、夜だし、地形は知らんだろう？」

「わたしにとっては、ここは未知の世界である。どなたか同道していただきたい。すわれはしないが、コックピットには、ふたりは立って乗ることができる」

　バーンは、泰たい然ぜんといった。

「じゃ、あたしが、道案内しましょう」と、成田主任が率先して乗り出してくれば、「まだ十分に明るくないんだ。空から地形を読むのは難しいぞ」と、両毛警部が牽けん制せいする。

「ぼく土と地ち勘かんがありますから、行きます！」と、村野巡じゆん査さが割りこんでくる。

「君は非番なんだろう？　もう寝ねなさい、寝なさい」

　成田主任は、自分が乗りたいものだから、若い巡査を押おしやるのだが、両毛警部がそれを制して、

「いや、自衛隊に話をつけるには、自分のほうが良かろう。成田主任は署にもどって、警視庁と連絡やら自衛隊との接点をつくってくれたまえ」

「しかし……！」

　こうなると役職の上のほうが強い。

「いいな？　町田君、面倒だろうが、道案内を手伝ってくれ」

「はーいっ！」

「俺おれ、乗りたいな」

「わたしは、乗っていない」

　町田巡査のうしろで、村野巡査と成田主任が口を尖とがらせる。

「これは、遊びじゃないんだ。アメリカ相手の危険がともなう仕事なんだ」

　両毛警部の一いつ喝かつですべてがおさまって、それから数分後、ガベットゲンガーは、両毛警部と町田巡査をのせて、そこを離り陸りくした。

　成田主任の運転するパトカーと村野巡査のバイクは、うらめしそうに山間部の道路を水しぶきを蹴けたててくだっていく。

　ガベットゲンガーは、東の空がかすかに明るさを帯びているなかを、高圧線のラインにひっかからない高度ギリギリに、北東にむかって一直線に飛行していった。
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　その少し前、ガラリア・ニャムヒーは、肌はだ寒ざむさを感じて目覚めた。

『……しまった!?』

　本来、寝ねていられるような情じよう況きようではないのに、ちょっと感傷的になってカットグラのコックピットにすわったのがいけなかった。ひどく疲つかれた、と感じたときには眠ねむりに落ちていた。

　だから、目が覚めたとき、五、六分、目をつぶっていただけという感じだったのだが、半分開け放したままのハッチの扉とびらの外が、明るくなりはじめているのを知って愕がく然ぜんとした。

　けむって暗かったはずの空には、うすいオレンジ色の光がうかんで、あの絢けん爛らんとした光をなくした石造りの建造物は、鋭えい角かく的なシルエットを浮うき立たせていた。

　オーラ・ロードにのったことが、体力と気力を消しよう耗もうさせていたのだとわかっていても、ひどいものだと自分の脆もろさに唾つばしたい気持ちにかられる。

「…………！」

　身体からだを起こしながら、地上世界の灰色の建造物と、そのあいだの隙すき間まのようなあいだの底をはしる光の正体が車だと確認しながら、ガラリアは、カットグラの周囲に厭いやな気配……敵の存在……をさぐり、自己嫌けん悪おに身を任せている暇ひまはないといいきかせる。

　革かわ鎧よろいと身体のあいだに忍しのびこむ冷気を媒ばい体たいにして、周囲の風景のなかに敵の存在を感知しようと、意識と五感を集中させるのだ。

　足元のヘリポートの周囲にある電気の光の生せい彩さいさを失ったビルの群が、薄うす闇やみのなかの視界をさえぎり、その足元は白くガスっている帯がたなびいているのを、視覚に認識させる。

　ガラリアは、この時になって、この世界はジョクから聞いていた以上に、彼女にとって穏おだやかな気配につつまれている世界だと実感できた。そうでなければ、こうもグッスリと眠ったりはしないはずなのだ。

「しかし、朝になった。人は起きる。どうする？」

　革鎧の下のセーターの襟えりをあげて、そう考えられたとき、ガラリアは知らない場所では、なにをしたらいいのかと考えようとしても、すぐになにも思いつけない自分、目的意識をもてない自分を、痛いと感じた。身体も痛がっている、と……。

『どうしたらいいんだ！　ジョク！』

　叫さけびたかったが、人ひと気けがないといってもそんなことをしていい場所ではないと感じるのは、石の塊かたまりに見える構造物の堆たい積せきした街が、膨ぼう大だいな人々が眠る場所であるとわかるからだ。

　これだけの建築をした人々が、これだけの容量を必要として、ここに眠っているとわかる空間……その存在を実感するから、叫べない……。

『ジョクは、よくやってきた……』

　はじめて、そう実感できた。

　バイストン・ウェルのコモン界なら、知らない場所で知らない言葉をはなす土地でも、どこかに共通する空気があると思い出せる。しかし、今いる場所の違い和わ感かんは、穏おだやかであっても、決定的に異質なものを感じてしまうのだ。

　具体的には、どういうことか、なにひとつ指し摘てきできないのだが、たんに空気が違ちがうというようなものではなかった。もっと、生理を刺し激げきするなにかが、微び妙みようにズレているのだ。

　こんな世界で暮していたジョクが、ガラリアが感じられるようになった違和感とも戦って、バイストン・ウェルのコモン界に落ちても、日ならずしてオーラバトラーを駆かり、ガロウ・ランや強きよう獣じゆうと戦い、ついさっきまで暮らしていたのだと思い至る。

　この現実とあの現実……。

　そのふたつの世界の体験を潜くぐり抜ぬけてきたジョクは、今になって、凄すごいものだったのだと実感して、ガラリアは、今は自分が放り込まれているこの事態のなかで、自分になにができるのか、と自問する。

　しかし、それを考えてしまえば、怖こわくなりそうだったので、考えるのをやめた。

「やってみてのことだ。駄だ目めでもともとだろうから！」

　そう自分に言い聞かせると、ガラリアはオーラ・エンジンを始動させた。

　その振しん動どうと音おん響きようは、コモン界で感じる以上に元気を喚かん起きされるようで、それに身を包んでいれば安心もできた。

『……なんだ!?』

　常に死を想定していなければならない戦士であるはずなのに、カットグラの機動音とその振動は、カットグラが武む者しや震ぶるいをしていると感じられて、危機意識を払はらいのけられる。

「そうかい!?……この世界には、オーラマシーンなどなかったというぞ。ジョクもショットもそう言っていた！　オーラマシーンやオーラバトラーをこの世界でつかえるなら、革新的な兵器になるとっ……！」

　ガラリアは、突とつ然ぜん、示じ威い運動をして見せる価値があるのではないかと思いつく。対策などはそのあとで考えればいいのだ。軽率ではあっても、そうでも考えなければ、なにもできないだろう。

「……フフフ……！　金かね儲もうけさえできるといっていた！」

　強がりである。

　戦士たる使命も義務も承知しているはずのガラリアだったが、異境の地に転がり込んでしまえば、死を現実の問題として捉とらえることができなくては愚ぐ鈍どんである、という騎き士しの認識などに捕とらわれているわけにはいかない。

　地上世界でも特異な兵器になり得るのなら、絶対的に有利な立場を獲かく得とくできるのではないか、とさえ思いつけた。となれば、その方法をさぐっていくことが、実じつ践せん的対処能力になる。

　さすれば、騎士である以上に、オーラバトラーのパイロットとしての成果として、目にしているこの世界の文物のひとつもアの国に持ち帰って、コモン界の文明の進歩に供することぐらいはできるはずなのだ。

　元気が出た。

　シュルッ、キュルルル……。

　その音は、オーラ・エンジンがきわめて順調だ、とガラリアに教えてくれる。良質の食事を摂とったあととか、水車がほど良い水量に機き嫌げん良くまわっている状じよう況きように似ていた。背中の四枚の羽根のうちの一枚が損傷しているのが、ガラリアの美学に反してはいたが、それも良いと思える。

「…………!!」

　浮ふ上じようした。

　足下の高層ビルの群がふわっと縮小して、地面と思われる面がガラリアの視界にとらえられる。まだ朝の光の陰かげになっている道路には、ヘッドライトを点ともしている車が、速度違い反はんをして驀ばく進しんしている姿が凶きよう暴ぼうに見えた。それは、厭いやな光景ではある。

　ガラリアは、カットグラの機体を縦の姿勢のまま百八十度回転させて、ほんのりとした朝の光に浮うかび上がった巨きよ大だいな人工物の林立している都会の景観に、

「こりゃ、住めないねぇ……本当に、このなかに人が住んでいるのかい？」

　色とりどりの電気の光しか見えなかった夜の光景と、いま見る印象は本質的に違ちがうもので、地上世界の人々とは、聖戦士になり得る人とコモン界では信じられているのだが、こんな環かん境きようから、そのような人が輩はい出しゆつされるとは想像しにくい。生気がないのだ。

「こりゃ、墓石の行列とおなじゃないか……！」

　ガラリアは、ようやくもうひとつの感かん触しよくを表現する言葉を思い出せて、ますます楽になる。

　ガラリアは、カットグラを西にむけた。

　ゆうべいた海の方向を嫌きらったのは、ラース・ワウが内陸部にあり、そのような地形に慣れていたからだろう。




　その飛行する姿を、明け番直前のパトカーの一台が発見したのは、昨夜、正体不明の飛行物体がアリス・ランドから飛び立ったという情報が、警視庁の通信指令センターからはいっていたからである。そうでなければ、パトカーの警官たちは、空を見上げることなどはめったにしない。

　このパトカーからの報告によって、警視庁の通信指令センターは、アリス・ランドの警備員の証言がウソではないらしいと思える第二報を、ようやくうけたことになる。

「巡じゆん回かい中の全パトカーに指令！　人ひと型がたの飛行物体、もしくは、風船と思われるものを目もく撃げきしたら、その進路を逐ちく一いち報告せよ」

　その指令は、東京の西部一帯をパトロールするパトカーに発せられる。




　チャム・ファウが目覚めたのは、十分に眠ねむったからというわけではないのだが、だからといって、この短い睡すい眠みんで不満はなくて、とても満ちたりていた。

「……ヌモッ！」

　タオルケットの重さのせいで目が覚めてしまったので、チャムは、腹いせにそれを蹴け飛とばしながら、羽根と肘ひじに力をこめて上体を起こす。が、部へ屋やが違ちがっていることにギヨッとして、ぐるりを見まわしてから、知っている匂においが充じゆう満まんしている部屋だったので、安心する。

「うっ、うおーっ！」

　別にとりたてて大きな声でもなく、かといって遠えん慮りよする気もない。チャムは、大きく伸のびをして、羽根も震ふるわせながらソファから飛び上がって、

「えへっ!?　へへへ……！」

　ジョクがちゃんとベッドに眠ねむっているのを見つけて、自分が感じたことがまちがっていなかったのに満足すれば、そのジョクのすなおな寝ね顔がおに嬉うれしくなって、ついつい笑顔になってしまう。バイストン・ウェルの世界で戦士として見せていた時とはちがうあどけなさに、心臓がドキドキしてしまうのだ。顔中を舐なめてやりたくなるし、撫なで撫なでもしたい。

「……えへへーっ！」

　チャムは、あらためてこの部屋にあるものすべてが、見知らないものばかりなので感心する。

　こういうとき、チャムは両りよう腕うでを組んで、空中の一点で身体からだを三百六十度まわしてしまう。そんなポーズは、意識してやられれば可愛くないのだが、幸いなことに、本人の好こう奇き心しんととりあえずは部屋を観察する意識が先行しているので、許せないではない飛び姿になるのだが、本人が気にいっているポーズであることは、誰だれが見てもわかってしまう。

　パソコンのセットやら色とりどりに見える本……その紙質と印刷、製本のきれいさは、コモン世界では見ることができない。それがならんでいるデスクの本ほん棚だなに飛び降りて、その隅すみの、ななめに立てかけられた雑誌に手をかけてみる。

　表紙がきれいなお姉さんの写真で、表紙のあいだに見えたパソコン機器の広告ページに淡あわくいろいろな色が見えたので、そのページをめくろうとする。

「なになに……」

　表紙を押おしやってみて、四角い白い箱と、その背後を彩いろどる数十の色が乱らん舞ぶするページの美しさに、「アレー、まーっ！」と、感かん嘆たんの声をあげる。

　しかし、ならんでいる四角っぽい文字には唸うなってしまう。チャムは、どこの文字も読めないので、文字そのものの意味などはどうでもいいのだが、それでも、漢字とひらがなという日本の活字は、硬かたすぎながらもフニャフニャして見えるのだ。が、アルファベットと数字には、共感がわく。

「やっぱり……いろんなものがいっぱいある……！」

　表紙から手を離はなしたチャムは、まわれ右をして窓のほうに飛ぼうとしたので、表紙を開けられたままの雑誌が、寄りかかるところがなくなって落ちてしまう。

「ウムッ！」

　まともに顔に雑誌をぶつけられたジョクは、唸き声をあげて飛び起き、雑誌のせいだとわかると、またドタッとベッドに横になりながら、部屋の壁かべ掛かけ時計に目をやる。眠ねむ気けが覚めないので、時計に焦しよう点てんをあわせようとして、

「チャム！　どうしたんだ？　こんなに早くから……？」

「寝ねてな、寝てな！」

　レースのあいだを押おし開ひらいて、窓ガラス面をなぞるようにしながら、チャムはお姉さんらしい気分になってそう言うのは、触さわってみたガラスがなんとかなると思えたからだ。

「お前が、勝手にこの世界で飛びまわったら、大変なことになっちまうから、可か哀わい想そうだけど外には出さないよ……」

　ジョクはタオルケットを肩かたまで引きあげて、寝がえりをうつ。

　チャムは、そんなジョクを相手にせず、窓ガラスの汚よごれの濃こさから、ちょっと蹴け飛とばせばガラスなど破れてしまうだろうと思って、窓ガラスから離はなれていく。

　あまりにも平らなガラス面に見えたので、チャムは蹴破れると思ったのだ。コモン界のものは、凹おう凸とつがあって歪ゆがんでいるのがほとんどだから、アルミサッシのガラスは薄うすいと思う。

「このーっ！」

　数メートルという距きよ離りをダッシュしたチャムは、思い切りガラスに激げき突とつしたのだから、堪たまらない。チャムは、絶ぜつ叫きようとともにジョクのベッドの足元に軟なん着ちやくしてしまうのだが、足は痺しびれて、痛い。

「ヒーッ!!　脚あしが壊こわれたあっ！」

　頭の芯しんまで激痛がきたのだろう。脚を抱だいて、羽根も身体からだもタオルケットの上で悶もん絶ぜつする。「もう少しだけ寝かせてくれ。そうしたら、紐ひもでくくって外を飛ばしてやる」

「……いいのよ。ジョクは、寝ていなさいっ……！」

　いつもオーバーな演技をしてしまうチャムが、ここでは、まったく違ちがう反応をした。ジョクの立場を慮おもんばかってのことなのだが、性格が変わったのではないかと思えるほどだ。

　両手では大だい腿たい部ぶをこすって痛みをやわらげ、両足を脚同士でこすりあわせながら、アルミサッシの窓にむかって飛び上がっていった。そして、窓ガラスに対決する姿勢をとっていく。

　睡すい魔まのなかにいるジョクは、うっすらと目を開けて、そのチャムを見るともなしに見ていたが、

「今度こそはぁ……！」

　チャムは、今度は前よりも勢いよく正確に、正面からガラスに突とつ撃げきするつもりになって、身構えると、

「……本当に怪け我がをするぞ……」

　ジョクは寝ぼけ眼まなこの声のまま、ベッドから起き上がると、チャムの気勢を殺そいでやって、レースのカーテンを開いて雲の晴れた朝の光を見やって、

「このガラスは、コモンのものよりずっと強いんだ。チャムには蹴破れない……」

　と、部屋のドアのほうにむかう。

「そんなに丈じよう夫ぶなのか？」

「すべすべしているけど、頑がん丈じようなんだよ」

　ジョクはボンヤリしたまま部屋のドアを開けてしまったので、チャムに先に廊ろう下かに出られてしまう。

　そこには、朝のじっとりとした冷気があって、ジョクは廊ろう下かの右手のトイレの木戸を開きながら、左手の階段のほうを気にする。そちらには、杏耶子と俊一に貸している部へ屋やがあるのだが、襖ふすまはきちんと閉じられていた。

「……どうしたんだ？　何かあるのか？」

「……!?　知らないよ？」

　ジョクは、トイレに足を踏ふみ入れながらも、階段のほうを気にするチャムに聞いたのだが、チャムは、ジョクの質問の意味がわからない。ジョクは、チャムを廊下に出したからといって、外には出られないだろうと思ったのは、尿によう意いが先にたったからだ。

「ここには、お前みたいなのはひとりもいないんだから、誰だれにも見られちゃいけないんだ。いいな？」

「仲間がいないからね？」

　そのチャムの返事を聞く間もなく、ジョクはトイレの木戸を閉じる。

　チャムは、階下に降りる階段の上の欄らん間まの花鳥の彫ほり物もののすきまから、ゆうべ会った男の匂においがしたので、十畳じようの暗い部屋はのぞかず、階段の空間を階下に降りていく。

　玄げん関かん先の広い空間を、左に曲がって飛んだ。うしろには、台所と応接間などがあるのはわかっていた。

　廊下のカーテンがさがったガラス戸が左に、右には白い紙が貼はられた壁かべがつづいていた。その廊ろう下かの突つき当たりには、二階とおなじ木戸があって、その右が曲がり廊下になっていて、そのむこうの左のガラス戸が開いていた。外気がそこからはいっていた。

「あらま……！」

　外の光が忍しのび入いっている右手の紙の壁が開いていて、そこも部屋があって、座ざ敷しきの中央に敷しかれた布ふ団とんの上に、老ろう婆ばがひとりすわっていた。

「モアイのおばあちゃん!?」

　一いつ瞬しゆんそう見えたのは、本当にクスタンガのいっぱいのお母さんたち、モアイたちを見たと思ったからだ。が、そうではなかった。

「ハイ？　おはよう……どちら様で……？」

「ジョクのおばあちゃんですか？　おはようございます」

「ハイ、そうですよ」

　チャムは、廊下の冷たい板の上にきちんとお膝ひざをして、手を前につく。

「チャム・ファウと申します。おばあさん」

「それはそれは、よくきなすった」

「朝の空気を吸いに、外に出たいのですけど、よろしいでしょうか？」

「そりゃあ、あなた、いいものですけどね。でもねぇ、悪さをする子がいるから、ちっこいあんたは気をつけなくっちゃぁ、なりませんわな」

「お気を遣つかわせて、申し訳ありません。すぐに戻もどってまいります」

「そうおしなさい。チャムちゃん」

「いってまいります」

　ジョクのおばあちゃんにご挨あい拶さつをしたチャムは、ブーンと庭に飛び立っていった。

　朝の空気は、ハンダノのような緑の香かおりはうすいものの、それでも、チャムを満足させるものだったので、背中の羽根は、精せい一いつ杯ぱいクンと伸のびているように感じられて、気持ちがいい。

　光をます天をめざすように、ジョクの家の防風林にそって飛んでから、五十メートルは上がってしまった。

「ヒャーッホー!!」

　東の空に低く雲がのこっているものの、西のほうには遠い山脈が連なり、三角の形の整然とした山が、そのてっぺんに朝日をうけてピンクに輝かがやきだしていた。富士山なのだが、残念なことにチャムはその名前は知らない。

「あたしみたいにきれいだな！」

　そう納なつ得とくできれば、じゅうぶんなのがチャムである。あらためて、そこからの四方を見まわすと、相談しておいてもこれほどぴったり合うことはないというタイミングで、明るみを増した東の空に、飛行するものの影かげを見つける。

「あらっ!?　ここにもオーラバトラーがあるんだ！」

　チャムは、空を飛ぶ物体といえば、オーラマシーンしか知らないのでそう思い、それが接近して来るように見えれば、シルエットが、まちがいなくオーラバトラーだとわかり、

「バーンか？　ガラリアかな？」

　ジョクに教えようと思ったが、ジョクがすぐに飛べるものでもないのは知っていたから、チャムは、グンと高度を上げていった。

　その間にも、飛行するものは急速に接近してくる。

「ガラリアのオーラバトラーだ……！」




　ガラリアは、レーダーにキャッチされるのを嫌きらって、低空を飛んでいたわけではない。そのような話はショットから聞かされてはいても、実感のないガラリアは、コンタクトする相手を捜さがしながらも、あまりにも無防備に見える都市の景観に目を奪うばわれて、飛行していた。

　ぐんぐんと高度を上げたチャムは、高度二百メートルといったところで、ガラリアのカットグラの正面、やや上という位置に到とう達たつできた。

「アヘーッ！　ハッ、ハッ……！」

　一気に上がったので、かなり息が切れ、羽根を開いたままいったん羽ばたきをとめて、滑かつ空くう姿勢になり、呼吸を整える。

　が、その間もじゅうぶんにないまま、ガラリア機が迫せまっていた。

　チャムは、ジョクに知らせなければならないし、ガラリアの目的も知りたいという思いにかられて、両りよう腕うでをひろげるだけになる。

「どこに行くのっ！　ガラリアっ！」

　チャムの絶ぜつ叫きようもガラリアには聞えはしないし、その小さな影かげを認めることもない。なにしろ、ガラリアは下界を見ているのだから。

「どこに行くのさっ！」

　接近するガラリア機のオーラ・ノズルの噴ふん出しゆつ音おんがきこえる距きよ離りにくると、チャムは腰こしをひいて身構えてしまい、迫せまるカットグラの頭を睨にらみつけて、次には、飛びかかっていった。

「…………!?」

　バフーッ！　と、カットグラの機体が通過して、その羽根の震しん動どうがおこす気流の乱れに、チャムの身体からだがまきこまれ、機体に引き寄せられる。チャムは、全力でその気流に逆らうように羽根を震ふるわせて、機体にしがみつくようにするのだが、一度、カットグラの腰にぶつかり、そこから、乱気流に押おしつけられて、機体にそって吹ふき飛とばされると、膝ひざのうしろの窪くぼみに摑つかまることができた。身体が、窪みにはまってしまったのだ。

「うっくっ……!?」

　そうなれば、下に回り込んで、自分の羽根の勢いを踏ふみ台だいにするようにして、カットグラの大だい腿たい部ぶのゴツゴツした装そう甲こうに手を貼はり付けて、ジリジリとカットグラの股こ間かんをめざす。

「どこに行くんだ！　こいつ！」

　チャムはしがみついたからには、ガラリアの行く場所を探るつもりになるから、自分が飛び出した場所はどこかと、背後を見下ろしてみる。

　が、田無の電波塔とうと青お梅うめ街道の筋が眼にはいっただけだ。しかし、方位というか、見た目の景け色しきというものは、本能的に識別している。

「うっと……！　ガラリアはっ！」

　チャムは、カットグラの脚が前後に動き、手にした楯たてとフレイ・ランチャーまでが交こう互ごに動き、腕うでを開いたりしたのを見て、

「こんなところに来てまで、遊んでいるんだから……！」

　ガラリアがそういうよゆうをもっていると勘かん違ちがいして、チャムは怒おこったのだが、ガラリアは、都心から郊こう外がいに出て、ようやくカットグラ全体の動きをチェックし始めたところなのだ。

　チャムは、カットグラの腰まわりの装甲のデコボコを利用して、胸の扉とびらの下にたどりつき、装甲越ごしにガラリアの姿をうかがうことができた。その扉の装甲は、マジックミラーのように、中からは透すけて見えるのだが、外からだとよほど良い角度でないと、中を見ることはできない材質でできていた。

「ここは地上世界なんだよ！　こんなところでウロウロしていると危ないのに、どこに行こうというのっ！」

　チャムは、ハッチの扉を叩たたきながら怒ど鳴なってみた。




　機体の稼か動どう状じよう況きようを確認する作業をはじめていたガラリアは、神経を立ち上がらせていたので、その小さなチャムの声、というよりも、ハッチのかすかな振しん動どうに気づき、

「なにっ!?」

　コンソール・デッキの下といったところの、ハッチのむこうに、眉まゆ毛げを逆立てたミ・フェラリオが見えた。ハッチを叩たたいて、なにか叫さけんでいる。

　一いつ瞬しゆん、バイストン・ウェルに戻もどってしまったかと、思わないではない。

「……どこへ行く！　仲間はどこだっ！」

　チャムにすれば、ジョクのために情報のひとつも収集したいという気持ちが働いているので必死なのだ。が、ガラリアにすれば、最近のジョクとチャムの関係などは知らないので、地上世界に紛まぎれ込んでしまったフェラリオがいるのか、ぐらいに思う。

　とすれば、唾だ棄きすべき存在であるミ・フェラリオでもなにか手がかりになるものを知っているかもしれないと思う。

　おしゃべり、告げ口、噂うわさ話ばなしをもちこむ面めん倒どうなものが、フェラリオである。でなければ、酔よっ払ばらうぐらいしか知らない連中なのだ。

「フェラリオかっ!?　なんでここにいる！」

　ガラリアはハッチを開こうとしたが、飛行している時にハッチを開閉するのはかなり面倒で、背中を進行方向の逆にむけるか、ホバリングの状態にして、コンソール・パネルの横からまわりこんでハッチの扉とびらを開くしかないのだ。

　扉に指一本ていどの隙すき間まを開いて、一度固定できる。と、

「バーンはどこだっ！　どこに行くのっ！」

　人形のようなものが鬼おにのような形相をみせて、そう叫んでいるのが聞えて、ガラリアはギョッとした。

「なんでそんなことを聞くかっ！　バーンとあたしを知っているとは、どういうフェラリオだいっ！」

　ガラリアがシートにもどってしまったのは、嫌けん悪おすべき存在であるミ・フェラリオだからなのだが、地上世界ではじめて見るバイストン・ウェルのものに、ガラリアは迷った。

「ここは地上世界なんだ。教えてくれないと、地上世界の天てん罰ばつがくるぞっ！」

　チャムの生意気な言葉に、

「しゃらくさいっ！」

　ガラリアは、楯たてを装備したほうのカットグラの腕うでを動かして、チャムを摘つまもうとした。

「……どこに行くのっ！　教えなさいっ！」

「こいつ、ジョクを知っている奴やつか!?　奴は、フェラリオなどといるのか!?」

　ガラリアたち騎き士しレベルでは、承服できる人間関係ではないので、その可能性を否定したかったのだが、それでも、そのフェラリオの言葉全体からわかることは、自分とバーンのことを敵対視しているということだ。

「…………!!」

　ガッ、キューン！　カットグラの指がはしり、一瞬、チャムの身体からだにカットグラの指が触ふれたように見えたのは、ガラリアの操作が秀すぐれているからだ。

「うっ!?」

　チャムの両手が、カットグラの機体から離はなれ、体勢を立て直そうとしたときに、カットグラの指が、もう一度迫せまるのがチャムに見えた。

「くっ！」

　膝ひざを胸に抱かかえこむ。風圧が、小さなチャム・ファウの身体からだを巻き上げて、カットグラの指は空を切った。

「あっ!?」

　今度は、ガラリアがあわてた。視界から小さいフェラリオの姿が、消えてしまったのだ。

「……どこだ!?」

　カットグラは、滞たい空くうするようにした。




　そうなれば、そのガラリアのカットグラの動きは、地上を走行するパトカーから目もく撃げきされても、不思議ではない。このとき、旧所ところ沢ざわ街道を移動していた警官も、警視庁の通信指令センターから警告をうけていたので、ガラリア機を発見できた。

「……人ひと型がたの風船が浮ういています！」

　その目撃情報をうけて、警視庁の通信指令センターのスタッフは、それが風船かそうでないかの確認を急がせる。

「風船で、まちがいないんだな!?」

「いや、ちょっと待って！　あの動きは風船じゃありません。アニメに出てくるロボットみたいに動いている。それが空を飛んでいるんですっ！」

「飛行機みたいにかっ！」

　センターの問いかけに、所沢街道を走っていたパトカーは、停車した。

「いや！　どっちかというとヘリコプターだ。そんな感じで飛んでいる。ああ、木で見えなくなっちまった！　えーっと、北かな、北西って方向に飛んでいった。ほかのパトカーに照会してくれ！　どうぞっ！」

「正確な場所を教えろっ！」

「ええっ……ここは……？」

　ともかく、警視庁の通信指令センターでは、アリス・ランド以来三度目の、しかも正確な目撃報告に色めきたった。

「人型風船は、西東京市の田無区から小こ平だいら市に移動中の模様！　各パトカーは、その発見に努めよ」

　ガラリア機は、ついに、警視庁の監かん視し網もうに引っかかったのである。




　撥はね飛ばされるように高度を下げたチャム・ファウは、さすがに、ジョクのいったことが気になったのと、カットグラに歯が立たないことがわかって、ジョクの家にもどる決心をした。

「…………！」

　同時に、ガラリア機に追いかけられるようなことはしてはならない、という頭は働いたので、チャムは、ガラリア機がかなり高度をとっていくのを見届けた上で、自分が上じよう昇しようしてきた角度をなぞりながら、東にむかって右に左にと高度を下げていった。

　チャムは、コモン界にはないような大きな道路や、大きな電波塔とう、それに隣りん接せつするファミリー・レストランの派手な看板を目印に、ジョクの家に降下することができた。

　しかし、アスファルトの四車線道路を驀ばく進しんする車の群を見るのは、はじめてなのだ。

　ホッと息をつくと、関心はそっちのほうにいってしまう。

　チャムは、いったんジョクの家の林を確かめると、どうしても、その道路を塊かたまりになってはしる車を見ないではいられなくなった。明け方に東京にはいる主要道路の車の量が、なまじでないことが、チャムを誘ゆう惑わくした。

「チョットだけだよ」

　チャムは、ジョクの家の屋根に手を振ふってから、派手なファミリー・レストランの看板のほうに飛んでいってしまった。
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　ガラリアとチャムの接せつ触しよくする少し前に、ガラリアがむかう空域を横切るようにして、バーン・バニングスは、ガベットゲンガーを入いる間ま駐ちゆう屯とん地ちにむかわせていた。

「本当に行きつけるのか？」

　バーンは、町田巡じゆん査さが懐かい中ちゆう電灯の光のなかで地図と地形を見くらべ、両毛警部は、泰たい然ぜん自じ若じやくとして空の景け色しきを楽しんでいるようすに、不安になっていた。

「結構、山や林があるもんですねぇ。道路とビルだけだと思っていたけど…あれが多た摩ま川がわでしたね？」

　町田巡査は、地図と景色を照合するのに必死である。

「そのはずだ。右の暗いところが横田基地のはずだ……バーン殿どの。もう少し北によって高度を下げないと、米軍のレーダーに探知される」

「この世界は、高いものが多すぎる……」

　バーンは、多少イライラしてきた。コモン世界の地上からうけるプレッシャーにくらべれば、何十倍も気をつけなければならないものが多くて、美しいものに見えていた車の光の列も、わずらわしいものになっていた。なによりも、それらの車が停とまったり走ったりを繰くり返して、整然と移動していないのが神経を苛いら立だたせる。

　夜明けの光が、横になびく雲間にあらわれて、地平線を浮うき立たせてくれたことが、有視界飛行をつづけるバーンに、ただひとつの救いである。

「成田君は、イリマにちゃんと説明してくれているんだろうな？」

「イルマですけど。……あ!?　小さな湖みたいな池が見えてきます。そのむこうが目的地です」

「そうか……池だな？」

　バーンは、町田巡査の意識を明めい瞭りようによみとって、その貯水池を右に見るようにして、ガベットゲンガーを飛行させる。

「……主任がちゃんと基地に連れん絡らくしてくれていなければ、ぼくら撃げき墜ついされるんですかね？」

「ああ!?」

　町田巡査が、両毛警部の不安を煽あおるようなことを言ったので、警部はドキッとする。

「入間に戦せん闘とう機きがいるのか？」

「さあ……。首都防衛の基地でしょう？　ナイキぐらいあるかもしれない」

「冗じよう談だんいうんじゃない。そういう基地ではないはずだ」

「そうですか……ならいいんだけど……ヤバイなぁ……」

　日本が平和すぎるのが、こういう会話を成立させるのであって、結構なことといえよう。

「あそこだ！」

　街の光の点在するなかに、区切ったような暗い区画を町田巡査が指差して、バーンに教える。

「そうか……成程。ヨコータのベーグンとおなじだな。周囲の光のぐあいと違ちがう」

「あそこだって、飛行機が降りるんだろう？　なんで、誘ゆう導どう灯とうをつけておいてくれないの？」

　両毛警部は不服そうだった。

「信じちゃあいないんですよ。航空自衛隊の連中は……」

「まちがいないんだろうな？　横田のほうじゃないよな？」

「だって、方向はまちがっていないでしょ？」

「空の感覚っていうのは、まるっきりちがうからな……ねぇ？　バーン殿どの？」

「うむ……イルマとヨコータというのがどのていどの距きよ離りか知らんが、ラース・ワウとマウンテン・ボンレスをまちがえたバカ者はいるな」

「…………？」

　固有名詞は、どのような場合であれ、それを知っていないかぎり通じないものである。警官ふたりは黙だまるしかなかったし、その点については、バーンもおなじなのだ。

「見えた！　コントロール・タワーの光だ！　このまま接近して下さい。光が四角っぽく見える高いものが、ポッと建っているでしょう」

「ポッか？」

「そう！　ポッ、です。横田なら、暗いところがもっと広いですよ」

「そうだろうな……米軍が使っているんだからなぁ」

「そのベーグンというのか？　それとジエータイとどう違ちがうのか？　騎き兵へい部隊と歩兵部隊の違いなのかな？」

「ああ、違います。違います。アメリカって国がありましてね。その国の軍隊が常じよう駐ちゆうしているんです」

「アメリカはショット様の国だ。それが日本に駐ちゆう留りゆうしているのか？　ジョクとショット様が一いつ緒しよに戦っているのか？」

「…………？」

　またも警官ふたりは黙らざるを得ない。米軍イコールアメリカと説明していないことには、気づいていない。その間にも、周囲の街の光とは明らかにかけ離はなれた暗い地域に、バーンのガベットゲンガーは接近していったが、管かん制せい塔とうの光はついてはいても、バーン機を受け入れる気配が見えないのは、一本だけの滑かつ走そう路ろの誘ゆう導どう灯とうが地面の色のままであるのでわかる。

「…………？」

　バーンの鉱石無線は、激しいノイズがはいるだけで、まったく用をなしてはいない。

「……ひどい無線だな？　それでも使えるの？」

「我が国が発明したものだ……」

　バーンは、若い町田巡じゆん査さの言葉に自尊心を傷つけられたが抗こう弁べんはしない。すでに、地上の文物のかなりのものを見せられていれば、これも黙だまらざるを得ないのである。

「こういうものも欲しいのだ。我が軍に……」

「わかりますよ。オーラバトラーがこうで、無線がそうじゃ、バランス悪いものね。戦せん艦かん大和やまとの大たい砲ほうがレーダー照準できたら、沖おき縄なわのアメリカ軍なんかメチャやっつけていたものな」

　町田巡査は、ターン式のスイッチが三つしかならんでいない情けない無線機を見つめて嘆たん息そくする。

　両毛警部はよけいなことをいう若者と思い、バーンは、町田巡査を殴なぐる気にもなれない。

　管制塔の光のなかに、数人の人ひと影かげが動いて見えたので、バーンは、そのほうにガベットゲンガーを接近させていった。

「一周して、威おどかしてやれ！　そうでもしないと、本気になってくれない」

　両毛警部が、突とつ然ぜん気合をいれて、バーンに命令する。

「いいのか？　貴公の国には、いろいろと管かん轄かつのちがう組織があるようだが？」

「お気き遣づかい通りでありますがね、こうやらんと、バーン殿どのがお望みのようには、事態が進しん捗ちよくせんのですよ」

　ガベットゲンガーの威い圧あつ感かんのある機体が、やや縦の姿勢になると、ずうーっとすべるように入間駐ちゆう屯とん地ちの管制塔に接近していき、そして、十メートル以内まで接近すると、塔を舐なめるように旋せん回かいを始めた。




「……人ひと型がたのものが飛んでいます！」

　管制タワーに叫さけびが上がったが、バーン機のテール・ノズルが噴ふん出しゆつする排はい気きガスが、ガラスを震ふるわせると、管制員たちは声をなくした。

「なにかで吊つっているんじゃないのか？」

「隊長に電話だ！　警察からの変な連れん絡らくをうけて、起きているはずだ」

「は、はいっ！」

「エプロンの照明をつけろ！　そうすりゃ、あいつの種明かしもできるかも知れないっ！」

「はっ！　はいっ！」

　管制員たちが、ようやく気を取り直すころには、ガベットゲンガーは、彼らの騒そう動どうをのぞくように、管かん制せい塔とうの周囲を四周していた。と、滑かつ走そう路ろわきの狭せまいエプロンに、格納庫の屋根にとりつけられた照明がついた。

「……あれだ！　あそこに着陸しろってさ」

　町田巡じゆん査さが、喚かん声せいをあげる。

「あそこでは、周囲から丸見えになる。まずくはないか？」

「そうですが、ともかく降りましょう。事情を話して、それからなんとかしましょうよ」

　町田巡査のほうが、こういうときは機転がきいた。両毛警部は、若者に同意するだけになる。

「よし、あの飛行機のむこうに着陸する」

　バーンは、ライトのなかに浮うき上がった物体が、駐ちゆう機きしている飛行機とわかったので、意識のなかに、飛行機の概がい念ねんをはっきりとうかべたつもりだった。これも、彼がショットたちから聞き知っていたものである。あまりにも地上の文物を知らなすぎるとバカにされている自分の立場を、なんとかしたいというバーンの劣れつ等とう感かんから、その意識は明めい瞭りようすぎたようだ。

「そう、そうですね」

　膨ぼう大だいな飛行機の概念が飛び込んできた町田巡査は、なんだか、と目を白黒させて反応する。

　バーンはひそかに得意になって、ガベットゲンガーを輸送機のむこうのエプロンに降下、着陸をさせる。

　カヂンーッ。キャルルル……。と、それは見事な一点着陸だった。

「おおうっ！」

　隊舎から駆かけつけてきた数人の隊員がそれを目もく撃げきして喚声をあげるのが、コックピットからもはっきりと見えた。

「ご苦労でした。バーン殿どの。下に降りて、連中に信じさせてきますので、どうかっ！」

「うむ……では、ロープよりは、ガベットゲンガーの手に乗って降りましょう。そのほうが良いでありましょう」

　バーンも、こうなると気が利きいたし、町田巡査は、その提案に感動と期待の眼まな差ざしをむける。

　両毛警部が、コックピットの前に差し出されたガベットゲンガーの手の上に、おそるおそるしゃがみこんでいくのを、町田巡査は背後から見て、「指に摑つかまって下さいよ」と、上司のへっぴり腰ごしを心配する。

　ガベットゲンガーは、警部をエプロンに下ろすために上体をかがませながら、腕うでを前に差し出していったのだが、その腕には楯たてが装着されていたので、掌てのひらは地上二メートルほどのところで停止してしまった。

　エプロンには、すでに、二十人をこえる隊員たちが、呆あきれ返ったような顔をならべ、さらに駆かけつけて人ひと影かげがつづく。

「わたしはこれを捕ほ獲かくした者だ。電話連れん絡らくがはいっているはずだ。隊長はどちらかっ！」

「ヘリがくるっていっていた！　話が違ちがうぞ！」

　そんな声が、さらに駆けつける隊員のほうからするので、

「こんなもののことを電話でしゃべって、諸君たちは信じるか？　それに、無線などでこんなことをしゃべって、米軍に探知されてもいいのか！」

　すでにシミュレーションをしてきたつもりの両毛警部が、ガベットゲンガーの掌てのひらのうえで得意そうに怒ど鳴なる間に、その下に数人の幹部がすすみ出てくる。

「本当に警察の人？」

「そうだよ！　ホレッ！」

　両毛警部は警察手帳を見せながら、足をガベットゲンガーの手の外に下ろして、エプロンに降りようとしたが、二メートルというのは高い。

「おい、お手伝いしろ！　日本人みたいだ」

　隊長らしい男の命令で、左右の幹部たちが警部の足を抱だくようにして、コンクリートの上に立たせてやる。

「なんで信じない？　これは、我々が捕獲した他国のものだ。日本人なのは、当り前じゃないかっ！」

「わたしが諸もろ岡おか一いつ佐さだが……これはなんなんです？」

「見ればわかるでしょう？」

　そういいながらも、両毛警部は、自衛隊の連中を驚おどろかせることができた嬉うれしさに、ひそかに心をときめかせていた。なにかこう、若さがよみがえるという喜びがあるのだ。

「しかし、これ、ロボットでしょ？」

　左右の若い幹部たちは、まだ信じられないという顔を見せて呻うめくだけで、積極的な対応をしようという気配がみえない。

「警部！　ガベットゲンガーを照らしている電気を消させて下さい！　すぐ外に民間人の家があるし電車の線路もある！　丸見えじゃないですかっ！」

　コックピットから町田巡じゆん査さがどなり、そのわきから、バーンも身を乗り出してエプロンを見下ろしていた。

「どこの国の人間だ？」

　バーンの特異な風ふう貌ぼうに、諸岡一等空くう佐さが訊きく。

「これを持ってきたものだ。事情がきわめて複雑で、そのうえ、言葉は通じないが意識は通じるらしいという関係で……一佐、照明は消してくれ。こいつは、少なくとも、映画の撮さつ影えい用のなんというかプラ・モデルなんかじゃないんだ」

「……そうらしいが、なんだよ？　こいつ？」

「見てわからない？　ロボットでしょ？　彼はバーン・バニングスというのだが、彼はオーラバトラーだといっている」

「オーラバトラー？　英語だな？」

「しかし、あいつは英語はしゃべらん」

「いっていることがわからないな。本気か？」

「じゃ、諸岡さんは、まだ眠ねむって夢でもみているつもりなんですか？」

「そのつもりはない」

「そうだろう？　そういうことだ」

　両毛警部は、とても優ゆう越えつ感かんにひたっていた。

「目の前を電車が走っているんだろ？　こんなところに止めておいたら、博覧会の会場になってしまうぞ？」

「そうしよう……」

　諸岡一いつ佐さは、エプロンを照らしているライトを消すことだけは了りよう解かいした。昨夜の豪ごう雨うを忘れたかのように、横長の雲を散らした東の空は、さっぱりと明るくなっていた。







　15　ジョクの家







「なんです？」

　ジョクはトイレから出た時、襖ふすま越ごしに俊一に声をかけられたので、薄うす暗ぐらい廊ろう下かに立ち止った。

「いや……すみません。足音で、あなただろうと思って……」

　襖をひいて現れた俊一は、まだ浴衣ゆかたのままだ。

「電話かパソコン貸してくれませんか？　本当はパソコンのほうが早いんだけど……サンフランシスコにいる友人や近くの友人と連れん絡らくをとりたいんだ」

「いいですけど……？」

「オーラバトラーの件で、友人の意見をききたいと思って」

「どういうつもりです？」

　ジョクは、自分の眉み間けんに縦たて皺じわができるのがわかった。

「……俊一！」

　杏耶子も起き出して、俊一の背後から声をかける。

「ちがうよ。ぼくだってそれほど軽率じゃない。サンフランシスコの大学時代の友人で、生体のエネルギーっていうのを研究している奴やつがいるのを思い出してさ。それで、なんというかな、たとえば、オーラバトラーのようなものを研究している連中のことを知っているんじゃないかって、照会してみたいんだ。あんたは、オーラバトラーの開発者のことをショット・ウェポンとかいってたよね？　そういう種類の人物のこともわかるかも知れないと思ってさ……」

「いいでしょう。しかし、バイストン・ウェルに関することと、オーラバトラーとカットグラという固有名詞はいっさい使わないで下さい」

　ジョクが必要以上に厳しくいったのは、ジョクが物事を判断しかねるときによく使う手なのだ。自分で思い至らないことを指し摘てきされたときとか、逆に、相手に自由にさせて試すときに使う手なのである。

　相手に好きにさせると脱だつ線せんをすることがあるので、緊きん張ちようさせるために威おどし、これが、結果的に相手に能力以上の働きをさせることがあったりもする。

　今回は、相手が同年齢の日本人で、杏耶子にとっては、多少心こころ許もとない青年らしいので、むしろ、はっきりと怒おこってみせたほうがいいだろうと感じた。

「どうぞ」

　ジョクは、俊一を自分の部へ屋やにいれると、久しぶりでノートパソコンの蓋ふたを開いてやった。

　ジョクのパソコンは父の会社名義になっていたので、インターネットの使用料など考えずにつかっていた。父親は、ジョクの死を確認しないかぎり、そういったものの支し払はらいをやめることなどはしない男ではある。

　俊一は、インターネットのページを開いて、

「開いていないメールが、結構あるようだけど……」

　そんなことを言いながらも、自分のメールの接続をはじめていた。その手際は、プロのものだ。

　空は明るくなって、前庭の木々がほんのりと緑の色を際立たせていた。

「あのチビちゃんは、まだ寝ねているの？」

　ついてきた杏耶子の言葉に、ジョクはゾッとして、ベッドとソファのタオルケットをめくりあげたが、

「出て行った!?　……それほど物わかりが悪い子じゃないのにっ！」

「まるでお父さんみたいな口をきくんですね」

　まだ肌はだ寒ざむく、杏耶子は浴衣ゆかたの襟えりをあわせながら、皮肉っぽい微び笑しようをみせる。杏耶子には、今のジョクの言葉に、彼が見た目ほどできあがった青年でなく、まだ初うい々ういしさをもっていることを知って、嬉うれしい。

「そうですか？　この世界の子じゃないんだから、いろいろな意味で心配をするのは、当り前でしょう？……チャムっ！」

　ジョクは、杏耶子に笑われた意味を想像することなどしないで、窓を開いて、かたわらに身をすり寄せるようにしてきた杏耶子に気き遅おくれもせず、何度か怒ど鳴なってみた。

「…………」

　杏耶子は、ゆうべのジョクには、サムライみたいな硬こう質しつ感のほかに、それだけでないものを感じていたのだが、目の前のジョクの態度とか部へ屋やのようすを見て、それがなにか了りよう解かいできた。

　ジョクも今の日本の青年なのだ。それは、杏耶子や俊一にもある同質性で、その軟やわらかさに気づけば、杏耶子は、もう言葉を選ばずに話せるという気分になれた。

「…………？」

　俊一は、サンフランシスコにメールを放りこむ手続きをおえて、ホッと息をついて、チャムを呼ぶジョクと杏耶子のほうを見て、窓際のふたりのカップル、と思えてしまう。

　杏耶子が、俊一の視線を感じて見返したが、その視線には、なんの反発も同情の色もなかった。

「！…………」

　俊一はかすかな痛みを感じながらも、すぐにまたディスプレーにむかって、キーボードを叩たたき始める。

「……祖母に挨あい拶さつをしてきます。チャムを見つけたら呼び戻もどして下さい。ぼくに叱しかられるといえば、戻ってきますから……」

「叱っちゃいけいなわ。戻ってきたら誉ほめてあげるんでしょ？」

　ジョクはそれには応こたえず、ドアのむこうに消えていく。その手前では、物事に夢中になってしまうと周囲の雑音など一切耳にはいらなくなる俊一が、キーボードを叩いていた。

「…………」

　杏耶子は、アルミサッシの窓まど枠わくに身体からだをもたせかけて、ジョクと出会えたのは幸せだった、とはっきり意識した。

　その対極にいるのが、赤いスポーツカーに乗って喜んでいる俊一である。そんな青年としか出会えず、無意識のうちに妥だ協きようしていた自分にとって、ジョクとの出会いは貴重だと感じながらも、軽率な自分というものも意識してしまう。

『でも、ジョクさんという人は、とんでもない経験をしているはずだわ……結けつ婚こんだってしているように見えるし……』

　別に、杏耶子は、ジョクの結婚指輪を見たわけではない。彼女は、第一印象のジョクの瞳ひとみのすさまじい気配を忘れてはいない。その初印象から、ジョクの経験した意味が深いだろうということは、杏耶子の生理が正確に想像していた。

　が、それでも良い。このときのために、中臣杏耶子が導かれたのだ、と納なつ得とくしていた。

「……！　チャームちゃん！」

　杏耶子は、見えない不安をふっ切るようにして、防風林のむこうの明るい空にむかって、思いっきり大きな声で叫さけんでみた。

『あの子は、敵……』

　そうもわかっていたが、好きになれそうな子だとも思っている。




「バアちゃん」

　障子を開け放して布ふ団とんの上にすわっている老ろう婆ばに、ジョクは、おはようと声をかける。

「……おはようさん」

　とんでもなく懐なつかしい声に、嬉うれしくなりながらも、ジョクは、廊ろう下か側の戸が開け放たれているのを見て、チャムがここから出て行ったとわかった。

「寒くないの……？」

　座ざ敷しきと廊下の敷しき居いの上に腰こしをおろしてしまったので、お尻しりをずらしていきながら、意識しなくても甘あまえが出てしまうとわかる。結局、ジョクは、膝ひざでにじり寄るように祖母の布ふ団とんのわきに行っていた。

「……なんだい？　まだ早いのにさ」

「ウン……しばらく顔を見せなかったから」

「そうだね。こないだ来たっきりだったね……ずっとだねぇ」

　一年半は会っていない。祖母は、ずっと老けたように見えた。

「いいんだよ。若いうちには、やることは一いつ杯ぱいあったほうがいい……男前になったかい？」

「……ああ。一人前に苦労することが多くってね？　最近」

「いいこった……男はそうでなくっちゃあねぇ……良子は、ちょっと甘すぎるから、家を出たのは良かったよ」

　額の上の白はく髪はつが傘かさになって、前に飛びだすようになっていた。枕まくら元もとには、一度つかったコップと薬の袋ふくろ。それに入れ歯が、いつものように盆ぼんの上におかれてあった。

「悪かったねぇ。ずっと、顔出せないでさ……。ゆうべ遅おそくに着いてね、帰ってこれるなんて思っていなかったから、ちょっとショックだったんだ」

「いいんだよ。あたしは、お前の元気な夢はよく見るからさ……寂さびしくはないんだよ」

「そう、夢をみてくれているのか」

「そりゃ、そうさ。なんか、恐きよう竜りゆうにのったりして、怖こわい夢のなかに出てくるんだよねぇ、お前が……。けど、いい娘むすめにも会ったんだろう？」

「夢のなかでかい？　その恐竜にぼくが乗っていたの？」

「ああ……大きな人形だったりしてねぇ……ボケルとそんな夢をみるのかね？　知らなかったよ……」

　祖母が、バイストン・ウェルの夢をみているとは思いたくなかったが、こういうものか、と思わないでもない。

　ジョクは、あらためて、バイストン・ウェルが、人の想念の世界だという仮説が正しいのではないか、と思う。

　ショット・ウェポンがいったことか、バーンだったか……ジョクとおなじように、この世界からバイストン・ウェルに落ちたマーベル・フローズンかトレン・アスベアが言っていたことかもしれなかった。

　もちろん、彼らとも、そんな話は何度かした覚えがあるし、あのアメリカ娘のマーベルは勘かんが良い女性だった。

　マーベルとの会話を思い出していた。




『こんなことをいっていたよね？　ニューサイエンスでは、世界にはプラスとマイナスの世界があると推測されるようになったけれど、バイストン・ウェルと地上世界は、そんな関係ではないし、ＳＦでいわれている次元の違ちがいでもないって』

『想念の縦の構造でつくられた世界といったつもりよ。フィクションというのは、人の願望とか怨おん念ねんの世界で、そういう意識が累るい積せきした結果できあがった存在世界が、バイストン・ウェルだとも言わなかった？』

『しかし、バイストン・ウェルのことを、フィクションといわれるのには抵てい抗こうがあるな』

『勿もち論ろんよ……だから、定義づけに使える新しい言葉が欲しいんだけど……近い観念でいえば、天国とか地じ獄ごくでしょうね』

『それに似たものということ……？』

『それでね、わたしが言いたいのは、わたしたち存在世界の者を、なんでこのフィクションの世界が呼びこんだのか、ということでね……乱暴な言い方だけど、わたしたちの地上世界は、現在、物理的に危機に瀕ひんしているでしょ？　その危機を回かい避ひするために、バイストン・ウェル世界が、わたしたちに呼びかける活動をはじめたのよ』

『とりあえずは、それを肯こう定ていして質問するけれど、世界は、俺おれたちに世界が救えるとでも思っているのかな？』

『まさかね……バイストン・ウェルが、地上世界にたいして存在をしめせば、地上世界の人も、すこしは、物質主義や金権主義、経済至上主義よね、そういうものを反省するんじゃないか、なによりも、科学技術至上主義は、なくなるんじゃないかって、考えたのよ』

『世界が考えている？……でもさ、俺たちがここにいるんでは、地上世界への啓けい示じにはならないはずだけど……？』

『バイストン・ウェルが力をつけようとしているのよ。そして、地上世界に現れる』

『飛ひ躍やくしすぎだよ！』

　マーベルは笑ったものだ。

『世界が主語で、世界が目的語だって言ったじゃない……いい？　現在のコモン界での現象では、オーラマシーンは技術革新に見えるわ。でも、大切なことは、きのうまで中世的なローマンスにおおわれていた世界が、なんでこんなにも急進的にオーラマシーンの進歩を許したのかしら？　それまで技術的な蓄ちく積せきなんて、これっぽっちもなかったのよ』

「その視点での考え方は、認めるよ』

『ニホンがいい例よね？　エド時代から、文もん盲もう率の低さというベースがあったでしょ？　メイジ時代に入ってから、それが急速に近代化を成功させた。文化的土ど壌じようがないところに技術移植しても成功はしないものよ』

　ジョクは、マーベルが自分の言葉を、よく咀そ嚼しやくしていると感動したものだ。

『ショットだって、この現象の奇き妙みようさに気がついていて、世界そのものとの関係性は考えていたな………彼は、オーラ力という、この世界を形成する生体力が、人の能力と連動したからだろう、といっている……その部分は認めるけど、でも、生体力というものは、ひとつの生命体を維い持じさせるだけのものだから、他ほかのものを存在させる力にはならないと思うな』

『それでは、オーラマシーンは成立しないわね』

『そうか……だから、その力そのものの波というか、妄もう想そう波、想念波……なんでもいいんだけど、そういうものをエネルギーに転化するシステムをオーラマシーンとした。それがショットの考え方だ……』

　ジョクは、ショットの考えていたことを反はん芻すうしてみて、なるほどと納なつ得とくしたものだ。

『伝説を産み出した力、つまり、想像の産物というものがあって、現代の膨ぼう大だいな地上世界の人口の思念というものが連動して、そういった想念が溜たまったから、オーラマシーンも動くというのね？　生体力である波を呼吸して、それをエネルギーに変える？』

『そうだ……。ショットのいうリビング・バイブ・セルという概がい念ねんだ。それを圧縮して、反力を得る』

『そんなものを物理的に収縮させれば、その近くにいる人の能力にも影えい響きようをあたえるわ。それで、オーラマシーンの技術革新は、急速にすすんだのだけれど、それだけではない。世界そのものも、生体力で成立しているから、刺し激げきされている部分もある。それが世界の狙ねらいよ。それらによって、世界そのものが、地上世界にたいしてなにか啓けい示じをあたえられないか、と考えたのよ』

『世界そのものが、オーラマシーンによって変革を迫せまられるのか……？　それも、恐きよう竜りゆうが絶ぜつ滅めつした時代のように、隕いん石せきによる破は壊かいぐらいなら、そのあと時間をかけて地球の環かん境きようは改善したけど……現在は違ちがうぞ』

『そう。人は、環境の一部なのよ。その環境の一部を改善するためには、もう、時間を待っているだけでは、改善できなくなってしまったのよ。だから、世界は、人そのものも取込むような考え方で修理を始めた』

『それが、バイストン・ウェルの地上世界への顕けん現げんかい？』

『そう、バイストン・ウェルという天国と地じ獄ごくの世界を、地上世界にしめすために、わたしたちは呼ばれたのよ……フフフ……黙もく示し録ろく的ね……』

『バイストン・ウェルの生いけ贄にえか……』

『そう考えるだけでは、偏かたよっているわ。もう少し人間と世界の係かかわり合いを考えてよ』

『……!?　地上世界の人間がこっちに来ただけで、むこうにわかることがあるとでも言うのかい？』

『認識は伝でん播ぱするわ。世界が介かい在ざいしているんだから』

『認めるけど、しかし、空想的すぎるな……』

『じゃ、バイストン・ウェルは、空想的ではないの？』

　マーベルの皮肉っぽい指し摘てきに、ジョクは絶句したものだ。




　バイストン・ウェルが、人の存在そのものとその意識が堆たい積せきして成立した世界だという考え方は、オーラバトラーを操縦するようになると、生理的に納なつ得とくできるものがあった。

　世界に融ゆう和わしているという心地好さがあるのだ。世界がわかるという表現でも良い。

　しかし、バイストン・ウェルに関してはそれでわかるのだが、ジョクの祖母が夢にまでみることができたのはなぜかと考えれば、マーベルと話したような〝世界の関連性〟を認めざるを得ない。

　そして、なぜゆうべ、カットグラのオーラ・バッテリーが充みたされたのか、ということだ。

　バイストン・ウェルとこの世界が、深いかかわりのなかにある証明であり、この世界も生体力に満たされていると考えるしかない。

　いつだったか、ラース・ワウで、ショットがジョクに言ったことがある。

『地球上の人口の増加ラインというものは、ネズミ算式などというものではない。この百年の増加は圧あつ倒とう的だ。それは、現代が経済の時代になったからだが、政治が世界を支配しているあいだは、戦力としての人口増加はあったものの、その人口増加は、戦争や疫えき病びようで減ったぶんをおぎなうものだった』

『生めよ殖ふやせよっていうのが、国家施し策さくになっていた時代もあったようですしね？』

『現在は、誰だれでも人口増加が危険域に近づいていることを知っている。しかし、その抑よく制せいはできない。なぜだ？』

『大量虐ぎやく殺さつは人道に反するからだし、社会の老ろう齢れい化とともに、出生減少という現象もおこっている。食しよく糧りよう問題からも、人口減少は自動的におこっているんじゃないんですか？』

『両方の論を語るのはいいが、第三世界の人口は増えつづけているぞ？』

『いや、一方の人口減少傾けい向こうを補完するためですよ』

『種の総意が、そのていどの抑制能力をもっているだろうが、人類の知ち恵えでは、バランスはとれないよ。世界経済という生き物は、大量の消費する人がいてくれなくては、成立しない。これが、人類が人口問題を不問に付している原因だ。企き業ぎようが人のため、生活の便利のためといっているのは、まやかしだよ。だから、人口の減少は、経済世界が食い止めようとしている。核かく兵へい器きや毒ガスよりも危険なのだ』

『そのことと、バイストン・ウェルが地上に現れているという仮定とは、どうつながるのです？』

『単純さ。かつてあった人の想念の量で、バイストン・ウェル世界は構築されている。そのバイストン・ウェルをささえる想念を産む地上世界の人口が、それなりの量で維い持じされていたあいだは、バイストン・ウェルは、おだやかに独自の世界を構築していられた。無数の人々の夢と願望と怪あやしさの世界としてな。しかし、地上世界の膨ぼう張ちようする人口増加によって、バイストン・ウェルが、膨ぼう大だいなエネルギーをかかえこむようになったんだ』

『世界の膨張がおこった………？』

『しかも、急激すぎる膨張だ。それでバイストン・ウェルは脆ぜい弱じやくに膨張して、パンクする。世界そのものが、その危機を感じたのだ。世界を維持するエネルギーが拡散して、消しよう滅めつするという危機を予感した……』

『それはあり得ますね。世界そのものに予知能力でもあればですけど……』

『我々のいう予知能力というものではないが、自し然ぜんの摂せつ理りが働いているということだよ。それが、バイストン・ウェルの世界の変質の本質で、バイストン・ウェルを地上世界にまで進出させることになる』

『人類にこのような世界が存在することをしめして、人口の削さく減げんを断行させようということですか？』

『そう考えなければ、バイストン・ウェルと我々の世界がオーラ・ロードでつながるなどということは、考えられん。我々には、未だに異次元にリープする方法など、わかっていないんだからな』

『わかりましたよ……ショット・ウェポン。あなたが言いたいのは、あなたがオーラバトラーを創造できたのは、そのバイストン・ウェル世界の意思を受うけ継ついだからだ、ということですか？』

『そうだな。それだけだ……わたしは、それほどの学者ではなかった。オーラマシーンの発想などは、地上世界では思いつく下地はなかった』

『それでは、地上世界とバイストン・ウェルがつながったのなら、あなたは、何をしようというのです？　バイストン・ウェルの世界意思にしたがうという話は、聞きたくありませんね』

『……しかしな、ジョク。一部の企き業ぎよう家かが、人々の暮しを助ける、人々に奉ほう仕しするといって、どれだけ地球を汚お染せんしている？　わたしは使い捨ての缶かんを発明したコカコーラも嫌きらいなら、耐たい用よう年数がくれば、修理できない家電製品をつくる日本のメーカーも嫌いだ』

『修理不能のコンピュータ・チップをつかった製品を、庶しよ民みんに提供したパソコンメーカーだっておなじでしょ？　彼らは消費の奨しよう励れいをやっているだけです。消費文明が、人を不自由にしているんです。しかし、そのことと、人類の粛しゆく清せいや虐ぎやく殺さつの認知は、違ちがう問題ですよ』

『レミングは増加しすぎると海にはしる。レッドクラブという蟹かにだってそうするんだ。集団ヒステリーだと病理学的解説をして納なつ得とくをするのはいいが、なんで、それを人類はしないのだ？　そうしなくてすむ知ち恵えを身につけたというが、瑣さ末まつな部分では、同類同士で殺し合いをつづけてきた種なんだぞ？　現在は、自らの粛清は、行なわれなければならないところまできているが、これはソロモンやヒットラーの覇は権けん主義でもなければ、人種偏へん見けんでもない。人類が一様に受け入れなければならない結論なのさ』

『それを自分の手で成なすのですか？』

『オーラバトラーを開発させたのは、世界の意思だ。そして、バイストン・ウェルと地上世界がつながったのなら、オーラバトラーが地上でも使えるようになるというのは、否定できないよ』

　その時だった。ジョクは、とんでもないことを思いついたものだ。

『……オーラバトラーは、地上世界では、未知の力を発揮すると考えているのですか？』

『知らないよ。わたしは、オーラバトラーがどうやって動いているのかさえ、よくわかっていない人間だといったろう？』

『しかし、予測はついているな？』

『まあな……理り屈くつなどは知らんが、我々はフレイ・ボンムを、ていどの悪いナパーム弾だんぐらいに思っていたが、地上世界で使ったらどうなるか……。そういうことだ。わたしは知らない』

『冗じよう談だんじゃない！　そんな話、誰だれが信じるっ！』

『じゃあ、この世界に落ちたこともデタラメかい？』

　このときも、ジョクは絶句した。

『そうだろう？　アインシュタインだけで世界を知り得たか？　目の前に原因と結果がはっきりわかっている事実にたいしても、その対策をもてないのが、人間という愚ぐ鈍どんな動物だ。わからんよ。理屈など……しかし、我々は、ときに直感というものの働きで、事象を洞どう察さつする能力をもっている。キリストだって、シャカだってマホメットだってそうだった。しかし、ふつうの人々の愚鈍さは、それらの説法をどうアレンジした？　派は閥ばつ抗こう争そうの原因にしただけだ。この世界を見ろ。我々がいう宗教はなくて、原始宗教にちかいものだけだろう？　それが意味することを、君が考えつかなかったとはいわせんぞ？』

　ショットという男は、こういうときは遠えん慮りよせずに、人の考えの先回りをした。

『ここは、異次元ですよ』

『……そうだ。しかし、人が誕生して以来、その想念が力を発揮して、バイストン・ウェルのような世界が構築されたのなら、我々の地上世界だって、おなじようなものだろう。人類の粛しゆく清せいが問題なのではない。なんで、バイストン・ウェル世界が、我々の目にはいるようになり、我々の世界とつながったのか、ということだ。その意味のほうが大きい。これは、人の行こう為いの問題ではなくて、世界の問題なのだからな』

　ジョクは、ショットの観念的すぎる語り口に納なつ得とくするわけにはいかなかった。

『考えてみましょう……大だい虐ぎやく殺さつを容認する論理があるとは、承服できない』

『わたしがやるのではないのだがな……』

　最後には、ショットは困ったような顔をみせた。それは、彼の正直さに思えて、曖あい昧まいでありながらも、まちがった考えを聞かされたとも思えず、ショットの前から退出したものだった。




「バアちゃん。榎えの本もとさんは、きてくれているんだろう？」

　ジョクは、また一層小さくなった祖母の手を握にぎりしめた。

「ああ……」

「じゃあね、いろいろ忙いそがしいんだ……」

「もう行くのかい？　愛想のない子だね」

　と、あくびをした。その口のなかは、とても悲しい深い空くう洞どうに見えた。

「ご免めんな……」

　ジョクは立ち上がり、祖母の部屋を出た。







　16　母、帰る







　鈴すず木き敏とし之ゆきは、貯水池に面した小道を走っていた。徹てつ夜やしたあとの目覚ましのジョギングにしては少し早かったが、このまま研究所にはいっても、体力的には夕方まではもつ自信はあった。

　今夜、ゆっくり眠ねむればいいのだ。

　そんなプランがたつのも、昆こん虫ちゆうの行動パターンについてのホルモンの働きをコンピュータ・プログラミングに応用できないかというテーマが、ようやくひと区切りつき始めたからである。

　夢物語、給料泥どろ棒ぼう、博士号をとるために自動車会社にはいった功利主義者。そんな悪口もあまり聞えなくなったのも、バイオ・テクノロジィという単語が、一いつ般ぱん人じんにも珍めずらしくなくなり、各種のロボットの試作が、たとえ玩おも具ちやレベルでも一般の新聞に掲けい載さいされるようになったればこそで、鈴木にとってはありがたい時代だと思う。

　今後は、もっと科学技術一般を生体に寄り添そうものにしていくために、疾しつ病ぺいのメカニズムにせまる研究をしなければならないと考えていた。糖とう尿によう病びようとガン、それにＨＩＶ、エイズウイルスの挙動の分ぶん析せきから、それを電気工学に応用するというテーマである。

「…………？」

　そんな鈴木でも、貯水池の反対の木々の上に見えたものを、一いつ瞬しゆん、信じる気になれなかった。

「…………？」

　人ひと型がたのものが、空中に立っているように見えたからだ。それは、左右を見まわすような仕草をして、手を動かしたようにも見えた。

「なんだ？」

　疑問がわけば、理由などは関係なく観察するのが鈴木の性せい癖へきだったが、そうはいっても、貯水池の上を走るわけにはいかない。鈴木は、そのものに見つかるのはまずいと思って、池に一番ちかい木の陰かげに身をよせる。

　そのものは、立った姿勢のまま池の上まで移動してきて、水面にさざ波をたてたかと思うと、そこで方向を変えた。背中には大きなバッグのようなものを背負い、その下には翼つばさか羽根というようなものが震しん動どうしていた。

「冗じよう談だんじゃねぇぞ……」

　寝ねていないからではないかと思いたかったが、頰ほおをつねってみたし、山林のちかくの道路をはしるエンジン音が、他社メーカーのものであると識別がついていることからも、意識は覚めている。

「…………!?」

　そのものの足元の波は紋もんが大きく拡ひろがり、真下の水面に白い飛沫しぶきが上がると、それは、加速をかけて南のほうの木のむこうに消えていった。

「……体中が動いて見えたが、あんなものがロボットであるわけがない」

　鈴木は、そのものの動きが、彼の専門分野にちかいのを嗅かぎとっていた。しかし、観察すべき対象に逃にげられてしまえば、その直感も錯さつ覚かくだったのではないかと思えてしまうので、なんらかの保証のつもりで、携けい帯たい電話のメモリィに、時間と場所をインプットしておく。

　鈴木が見たもののなかにはガラリアがすわっていて、池のわきに立っている鈴木の影かげを見て、もっと人影のないところに移動する気になったことなど、思いつきようがない。

「…………？」

　鈴木は、人ひと型がたを構成する鎧よろいのような形状の質感が、金属やプラスチックを成型したものにちかいのだが、そう断定することは避さけたほうがいいと感じた。しかし、日夜相手にしていた昆こん虫ちゆうの甲こう殻かくに似ているという思いつきは、バカかもしれないと感じる。

「しかし……ありゃ、こっちの研究テーマそのものだったぜ？」

　鈴木は、どうしたら良いか思い迷いながらも、いま見たものの動きは、二十一世紀の車作りに応用しようとしているものだと思えた。

　水素エンジンと電気モータという重大なテーマもさることながら、インターフェイスとその結果の車の運動性能と他車との共存というテーマは、もう一方の未来テーマである。

　物の動きに対応して回かい避ひ運動をさせるレーダー・システムは、現在の技術の延長ではありえないというのが、この十年の自動車メーカー一いつ般ぱんの認識であったから、動物一般の生態行動を決定している要素をあらゆる面から解明して、将来のオート・ドライブに応用するために、各メーカーは、生物一般の探知能力と駆く動どうシステムの根本を見直す基き礎そ研究をつづけていた。

　昆虫や鳥、魚の行動を、遺伝子レベルから解明して、行動予測を喚かん起きする要因を解明するために、鈴木の勤めている研究室も、自動車会社ならぬ様相をていして、機械屋と電気屋からは顰ひん蹙しゆくを買っていた時代もあったのだが、バイオ・コンピュータの概がい念ねんが理解されるようになれば、鈴木たちの基礎研究も無む駄だではないと理解されるようになっていた。将来は、蝙こう蝠もりぐらいの運動をするセンサーと駆動システムの開発は夢ではない、というのが研究者の共通した認識に育っていた。

　そういった研究者の生理を刺し激げきするものを、いま見たものは持っていたのである。

「なんだろう？」

　鈴木は、地形的にも追うことができないので、ともかく自宅のマンションにもどることしか思いつかなかった。

「テレビしかないか……ネットを組んでいる暇ひまはないな……」

　鈴木はジョギングのペースを上げて、研究室主任に叱しかられても、この情報が手にはいるまでは、家にいるほうがいいのではないかと思いついて、今け朝さまでかかったレポートはパソコンで研究室に送ることにした。

　マンションにもどると着き替がえもせずに、パソコンでその送付をおわると、ついでにメールのチェックをしながら、ホームページを作成しておく。

『生物的飛行物体の件』という項こう目もく設定をして、メールのなかに、俊一のものがあったのに気づく。ディスプレイ上をマルチにして、別の仕事をするのはしょっちゅうのことで、それが鈴木の仕事をポカの多いものにしている、という愛あい嬌きようもある。

「……常田俊一のメール？　ああ、メンテ屋さんか……」

　何度かメールのやり取りをしたことはあっても、顔をあわせたことはない。

『鈴木さんは、生物の能力を機械に応用する研究をなさっていることを思い出しまして、ちょっと尋たずねたいことがあるのですが、携けい帯たいにお電話いただけませんか？　別に、午前七時ぐらいまでは、次の電話番号、八時以後なら、自宅か会社に電話をくださってもいいのです。ちょっとインスピレーションがわいたんです』

　そんな意味のことが書いてあった。

「どういうことなんだ？　突とつ然ぜん？」

　鈴木は、その文章をホームページ用の一ページ目にコピーさせて、睨にらみつけた。一行目が気になったのだ。

　この人物とは、何度か将来のコンピュータ技術の可能性について、ホームページ上で話し合ったことがあったのだが、素人しろうとが考えるとそういうものか、という、勝手な奴やつという印象しかもてなかった青年である。

『どういうことなんだ？　こんな朝早くに……』

　とんでもない時間にメールをいれているのは、メールのやりとりでは珍めずらしいことではないので、発送した時間に意味があるとは思えなかった。

　しかし、〝生物の能力を〟という俊一の一行と自分が書いた〝生物的飛行物体の件〟が奇妙に符合する。それはひっかかるのだ。

　ジョギングのあとの空腹を満たすために、ともかく朝食を摂とらなければならない。電話はそれからでもいいだろうと思って、パソコンの前を立った。

　独身男が、いちばん惨みじめな瞬しゆん間かんを味わう時間であるのだが、鈴木は、冷蔵庫から出すものを出しながら、俊一がメールを送ってきた時間が気になって、もう一度パソコンをのぞきに行って、七時までに電話をくれといった番号が、田無あたりのものではないかと思いついた。

「こっちの方面だ……？」

　そのことと、貯水池で見たものの関係があるのか、と鈴木の思考が回転を始めた。




「お台所貸して下されば、なにか朝食の用意しますよ」

　その杏耶子の言葉にジョクは甘あまえることにして、玄げん関かんから外に出て、何度かチャムを呼んでみた。階段を降りてきた杏耶子は、いつの間にかゆうべ着ていたもので身み支じ度たくをととのえて、台所のほうに行ってくれた。

「チャームっ！」

　ジョクは、俊一の車のわきを抜ぬけて、裏にまわりながら木々のあいだの上空を見上げる。

『まずいな……どこかで引っかかっているんだ』

　と、門のむこうに、タクシーが停車するのが見えた。

「…………!?」

　母が、降り立った。

『なんて時間に……!?』

　そう思いながらも、ジョクの感覚では、何年間も会っていない母の姿に、戸と惑まどうような気き恥はずかしさを感じた。悔くやしいが、母親なのである。

　家事評論家として、たまにはテレビにも出演したりするジョクの母にとって、朝帰りはめずらしいことではなかったし、その手の働く女性という恰かつ好こうをしていた。派手な金のイヤリングやアクセサリーと、オートクチュールのスーツ。ちょっと明るめの化け粧しように、ブランド物のバッグは、東京で働く中年女性の鎧よろいであろう。そこには、かつての日本女性のしとやかさとか、奥おくゆかしさというものはない。

　昨日まで、コモン界の景け色しきと人々を見慣れていたジョクには、とんでもなく派手で、大切な式典に臨む女王のように見えた。これが金まわりの良い女性の服装になってしまうというのは、まだ日本人の意識が西せい欧おう化を追いかけている証しよう拠こである。

「……あなた!?」

　タクシーの後部のドアが閉じて、母が門のこちらにむかって歩き出したときに、母子の視線があった。母は、表情を硬こう直ちよくさせて立ちどまる。

　その瞬しゆん間かん、ジョクは、狼ろう狽ばいする母の意識のなかに、別の男の存在を感知していた。

　忙いそがしさにかまけてろくに家に帰らない父と、仕事で外に出ている母であれば、浮うわ気きのひとつやふたつはあっても、それを非難する気持ちなど、ジョクには中学生の頃ころからなかった。

　そういう意味では、ジョクも現代人の物分りの良さを身につけていたのだが、母親のそういうものを感知できるようになれば、意識のなかの夾きよう雑ざつ物ぶつをはいりこませないように、自己を律するという覚かく悟ごはして欲しいと思う。

『緊きん張ちようしすぎているからだ。もっと気持ちをゆったりとしておけば、そんな意識は消すことができるはずなのに……』

　それが、息むす子ことして情けない。

　コモン界では、人々は、周囲に危険なものが山積する環かん境きようで暮らしていたので、周囲の変化を読み取ることで一日が暮れた。そのために、意識の在り様はシンプルで、それは、生きる上で尊いことだとジョクは思うようになっていった。

　ゆうべ、ジョクが、杏耶子と俊一に出会ったときにも、ふたりのなかにたえず混こん濁だくする別の意識を感じて、困こん惑わくしたものだ。現代の都市生活者は、いかにいろいろな想念を抱いだいて生きているかがわかる。

　現実の生活空間には、生死を警けい戒かいするものがなくなりすぎたために、いつも別のなにかを期待しすぎる欲望の芽を抱くようになったのだろう。衣食住足りて欲が深くなったのである。でなければ、自己に埋まい没ぼつする性せい癖へきを喚かん起きする。自己を見つめる、という感覚を育てる。

　ジョクにもバイストン・ウェルに落ちたころには、そういう意識があったような記き憶おくがあるものの、結局、過か酷こくな環境では、意識も精力も外界にむけるしかなかった。それが、いつしかジョクに、毅き然ぜんとした姿勢を保たせることになった。

　思考がシンプルになったともいえる。

　しかし、ジョクの母は、きわめてふつうな目立ちたがり屋のお嬢じようさん育ちの気性のまま、狼ろう狽ばいし混乱した意識をそのまま放出していた。良家に育った矜きよう恃じというものでもあれば、また違ちがうのだろうが、そうではないレベルの、金に困らない生家であったのが、情けなさを増長する。

「やあ……！」

　自分でも簡単すぎる挨あい拶さつだと思ったが、ジョクは軽く手をあげて声をかけると、母は、思い直したようにブランド物のバッグを小わきに、門をくぐって走り寄ってきた。

「どうしたの？　いつ戻もどったの？」

「ゆうべ……」

「まあぁ……！　元気そうで、すごく大人おとなになったのね。どこに行っていたの？　なんで前もって知らせてくれなかったの」

「いろいろ難しい事情があって、すぐには説明しきれない」

「何があったの!?　父さんもいろいろ調べたけど、なにもわからず、今でも必死に捜さがしているのよ？」

「ご免めんなさい。事情は簡単に説明できないけど……。チャム！　チャム・ファウっ！」

　説明する気分にはなれず、ジョクはチャムを呼ぶのだが、その声に母は目を丸くして、

「なんて大きな声……!?　いつからそんな声が出るようになったの？」

「ああ？　むこうで訓練したのさ……」

　母の手が腰こしにまわって、玄げん関かんのほうに押おしやられたので、やむなく歩き出したのだが、母はいつもの気性を剝むき出しにして、忙せわしない。

「本当に良かった。お友達と一いつ緒しよなのね？　探しているの？　女の方？」

「ああ……母さんも元気そうで……」

　ジョクは、強い香かおりの香こう水すいが母の体たい臭しゆうにまざって重い香りになって、彼女の身体からだを包んでいるのをつらい思いで感じる。

「ずっと忙いそがしいことは忙しいのよ……フリーとしてはありがたいことだけど……！」

　心配することだけが仕事になってしまった母は、あふれる涙なみだを両手でぬぐい、アイラインのカラーを目の縁ふちににじませて、玄関の上がりがまちにすわりこむ。

「母さんこそ、なんでこんな時間に？」

　ジョクは、なにも母を責めるつもりで聞いたのではない。母が、あまりにも簡単に自分の帰宅を受け入れてくれたので、言葉の接つぎ穂ほがほしかったのだ。

「……いろいろよ……忙しいの。テレビの収録のあとのつき合いとか、打ち合わせとか……あなたがいなくなった後は、あたし、意識して忙しくしていたのよ。そうでもしないと堪たまらなくって……」

「わかるよ……」

　母は踵かかとを摑つかむようにして靴くつを脱ぬぐと、どっこいしょと腰を上げ、「でも、よかった……タケシが帰ってきてくれて……」

　ジョクは、その母の曖あい昧まいな心配さ加減を背にして、玄関の外の空に、チャムを呼んでいた。

「はーいっ！」

　小さく声が聞え、チャムの存在を感じれば、

「いいかげんにしないと、本当に怖こわい人に捕つかまるぞっ！」

　そう怒ど鳴なっておいて、母に説明しておかないといけないと思って、ジョクの声の大きさにだけを感かん嘆たんする母にふりむく。

「おばあちゃんには、挨あい拶さつをしたのね？」

「もちろんさ……父さんは？」

「知らないわ。事務所に泊とまったんでしょう？　父さん怪あやしいのよ。秘書の河北さんと」

　母は、ジョクが聞きもしないことを言いながら、台所の手前の日本間の居間にバッグをおくと、「あら、榎本さんもうきているの？」と、祖母の面めん倒どうをみてくれている近所のお手伝いさんの名前を口にした。

「まさか。友達だ」

　母は、そう、という顔をして台所に行こうとしながら、「父さんには電話していないの？」

「それどころじゃなかったんだ。これからしてみる」

「その口のきき方、父さんとそっくり……」

　ジョクを振ふりむいてそういった母は、そのまま口をあんぐり開けて、黒目を点のようにして身体からだを硬こう直ちよくさせた。その母の反応ですべてがわかったジョクがふりむくと、その空間にチャムがいた。

「ヒャーッ！　ご免めんっ！」

　玄げん関かんから飛びこんできた彼女は、ジョクの母の姿を認め、ジョクに声をかけることを一いつ瞬しゆんためらったらしかった。そのチャムの飛び姿を見て、次にチャムが謝ったのがいけなかった。

　ジョクの母は、顎あごを開いたまま背中が障子にもたれかかって、メリッと障子の桟さんを鳴らし、つづいて、障子と母の身体が崩くずれ落ちていく。

「母さん……！」

　ジョクが、母の身体をささえられたのは、聖戦士として訓練していたからだ。やや太り気味の女性の肉体の重さを感じながら、ジョクは居間に母をひきこんでいく。

「誰だれだ？　ジョクのお母さんか？」

「なんですぐに帰ってこなかった！　うかつにここの人間にお前を見られると、みんながこういうことになるんだよ！」

　チャムを叱しかりながら、座ざ布ぶ団とんの上に母の頭をのせて、障子のむこうから玄関口の想像の音を聞いた杏耶子と目をあわせる。

「……すみません。水、用意してくれます？」

「ええ？　飲む水？　それとも……」

「飲む水だ」

　杏耶子がひっこんでいくときに、ジョクに叱られるのが厭いやなチャムも、杏耶子の肩かたにとまるようにして行きかけるので、「チャム！　なんで外に行ったんだ！」と、怒ど鳴なりつける。

「アーッ！　ガラリアのカットグラがいたんだよ」

「なんだと？」

　母のジャケットの前のボタンを外して楽にさせようとしていた手がとまって、

「どこで見たんだ!?　この場所を教えたのか？」

「教えないよ。敵だから、マクのに時間がかかったんだぞ！」

　その間に、杏耶子がコップに注いだ水を持ってきてくれる。

「すみません。テーブルの上において下さい」

「はい……お母様ね？……ガラリアさんって、攻こう撃げきしてくるんですか？」

「それはないと思うけど……」

「お母様は看みています。どうぞ！」

　ジョクは杏耶子の言うままに立ち上がり、チャムにガラリア機の動きを教えてもらうために、外に出ていく。

「あの、朝食の用意、したほうがいいんですよね？」

　杏耶子の声に、ジョクは、「しておいて下さい」と頷うなずきながら、なんと勘かんがいい女性だろうと感じる。その瞬しゆん間かん、ジョクの肩かたにとまったチャムが、「イーッ！」と杏耶子に舌を出す。

「やめなさい！　……どっちだ!?」

　チャムの気配にお尻しりをポンと叩たたきながらも、空を仰あおいでジョクが命令すれば、チャムは、十数メートル上がって方位を報告してくれる。

　飛行機の免めん許きよをとろうとしていたようなジョクだから、自宅から東京西部の飛行場の方向は熟知している。ガラリア機が、狭さ山やま湖こ方面にむかったのだろうと見当がつく。

「チャム、来い！」

　玄げん関かんにもどると、チャムがはいるのを見届けてからドアを閉じて、二階に上がっていく。

「…………！」

　部屋では、俊一がパソコンの前にすわりこんだままだったが、押おし入いれを開いたジョクに教えてくれた。

「ショット・ウェポンのことはわかったよ。奇き人じん変人にはいるらしいけど、大変な科学者だったらしい。ニューロン・コンピュータ研究の第一人者でありながら、かつ、生物生態学を電気分野からせめこんでいた男だ」

「どこの人間だ？」

　ジョクは、押入れから埃ほこりをかぶったオール・レンジの無線受信機を取り出すと電源をいれて、警察無線を受信できるように周波数をあわせていく。その間に、部へ屋やのなかを飛びまわっていたチャムは、すぐに廊ろう下かに出ていってしまった。

「……カルフォルニアの大学にいた男だ」

　そんなことを説明してくれると俊一に、ジョクは意外とはしっこい青年なのだが、どこか意識が閉へい鎖さしているという感覚が伝わってくる。身勝手な性格なのだろう、と評価した。

『これが、俺おれたちの年代に共通する欠点だな……』

　周波数をあわせながら、コモン界の人々のシンプルながらも、外界に解放されている意識を、一いつ瞬しゆんなつかしく感じる。

「……こちら……はいっ！　風船人形、目もく撃げきしましたよ。はあ？　方位？」

「……目標物は、どっちにむかっているの！」

　周波数があった瞬しゆん間かんにノイズのなかから、そんな交信する声が傍ぼう受じゆできた。

「……なんです？　それ、警察の無線なんだ？」

　俊一が、ジョクの手元をのぞきこんでくる。

「……どっちの方位に飛んでいるんだ！」

「小平市の方にむかったのを見たんです」

　そんな交信を断片的にききながら、ジョクは、まだ湿しつ気けをふくんでさっぱりしない革かわ鎧よろいに着き替がえていく。

　バーン機かガラリア機が警察にキャッチされたにしても、パトカーの位置がわからなければ、場所が特定できない事実に、どうしたら良いか判断がつきかねている自分を見つめるようにしていたのは、まだ、この世界での整合性のつけ方がわからないからだ。

「常田さん。これを傍受していてくれませんか？　なにかあったら教えて欲しいんです。ぼくは、台所か裏庭のカットグラのところにいるから……」

「階下したでこれを聞けばいいんじゃない？……これさ、バッテリーがあれば携けい帯たいできるはずだよね」

「台所で電池を探してみて下さい」

　ジョクは、俊一のはしっこさが癇かんに障さわったが、思いついたことの筋は通っているので、文句はいえなかったので、「着替えを急いで、台所にきてください！」と、叱しかるようにいってしまって、うろたえたような俊一の声を耳にしながら、ジョクは、受信機を手にすると階下にむかう。

　ジョクは、俊一が他人から怒おこられたりしたことがない青年だ、と思いついて、また厭いやになっていた。




「ジョク！　ねぇ、あなた！　どうしたの!?」

　奇き妙みような格好で廊ろう下かをいくジョクに、居間の母が声をかけてきたが、まっすぐに台所に飛びこんで、ジョクは受信機のコードを電源に差しこんでいく。

「仕事だよ。戦争みたいなものが始まったとしても、驚おどろかないでね」

　居間から飛んできたチャムは、ジョクのあわてぶりに、頭上でクルッとまわってくれる。

「この方は、その……なに？　それに、その飛びまわってる女の子、そういうのがいる世界もあるっていうんだけれど……」

　ジョクの母、良子は、杏耶子の肩かたにもたれるようにして台所に出てきて、杏耶子とチャム・ファウのことを同時に聞いてきた。

「事情は中臣さんから聞いてください。ぼくの周りで見たものをストレートに信じてもらうしかないんですよ」

「この方……？　あんたのなんなの？」

　杏耶子の肩かたから離はなれた良子は、本当に疲つかれを感じて、台所のテーブルの前にどっかと腰こしを下ろしていく。

「友達ですよ。……母さん、食べる物は用意しておいてください」

「朝ごはん……？」

「ごはん、炊たくしたくを始めたんですけど……？」

「ごはん？　ごはんかぁ!?　お腹なかすいた！」

　テーブルの上にとまったチャムは、良子に睨にらみつけられていることなどまったく気にせず、杏耶子を見上げる。

「……父さんに電話しておいてくれない？　ぼくが帰ってきたって」

　ジョクは、勝手口の、アの国から履はきっぱなしの半はん長ちよう靴かで、足元を固めるのに忙いそがしい。

「あなたは、どうするの？」

「裏で、やることがある」

「いやよ。父さんの会社に電話するなんて……」

　そんな母の言葉を無視して、ジョクが勝手口を出て行くと、背後で、「あっ！　お邪じや魔ましています！」という、俊一の声がビックリ箱の人形のようにはじけた。
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　武器をあつかう訓練をうけた隊員たちは、本能的にガベットゲンガーというマシーンに、武器として怪あやしいものを感じたから、その作業は手早いもので、入いる間ま基地の一番新しい格納庫に収容された。

　機体の調査のために、外界から遮しや断だんしたほうが良いというのは、軍人の本能である。

　軍隊としての存在を認められていない虐しいたげられた時代をすごしてきたここも、周囲の経済の衰すい退たいをもはた目に、古い施し設せつであったのだが、ジェット輸送機を自前でもてるようになれば、ようやく経年劣れつ化かのすすんだ格納庫のひとつが新築されて、その整備と運用のための技術レベルは、ともかく堅けん持じしていた。

　冷戦後、敵がいなくなった大国の軍事組織は、どの道、自じ滅めつの道しか残されていないのだが、男性という性がある限り、軍隊のような組織はまだ消しよう滅めつすることはない。ついこのあいだまでは、戦争の歴史を構築してきた人類が、その習性を潜せん在ざい意識下に埋まい没ぼつさせるためには、まだ千年や二千年はかかるからだ。

　ガベットゲンガーが立たされた奥おくには、新たに更こう新しんされた電子戦訓練のジェット機が収容されていたが、それにも、日々進化を遂とげている民生用のコンピュータ・チップなどはつかわれていないのだが、それはまた別の理由があった。軍事仕様は頑がん強きようでなければならないという絶対条件があって、民生でテストをしてからつかうというのが常識になっているからで、中身は十年以上前のものである。

「……ああ、それもオーラバトラーだ。そうです。こちらでも、おなじ機体を収容したんですよ。成田主任から連れん絡らくはいっているでしょ!?　……そのことです！　こちらは、オーラバトラーのパイロットが協力的で、現在はイリマ基地に収容してもらっている」

　両毛警部は、格納庫のわきに設置された電話で、警視庁の指令センターと連絡をとっている。

「おい！　全員に対空監かん視しだ！　レーダーはあてにならないらしい。全員、肉眼で対空監視ーっ！　これとは、多少ちがう形らしいが、おなじオーラバトラーがこの地区に侵しん入にゆうしているらしい。全員、起き床しよう！　監視だ！」

　諸岡一いつ佐さは、両毛警部との電話のやりとりから状じよう況きようを判断して、その命令を発し、入間駐ちゆう屯とん地ちは、自衛隊創設以来はじめて実戦非常監視態勢にはいった。

「……そうですよ。イリマ基地に収容してもらいましてね、オーラバトラーといって、人ひと型がたの戦せん闘とう兵器なんです。空を？……ええ、飛びますよ！　武器だって持っている。ライフル銃じゆうのような恰かつ好こうをした戦車の大たい砲ほうみたいなものも持っています。どこにいるって？　イリマ基地だっていっているでしょう！」

「警部、イルマ駐屯地なんですがね、イ・ル・マ……」

「イルマ？　ああ、そうだ。ちっとも覚えられなくてね……でね、指令センター！」

　両警部がまた電話にむかったので、諸岡等空一佐は、左右の幹部たちに防空監視態勢が完全になっているのか督とく促そくしながらも、外からの領空侵しん犯ぱんではないので、バッジ・システムにのせる事態ではないような気がする。

　しかし、目の前の警官たちのあわてぶりが本当であれば、少なくとも、首都防衛の問題にかかわることはまちがいないのだ。が、どうしても、アニメの世界に放り込まれているのではないか、という疑ぎ惑わくが抜ぬけきれない。

「空幕作戦室と航空総隊には、現在までの詳しよう細さいを報告して、以後も順次連絡をいれるが、指示はしてくれないかといってくれ」

「……話だけで、信用してくれますかね？」

「ここで見たことは、信用させるしかないだろう。それで、指示待ちにしたいのだが……しかし、そうだなぁ……米軍に盗とう聴ちようされて笑い者になるのも厭いやだな。電話回線をつかえ」

　と、どうしても現実と虚きよ構こうの狭はざ間まにいる自分を意識してしまう。

「そんなもので連絡すれば、トップにはますます信用してもらえませんよ」

「それを信用させろと言っているんだろうがっ！」

　諸岡一佐は、さすがに、幹部たちに大きい声を出してしまったが、両毛警部も大きな声で電話をつづけていた。

「……もちろん、もう一機が、横田あたりをウロウロ飛んでいるようなんですよ。むこうさんに、捕ほ捉そくされたかも知れません」

　えらく張りきっている両毛警部を見つめれば、現実なんだろうとは思えてくるし、諸岡一等空くう佐さのかたわらに立つ副長の水野二等空佐が、一佐に囁ささやいてくる。

「バーン殿どのですか？　飛行しているオーラバトラーを彼に捕ほ捉そくさせて、当方に収容させるという手がありますが？」

「そうか。奴やつは信用できるか？」

「……そうですが……」

　ふたりは、ガベットゲンガーの前に寄せられた整備用の移動台車の上に座り込んでいるバーンを見上げて、人物判定をどうしたものかと考える。

　バーンは、ネックレスのお礼に、工藤さんの奥おくさんからもらった液えき晶しよう携けい帯たいテレビの使い方を、町田巡じゆん査さから教授してもらっているのだ。町田巡査もオーラバトラーのことをもっと教えてもらいたいから、おべっかをつかっている。

　バーンは、手で持てる大きさの道具の小さな窓から、鮮あざやかな色で動く映像がのぞけるのが面おも白しろくて、下の騒さわぎにはまったく関心をむけていない。ここまでに、警察と自衛隊の連れん絡らくがどうのという話に充分飽あきていたので、当分は彼らに関心をもたないことに決めたのである。

「……ホゥ！　きれいに動いているのが見えるのだな！」

　そんなバーンの感かん嘆たんの意識が、諸岡一佐たちにひびくのを見れば、禁治産者とは思えないでもないのだが、言動すべてから判断すれば、まともであると判定できる。諸岡一佐も、別のオーラバトラーがちかくを飛行しているという情報は、両毛警部から聞いたばかりなので、まだバーンに教えていないし、テレビに夢中になっているバーンを見れば、考える時間を稼かせげると思うだけである。

「どうなんです？」

　諸岡一佐の補佐役の島田三等空くう尉いが、電話をおわった両毛警部に、警視庁の動きを教えてくれと要よう請せいする。

「……いや、ようやくこっちの話が通じるようになった。現在飛んでいるオーラバトラーは、東村山方面で消息を絶ったようですな」

「どこかに着陸したのか？」

　諸岡一佐が、両毛警部の額に自分の額をつけるようにして訊きく。

「この周辺で人目に触ふれないで飛行できるなど、考えられません。一いつ般ぱんからの通報もあるかもしれないから、それを受け入れる準備もしなければなりません」

「そうです。広報に人をまわして、準備にかからせます」

　副長の水野二佐は、部下に命令するために、諸岡一佐から離はなれていく。

「バーン殿に捕ほ獲かくしてもらうというのは、駄だ目めなんですか？」

「考えましたが、やめました。このことは、バーン殿には、今は話さないほうがいい」

　諸岡一佐は、両毛警部の提言を、いろいろ当方にも都合があります、とやんわりと断る。

　諸岡一佐にも、具体的に不都合な問題などは思いつかないのだが、そう言ってみたのは、空自の自主権といったものを意識したからである。

「島田三さん尉い、バーン殿どのには朝食をしていただくために、隊舎のほうにご案内するように！」

　バーンをここから隔かく離りしろという意味でそう命令すれば、島田三尉は、すばやく整備台のはしごをのぼり始める。諸岡一いつ佐さは、警部の相手もほかの幹部にまかせて、水野二佐を追うようにして格納庫を出ていき、

「信じられんことばかりだが、確かに、あれには、無視できない存在感があるな」

「メカニックの連中は、本物っぽいけど、ウソのようでもあるといっています」

「格納庫に移動するのは、全員が見ていたのだろう？」

「その段階では、全員が本物だと納なつ得とくしていますが……なかを調べてみませんとね」

「だから、バーンを機体から隔離するんだよ」

「そりゃ、わかっています」

　と、前方の空に、ジェット機のエンジンの音が低くひびいたのでふたりはドキッとして、エプロンの中央で立ちどまってしまった。

「むこうさんか？」

「そうです。ミシシッピーのものかもしれない……ここは横田の網あみの目のなかにあって、日本の指揮下の飛行場が、米軍の監かん視し下というとんでもないところにあるんだから」

「いうなよ。いっそのこと、市いちヶ谷やあたりに降りてくれたほうが、諜ちよう報ほう的には安全だったのにな……」

「ハハハ……笑えないけれど、そうでしたね。冗じよう談だんでおわればありがたいんですが、いやな予感がしますね」

　エプロンをつっ切って、新しい隊舎にたどり着く頃ころになって、バーンと警官たちを乗せたライトバンが、格納庫から走り出してきた。

「やれやれ、ようやくオーラバトラーから離はなれる気になったか」

「なんで気がつかないんでしょう？　テレパシーが使える連中なら、自分とおなじ仲間がちかくを飛んでいるのを気がつきそうなのに……」

「現実とフィクションの違ちがいだろう。現実は、それほどうまくいろんなことが感じられないのさ」

　水野二佐は、諸岡一佐のいうことに一理あるように思えて、成程と頷うなずく。

「……そうですねぇ。東京なんて、江戸時代からいろんな怨おん念ねんが飛びかっているでしょうから、彼らのテレパシー能力も減殺されるかもしれないな……。隊長……あれが、本当に兵器だと断定されたらどうするんです？」

「そうなれば、上が出てくるよ。心配するな。敵性国のものの、平時、交戦中のあつかいというのは学習したが、こういうの防衛大学で習ったか？」

「いえ……例外の例外。こういうのって、どうするんでしょう？」

「臨機応変に対処しろっていっても、限界があるんだよな。中央の人間は、柔じゆう軟なん性をもって判断しろっていうけれど、まちがった判断を下せば、トバされるのはこっちだからな」

「ですから、最善をつくしてみせるって、それしかないでしょ？」

「こんなの誰だれが想定した？　航空自衛隊の防衛システムって、外からの侵しん犯ぱんだけだぜ」

「そりゃ、どこの国でもそうですよ」

　そうなのだ。有事の際は、マニュアル通りに行動しろという教育は一切ない。臨機応変。これが有事の際の幹部と隊員にしめされている鉄則である。

　しかし、武器の性能があがれば上るほど、それを使いこなすだけで精せい一いつ杯ぱいになり、隊員の数が絶対的に不足すれば、マニュアル通りに行動するだけで毎日がくれた。そんな生活のなかで、幹部と隊員に常時フレキシブルに対応できる生活態度と、有事対応能力が育成されるかどうかは、かなり問題なのである。それは、幹部たちの誰でもが、実感していることである。

　まして、戦争などは絶対にない、と信じきって入隊してくる若い隊員たちを相手に日課をこなすというのは、かなり忍にん耐たいのいる課業なのである。それでも、航空自衛隊は、飛行機好きという共通項こうがある連中のあつまりだけに、海や陸の部隊よりは、均質化した組織であるといえた。

「……なんで警察は、あれが軍事機密になるって、発想したんですかね？」

　新しい隊舎の前にたどり着いたところで、水野二に佐さが訊きく。

「素人しろうとの怖こわさじゃないかい？　岡おか目め八はち目もくって奴やつさ。しかし、こちらは、ああいったものにたいしては、必然的に責任が発生する。あの警部のように単純に興奮できない。慎しん重ちようにもなるさ」

「……そうですが……」

　回答にはなっていない諸岡一佐の言葉をききながらも、水野二佐も一佐につづいて、隊舎のなかの階段を地下に降りていった。

　諸岡一佐は、中部航空方面隊司令部のオペレータ・ルームの隣となりにある無線室をのぞいた。そこには、横田基地の交信を傍ぼう受じゆしているクルーがいた。

「どうだ？　むこうさんの動きは？」

「妙みような動きがありますが、朝のジョークじゃないかって感じですね」

「どういう反応なんだ？」

「まだ、具体的にどうというのではありませんけど、関心を持った、というのが正確なところでしょう」

「それじゃこっちのことをキャッチされているんじゃないか！　脳天気なこといっているんじゃないよっ！」

　諸岡一佐は、若い通信担当者の頭をブン殴なぐってやりたい衝しよう動どうにかられたが我が慢まんした。そんなことをして、簡単に辞められたら、隊員の補ほ充じゆうが追いつかなくなるからだ。

　現今は、軍人を立派な職業と考える連中はいなくなって、甘あまいことをいって勧かん誘ゆうし、おだてて使わなければならない時代なのである。隊員の補充問題を考えれば、国家が多少貧しくて、軍人がエリートの職業なんだと思わせておいたほうがいいのだが、さすが、一佐でもそこまでは考えない。

　しかし、現実の仕事となると、もう少しなんとかならんのか、と考えてしまうのも事実なのだ。

「横田のいうことは、聞き逃のがすなよ」

「あのー」

「あ？」

　こういう聞き方も、本当にやめて欲しいと思いながらも、ドアを半開きにしたままその隊員に振ふり向く。

「交信の量が多くなっているようですから、クルーをふやしてくれませんか？」

「わかったよ」

　諸岡一いつ佐さは、かすかな怒いかりを感じながらも、その隊員の要よう請せいを吞のみこんで無線室を出ようとした。

「そのオーラバトラーっていうの、本当に、価値のあるものなんですか？」

「あのな。レシーバーを耳から外すな！　勤務中だろ！」

「はい！」

　そう怒ど鳴なりつけておいて、諸岡一佐は、オペレーション・ルームに移動した。そこでは、ちょうどスクランブル中で、百里基地から出た戦せん闘とう機きが、太平洋上に要よう撃げきするために移動しているのがスクリーンに表示されていた。

「…………？」

　諸岡一佐は、自分の椅い子すにドスンとすわりこんで、味方機と未確認飛行物体、つまり、アンノン中の飛行機について確認をとってから、

「妙みようだな？　最近は、不定期便はなかったんだろう？　それがいつものよりも遅おそいし、領空もギリギリに侵しん入にゆうかい？」

「はぁ……一度は、領空侵しん犯ぱんをしています」

　今朝けさの当番は瀬せ戸と三等空佐だ。

「なんだ？」

「昨日まで、北で艦かん隊たい演習がありましたね？　あれじゃないんですか？　太平洋艦隊のミシシッピーが、横よこ須す賀かにはいる頃ころでしょう？」

「ああ……それでか？」

「マメなんですよ。連中だって他ほかにやる事ないんだから、訓練を仕事にしなけりゃならないだろうし……隊長、自分もオーラバトラーの見学に行ってよろしいですか？」

「ああ……すんだようだな？　いいよ」

　諸岡一佐は、スクリーンの動きを確認すると、昨夜からここに張りついていたクルーにも、順次、オーラバトラーを見学させる必要があると感じた。

『全員とはいわんが、ああいうものについては、若い者の意見は、当らずとも参考になるかもしれんからな』

　そういう気分である。




　バーンは、この基地にある古い建物の応接室にすわらされていた。こんな時代にも、半世紀以上前の旧陸軍時代の建物がつかわれているのだが、バーンは、その建物が古いなどとは思えない。

　きちんとペンキが塗ぬられて、手入れは行き届いている木造の建物は、木造の建物を見慣れていないバーンには新しん鮮せんだった。見た目は脆ぜい弱じやくでも、よく清せい掃そうのゆきとどいた建物は、清潔で機能的な最新の様式に見える。

　しかし、テレビのことに気がすんで、周囲に目配りをするようになったバーンには、隊舎のなかの隊員たちの急せくような意識が、癇かんに障さわっていた。

『なんだ？』と、そう思う。

「……どうした……？　なにが起こっているのか？」

　バーンは、ドアのノブを開いた曹そう長ちように訊きいた。

「はっ？　何と？」

「……この建物は、全体に騒さわがしいな。なぜだ？　敵が接近しているという雰ふん囲い気きだが、わたしの感じすぎかな？」

　バーンは、窓の外の木々が穏おだやかな朝の光のなかに浮うき出したのを見やって、快適な環かん境きようだと感じれば感じるほど、人の気配が気になった。雨があがってかなりたつのだが、さっぱりとせず肌はだ着ぎがベットリとする感じに閉口しながら、ドアの前に立った曹長のしどろもどろの対応を、目のはじに捕とらえる。

「領空侵しん犯ぱんは、その、珍めずらしいことではありませんので。いつものことです」

「どこかと戦争状態にはいっているのか？」

「いいえ！　とんでもない！」

　曹長は、一いつ佐さからガラリアのことは口止めされているので口ごもったが、彼の意識は、もう一機のオーラバトラーの動静をはっきりと描えがいていたので、バーンは、ガラリア機とジョク機のことに考えがおよぶ。

「……ほかの方。貴公の上司、いっしょに車に乗っていた方は、どちらに行ったか？」

　すわりごこちの良いソファから立つ気にはなれなかったので、そのまま中年の曹長を見上げて訊く。曹長は、身をずらして、盆ぼんを手にした若い隊員を招き入れていた。

「失礼いたします！　粗そ茶ちやであります」

　若い隊員が部へ屋やにはいってきたので、曹長のほうは、敬礼をしてあわてて退出していく意識に、上司を呼びにいくというものが感じられる。

「…………？」

　バーンは、テーブルにおかれた茶ちや碗わんに陶とう器きの蓋ふたがつき、丸い銅製の茶ちや托たくに乗せられているのが珍しく、それに目が奪うばわれる。

「茶か？」

「ハッ……！　どうぞ！」

　こういうことにも、訓練されているのであろう。濃こくはないが、薄うすくもないという茶で、ゆうべ飲まされたものとは違ちがった。

「ふむ……？　何か？」

　バーンは、一口茶を口にふくんでから、盆ぼんを手にドアの前に直立している若い隊員を見上げる。

「ハッ！　質問がありますが、よろしいでしょうか？」

　その意思は明めい瞭りように感知できたので、バーンは微び笑しようをかえして、また茶を口にする。

「オーラバトラーですか？　あれ、どういう種類のエネルギーで動くんでありますか？」

「……？　生体エネルギーだ。オーラ力というものを知ってるか？」

「はい！　オカルト、ずっと流行はやっているんであります」

「オカルト？　そういったか？」

「はい！　いや、よくわかりました。ありがとうございます」

　若い隊員は、盆を前にして、最敬礼をするとひょいと出ていった。

「…………？」

　またもバーンには、わからないことが起こった。若い彼が理解できたというので、バーンは、なんだ、と思う。彼の素早い理解と、隊全体に漂ただようガベットゲンガーにたいする理解しがたいという動どう揺よう、そして、この緊きん張ちようは……。

　茶を喫きつしおわると、バーンはソファを立って、窓の外の木々のむこうに見える飛行機の姿を凝ぎよう視しして、ガラリアが近くにいると確信すると、ドアを蹴けるようにして廊ろう下かに飛び出していた。

　そこで、この建物まで案内してくれた曹そう長ちようと島田三さん尉いにぶつかりそうになる。

「……どちらにいらっしゃるか……!?」

「気になることが起こっているらしい。ガベットゲンガーにもどる」

「しばらくすれば、朝食がきます」

「ガベットゲンガーのところに持ってきてくれ」

「どうなさったのです！」

「こちらが聞きたい。ここは緊張している。近くに敵がいる」

　バーンは隊舎を出ると、格納庫のあるほうにむかって走り出した。

「おい！　車だ！　格納庫の整備員に、バーン殿どのが行くと連れん絡らくっ！」

　島田三尉は、最後の指令を小声で部下に命令すると、自らバン・タイプの車に飛び乗って、バーンと併へい進しんをする。

　バーンはドアを開きつつ、減速した車に身軽に飛び乗ってきた。その機き敏びんな身のこなしに、島田三尉はバーンはかなりの武芸の達人と見た。

　キィーン！

　そのジェット・エンジン音は、強圧的に上空を横切った。二機のアメリカ海軍の戦せん闘とう機きだ。星のマークの識別がはっきりと恫どう喝かつするように見えた。

「奴やつ等らっ！　ここは、滑かつ走そう路ろだぞっ！」

　明らかに、コース違い反はんである。島田三尉には、その飛行が基地を威い嚇かくするように見えたのだ。

「ジェットか!?」

「よくご存知で……！」

　島田三さん尉いは、バーンの発音をきいて驚おどろくと同時に、バーンは地上世界の文物について、多少知っているという話を思い出して、この白人らしい男が、異世界出身ではなく、どこかの東とう欧おう圏けんの人間ではないかという親近感を抱いだく。

　バーンが、格納庫に飛びこんだとき、ガベットゲンガーを点検していた整備員たちは、ただ外側から機体を見物しているという風に演技をした。

「こんなものが飛ぶんだってよ」

「信じられるぅ？　あんた」

　いかにも素人しろうと芝しば居いなのだが、そんなことを声高にしゃべりあって、バーンが何をするかと興きよう味み津しん々しんたる目つきを送る。バーンは、コックピットにあがるタラップを駆かけ上がると、オーラ・バッテリーが充みたされているのを確認して、無線をいれた。

　オーラバトラー同士か指揮艦かんとの二チャンネルしかないのだから、操作は簡単である。ノイズが激しかった。

「その無線、我々がつかっている、もっと相性がいい奴やつと代えましょうか？」

　コックピットを無ぶ遠えん慮りよにのぞいてそう言う島田三尉を、バーンはギロッと睨にらみつけて、スピーカーのボリュームを上げると、ザーというノイズに、数局のラジオが混信してきた。

「……ガラリアだ!?」

　バーンは、呻うめいた。

「仲間がいるのか？」

　バーンの挙動をコックピット前の整備台から注視していた島田三尉は、背後の隊員に低く、「傍ぼう受じゆ！」と命令する。

「はっ！」

　その隊員はタラップを降りると、整備員のひとりを摑つかまえて、

「おい、あの無線機でつかっている周波数は、わからないか？」

「そんなの調べる時間はなかったでしょ。あの無線機には、切きり替かえスイッチがあるだけで、ダイヤル表示ひとつないんだ。なかのコイルの巻まき数を調べている時間などあったか？」

　小声でやりあうと、その隊員は、格納庫の隊内電話にとりついて、

「……地区無線！　ガベットゲンガーが無線を使っている。傍受しろ！　鉱石無線という奴だから、周波数は……え？　なに？」

　その曹そう長ちようが電話に聞きかえしているあいだに、格納庫は、オーラ・ノズルの轟ごう音おんと排はい気きガスの噴ふん出しゆつ音おんに満たされてしまった。

「バーン殿どのが、ガベットゲンガーを動かしました！　朝食を!?　そんなのあとだ！　あとっ！」

　ガベットゲンガーは、一方の手で整備台を横に移動させながら第一歩を踏ふみ出して、朝の光に輝かがやくエプロンに姿を現していった。

　その前方の空に、ジェット戦せん闘とう機きのエンジン音がはしり、黒こく煙えんが薄うすくたなびいた。







　18　台所を抜ぬけて







　電話が鳴っていた。

　食器棚だなの下の棚から漬つけ物ものや佃つくだ煮にを取り出していたジョクの母、良子は、その音に跳とびはねるようにして受話器をとる。

「はい！　城ですが？　はい？　え、どちらの鈴木さん？　えー、おまちがいじゃありません？　うちでは、自動車会社に勤めている……」

「あ、すみません。それ、ぼくです」

　無ぶ遠えん慮りよに手を伸のばしてきた俊一に受話器を渡わたすとき、その受話器がどうなっているのかとチャムがのぞきこんできたので、良子は、ついチャムを手で払はらってしまう。

「ウーッ！」

　良子の手を避さけながら、チャムは険悪な表情を見せたものの、受話器が気になって、俊一のほうにかじりつく。

「……はい。常田です。いつも……はあ……いえね。ちょっと、気になったことを思いつきまして、あなたのやっていらっしゃる昆こん虫ちゆうの行動様式の研究に関係することで……なんで、こんなに朝早く電話を？…………だって、いつでもいいってメールでおっしゃっていたでしょう？」

　杏耶子は、味み噌そ汁しるの具の支し度たくをしながら、俊一のしゃべりすぎに耳をそばだてる。

「このなかに人がいるのか？」

　チャムは、俊一が答えてくれそうもないので、良子に訊きく。

「ちがいますよ。あなたね、もっと勉強するのね」

　良子は、頭ごなしに叱しかる。この不思議な生物の意識が、頭にビンビンとひびくのでイライラするのだ。

「……ええ。それで、なんというのかな。動物そのものの動きを、機械的に再現することが可能なのかって、そういうなんというのかな、そういうものについての意見を聞きたくなって……ええ？　そのサンプルみたいなものを見た？　どこでです？　信じますよ。そりゃ、そうでなければ、あんなメールは出しませんもの……本当なんですね？」

「ジョクさん！　今、俊一が電話をしている人が、オーラバトラーを見たんですって」

　杏耶子は、味噌汁の具を鍋なべに放り込んで、勝手口からカットグラを隠かくしている防風林のほうに声をかけると、ジョクが革かわ鎧よろいの裾すそを濡ぬらしながら駆かけこんでくる。

「……電話しています。なんでも、バイオ・テクノロジーの研究を自動車会社でやっている人なんですって」

「そういう種類の人!?　かわりたい。常田さん！」

　ジョクが靴くつのまま上がりこめないのを見て、杏耶子が、俊一に受話器を運ばせる。

「すみません。いきなり電話で……。ぼくは、あなたの見たものについて知っている者ですが、見たものについて説明していただけますか？」

　電話のむこうの鈴木敏之は、ジョクの唐とう突とつな質問に、冷静に簡潔な説明をしてくれた。ジョクは、その声に信しん頼らいできそうな相手だと感じる。

「それ、オーラバトラーといいます。生体エネルギーで動くもので、そういうものの試作機みたいなものなんです」

　そんなことを口にすれば、むこうの青年の声が食いついてくる。

「試作機と断言できるのか!?……信じられるレベルじゃないけど、リモコンのモデルにしてもできすぎに見えた。その、技術的なこと聞きたいんだけれど、駄だ目めかな？　どこにでも行くけれど……」

「いろいろ事情があるんで、これ以上は、電話では説明できません。ぼくは、あなたの立場も知らないんですから」

「なんで、常田君がメールを送ってきたんですか？　あなたは、ジョクさんでしょ？　納なつ得とくいかないな。会って下さいませんか？」

「ぼくは、あなたの会社と対たい抗こうする会社の者か、ヘッドハンターかもしれませんよ？　それでもいいんですか？」

「そりゃ、完かん璧べきに自分の才能を磨みがけるところがあれば、どこでもいい」

「じゃ、ぼくが、あなたの役に立つ情報を持っているかも知れませんし、ぼくも助けてもらえるかもしれません。これからいう住所に、すぐ来ていただけます？」

「……テストですか？」

「ま、そんなものです」

　理由などはどうでもよかった。ジョクは、この鈴木という青年の声が気にいったのだ。

　そして、その鈴木なる青年の声を聞いているうちに、ジョクには、このままこの世界にとどまるつもりなどはない自分を発見していた。だから、バイストン・ウェルにもどるための糸口を見つけてくれる才能を手にいれる必要がある、と決めたのである。

　杏耶子は、お冷やをあたため直したものでお握にぎりをつくりだし、それをチャムが、なんだなんだ、と聞いている。ジョクの母、良子は、そんなふたりの様子が気味悪いのだろう。ジョクの目の前をとおりすぎて、裏庭をのぞきに行く。

「あなた……あれなんなんです!?」

　電話をおわったジョクに、良子はまたヒステリーをおこしそうに質問をした。

「ロボットですよ」

「そんなことはわかります。なんで、あんなものが、裏庭にあるの！」

「持ってきたんです」

　ジョクは、杏耶子のつくってくれたお握りを口にし、チャムも、小さくつくってもらったお握りの海苔のりのついていないところにかじりついていた。

「……だって、あなたは、アメリカで飛行機の練習をしていたんでしょ？　それなのに、ぬいぐるみショウのアルバイトなんかやって！」

「そんな安っぽいものじゃないよ」

　杏耶子が、できたての味み噌そ汁しるを出してくれた。

「じゃ、どういうことなの？　わかるように説明してちょうだい」

「父さんには、電話したの？」

「しましたよ。会社にいたわ。すぐに戻もどってくるって。ねぇ！　説明してちょうだい」

「また気絶するよ」

　ジョクは、テレビの朝の各種のスタジオ番組をリモコンでチェックしながら、受信機のダイヤルをいじっている俊一を見て、また勝手なことをやっているのではないかと思ったのだが、俊一は、警察無線でガラリア機の具体的な動きが聞きとれないので、彼なりに必死になっているのだった。

　オールレンジの受信機とはいえ、それはジョクが高校時代に東京の御お徒かち町まちのアメ横で買ってきた怪あやしげなメーカーのもので、ロクに電波の分ぶん離りもできない代しろ物ものなのだ。

「……英語だな……これ、航空無線でしょ？」

「横田あたりが、はいることもある」

　ジョクは、久しぶりに家のぬか漬づけを口にして、生理的に安定する。が、ジョクたちがやっていることをオロオロと見ていた良子の顔が、次第に貧血状態になっていくのを悲しい思いで見つめた。

「杏耶子さん。母にも、お茶でもいれてやって下さいませんか？　母さん。居間で、休んでいたら？　そのつもりで、帰ってきたんでしょう？」

「……あんたたちは！　いったい、何をやっているの!?」

　良子のうわずった声が、悲鳴になった。

「父さんが帰ってきたら説明する。おなじことを何度も説明する時間はないんだ」

「どうして？　冷たいじゃない？　どういうこと？」

「ああ、思い出した。ぼく、密入国なんだ。通関チェックを受けていない」

「えーっ!?　どういうことなのっ！　どうしてっ!?」

　乗り出していた上体をヘナヘナと崩くずした良子は、ジョクの前にすわりこむと、テーブルの上の無線機にかじりついている俊一と流しの前に立っている杏耶子に視線を泳がせる。

「そうなってしまった。そういう事情を認めて欲しいんだよ」

「そんなこと、そんなの変じゃありませんか！」

「そうだよ。変なんだよ。だから、冷静になって、事実を見つめるようにしてもらわないと、ヒステリーになってしまう……ごちそうさま。また、あとで食べるかも知れない」

「いいんですか？」

「ああ、カットグラの無線が気になるんです。君たちは、ごはんが炊たけたら食べるといい」

「なにか手伝えることないのかな？」

　俊一が、割りこんできた。

「無線を傍ぼう受じゆして、メモをとっておいて下さい。それと、パソコンのメールをチェックするんじゃなかったんですか？」

「ああ、あ……！」

　立ちかけた俊一は、また椅い子すにすわりこんでダイヤルをいじりまわす。

　チャムは、白米が気にいったのだろう。テーブルの上に正座して、米こめ粒つぶをひとつひとつ手にとって、パクパクと食べている。そのチャムに、杏耶子がおっくうがらずに、おちょこに味み噌そ汁しるをついでやっておいてやる。

　良子は、そんな光景を目の前に見ながら、

「あたしは、気が変になりそう……」




　カットグラに上がっていっても、まだ、革かわ兜かぶとをかぶる気にはなれなかった。庭の裏のほうからも、カットグラが見通せないのを確認していたので、気持ちにはよゆうがあった。

　と、ギャン、キューンという慇いん懃ぎん無礼この上ないジェットの音が通過した。ジョクが、この家に住んでから聞いたことがないほど接近した音だ。

「…………!?」

　コックピットに足をかけたところで、ジョクは、家の屋根のむこうをパスする米軍の戦せん闘とう機きを見つけていた。

「艦かん載さい機きだぞ……!?」

　垂直尾び翼よくのマーキングを本能的に識別するのは、飛行機好き少年の癖くせだが、今の場合は、具体的な〝刺し激げき〟になった。横田に艦載機がはいっているのだ。

　それが低空を飛ぶのは、この空域に馴なれていないからか、そうでなければ、よほどのことがなければ、こんな時間に飛ぶことはない。艦載機が厚木基地でタッチアンドゴーの訓練をすることはあっても、それは夜だし、この方面に来ることもない。

『なんだ!?』

　ジョクは、無線のスイッチをいれた。

「……ガラリアっ……！」

　紙のスピーカー・コーンが破れるのではないかという音量で、バーンの声がノイズのなかで震ふるえていた。

「……敵なんだろうっ……！」

　そのガラリアの声も、ノイズのなかにかなり遠かったが、それでもキャッチできた。

「……来ていた!?」

　ジョクは、呻うめいた。嬉うれしくもあった。

　カットグラを発進させたい衝しよう動どうに駆かられたが、とりあえずは耐たえた。

　周囲の防風林の背せ丈たけだけカットグラを上じよう昇しようさせて、上空のようすをうかがいたい衝動にかられたが、それでは、周囲の人の目にカットグラをさらすことになると思う。

「……バーン！　ガラリア！」

　口のなかで叫さけびながら、もう一度、彼らの声が聞えるのを待つ。しかし、ノイズが激しくなるばかりで、もう一度だけバーンの声がきこえたものの、ひどく遠くなっていた。

「……ジョクさん！　臨時ニュースがはいっているけれど……！」

　杏耶子が、勝手口から上体をのぞかせて叫んでくれる。

「なんてっ!?」

「福ふつ生さ市のほうで、大火災が起こっているっていうニュースよ。どう思う？」

「福生？　横田基地のあるところだけど……大火災？」

「ええ……テロップの字だけのニュースでよくわからないけど、かなりひどいみたい……」

「かなりの大火災……？　そうか。どこの局だ？」

「どこかわからないけど、アナウンサーがいっている。突とつ然ぜん、爆ばく弾だんが落ちたように大火災が発生して、なんでしょうねーって、そんな感じでしゃべっている」

　豪ごう雨うのあとだから、雲は残っていても視界良好である。

　今、上昇すれば、バーンとガラリア機を視認することはできよう。その意味では、東京がある関東平野は、日本で一番視界が開けている場所である。が、逆にいえば、逃にげるには最悪の場所なのだ。

「あの米軍の戦せん闘とう機きは、ふたりを見つけたな……」

　だからといって、どうすることもできないと思える。

　敵対行動をとったのならいざ知らず、そうでなければ、人ひと型がたの飛行物体を〝認識〟することは、難しいことのはずだった。

「大火災ね……」

　彼らを支し援えんして合流することはできても、これからの時間を考えると、無事にどこか安全な場所に移動させることは不可能のように思える。

　ジョクは、ノイズを発するスピーカーの音を聞きながら、自分が東京周辺で人気のない場所をまったく知らないことに気づいていた。

『こんなものを隠かくせる場所は……大島にでも行くか？』

　そういう考えしか浮うかばないのだ。

　はるか頭上で、のどかなターボプロップのエンジン音がきこえた。自衛隊の早朝の不定期便である。ジョクが大学にはいった頃ころからはじまっているもので、時折り入間基地にはいる。

『出てみるか。関係があるとしか思えないものな……』

　バイストン・ウェルの世界では、アの国のドレイク・ルフトの覇は権けん主義がはじまったときに、ジョクは、ドレイクの国を離り脱だつした。事実上、ジョクの妻になったドレイクの娘むすめ、アリサ・ルフトをともなっての離反であったために、バーンとガラリアは、ジョクの敵になった。

　しかし、ジョクのバイストン・ウェルでの生活は、地から湧わきいでたものガロウ・ランとの戦せん闘とうをつうじて、彼らとともに戦っていた時期のほうが長いのだ。敵味方にわかれたのは、今回のドレイク軍のミの国への侵しん攻こう戦が、はじめてなのである。

　バーンとは、オーラバトラーのパイロットとして研けん鑽さんしあう競争相手であったし、ガラリアは、気脈のつうじる異性で、良い戦友だった。心情的には、おなじ釜かまのメシを食った仲間という意識のほうが強い。

　それが、米軍の艦かん載さい機きに追われている。

　大火災はバーンかガラリアが発生させたのではないか……、と考える。

　迷った。

『そうか……目的は、ふたりにまちがいを起こさせないことだ。俺おれがビビッているのは、オーラバトラーをこの世界の連中に見せたくない、知らしめたくないと思っていることにある。オーラバトラーにある潜せん在ざい能力が、どういうものか知らないためだ』

　ジョクは、自問した。

「ジョク！」

　チャムが飛んできて、コックピットの縁ふちにとまった。

「……テレビって、きれいだけど、変だね。誰だれにも触ふれない。ガラスがあるだけだ！」

「……チャム……ぼくは、お前やカットグラをこの地上世界の人に見せるのは、良くないことだと思っていた」

「なんでだ！　あたしは、ブスか!?」

「そういうことをいっているんじゃない。チャムは可か愛わいいよ」

「なら、自じ慢まんしろ。美人が友達だって自慢しな。あの杏耶子か？　あの女より可愛いしきれいだよ」

「……あのね、そうじゃないの。この世界の人は心が狭せまいんだ。だから、チャムやカットグラを見たら、自分たちのために利用することだけを考えてしまうんだよ。だから、できたらチャムやカットグラを見せないでおこうと思ったんだ」

「そりゃ、損だわ」

「なんでだ？」

「あたしを見れば、みんな幸せになる。隠かくすのはいけないよ。アハァー、あたしを見せたくないのは、妬やいてんだ？」

「お前は、どうして、そういう風に考えるんだ？」

「これが、あたしのいいところだモン」

「いいことかい！……知らしめる、か……どう思う？」

　最後は、勝手口から駆かけこんできた杏耶子に訊きく。

「人ひと型がたの風船が飛んでいる、ってテレビでいっているわ。それが、ジョクのふたりのお友だちなら、こちらに引き寄せることはしないと……？」

「人型のものなら、ガラリアとバーンでしかない……。米軍に捕ほ捉そくされるような動きをしているんだとしたら、これ以上のまちがいは起こさせたくないけど……出たいけど、どう思う？」

　ジョクが、杏耶子の意見を聞くので、チャムはふくれて、コックピットの正面にある木の枝にとまってしまった。

「……騒そう動どうが拡大することを心配しているのね……そうね、これ兵器でしょう？　お友だちは、なにもしていないとは思えないわ……間にあうかどうか心配だけど……福生市の大火災というのと関係あるんなら、ともかく、制止させなければならないわ」

「そうだよな……？」

「ええ、偶ぐう然ぜんがこんなに重なることはないでしょう？　以前、ジョクの友だちだったバーンさんとガラリアさんなら、制止させることはできるわよね。事情はわかっているんだから……！」

　と、俊一が、勝手口から、

「人型風船がふたつになって、所ところ沢ざわ方面に抜ぬけたらしい。それに……どうも聞きき違ちがいらしいんだけど、なんだろうな。受信機では、横田が撃げき墜ついされたらしい」

「爆ばく撃げき？」

「英語、わからないんだ。ヘリかなんからしいのが……コードは、わからないけど、横田基地が抗こう議ぎしているんだよ。立川とか入間という固有名詞も聞えるんだ」

「頭の上には、米軍の艦かん載さい機きが飛んでいるんだぞ？」

「そんな関係、わからないよ。俺おれには……」

　ジョクは、なにも応こたえず、オーラ・ノズルを開いた。

「行っていらっしゃい！」

　杏耶子が、カットグラの脚にすがるようにして、励はげましてくれる。

「一回のミスなら、なんとか申し開きもできるが、二度のミスは許されない。所沢を抜ぬけたんだな？　北にむかっているということか！」

「そのはずだ！」

　俊一は、勝手口を降りて、手にしていたデジタル・カメラをカットグラにむけた。

「…………!?」

　ジョクは、その俊一の動きを見み逃のがさなかった。

　彼の手にしているカメラは彼のものだ。ということは、今、ジョクがカットグラにきているあいだに、車から持ってきたのだろう。直属の部下でもなんでもない彼に、なにかを命令する立場ではないのだが、ジョクは、怒ど鳴なりつけたくなる。

「行くぞっ！」

　チャムがすべりこむのを待って、ハッチの扉とびらを閉じると、ジョクは、カットグラの両方の腕うでを左右に上げさせて、梢こずえを払はらうようにさせる。

「あれ、あれ!?　動いているっ！」

　カットグラの稼か動どうする音に、勝手口に出てきた良子が、またも卒そつ倒とうしそうなほどに全身を硬こう直ちよくさせて悲鳴を上げる。

「ひへーっ！　なんなんです!?」

　もうひとつの悲鳴は、祖母の面めん倒どうをみてくれているお手伝いの榎本さんだった。ちょうど、朝の出勤時間で、前庭から裏庭にまわって来たところだった。

　防風林を左右に分けるようにして、カットグラは上じよう昇しようをかけていく。その動きはかつてなく調子が良いように、ジョクに感じられる。この世界は、オーラ力が充じゆう満まんしている……!?　それがどのような意味を持っているのか、と、ジョクはかすかに自問する。

「ン……！　いいぞ！」

　ジョクも、チャムのように叫さけびたい衝しよう動どうにかられながら、開けていく正面の視界を四方に見ていく。雲間からさしこむ朝日をうけたカットグラの機体は、仁に王おうが山門から立ちあがる姿に似ていた。

　新しん青おう梅め街道を田無にむかっていたジョクの父親、孝則は、やや斜ななめに前ぜん傾けいしてビルの上空を加速してゆく、ジョクのカットグラの機体を、車の正面の窓に認めて、

『よくできたものだな』

　漠ばく然ぜんと、それをリモコンの模型ぐらいに思っていた。

　それは、背中をむけると、ビルの陰かげに隠かくれていった。彼がかけているラジオは、ニューヨークの株式市し況きようをレポートしていた。
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　ジョクの住む街、田無は、西東京市に併へい吞どんされた東京の二十三区のすぐ外側にある街で、北側は埼さい玉たま県に接しているものの、そこも住宅が連なって、境界線を見ることはできない。

　区部にくらべれば、田畑と緑が多いのだが、それでも灰色の人工物が延々とつづいて、日本最大の関東平野の奥おくにかすんで、首しゆ都と圏けんそのものを形成していた。

　チャムは、うーむ、と唸うなるようにして前方の景け色しきを見ていた。今さらながら、バイストン・ウェルのコモン界とのちがいに呆あきれているのだ。

「……あのペタッて見えるのが、家か？　道路か？　人か？」

「ああ……」

　ジョクは、チャムの言おうとしていることがわかったから、気が滅め入いる。

　中学校の頃ころ、ジョクは調布市にある小さな飛行場から軽飛行機の遊覧飛行で、自分の家の上空を観察したことがあったが、そのときの印象より、さらに高い人工物に侵しん蝕しよくされている光景に見えた。ロスアンジェルス近きん郊こうの砂さ漠ばくのような光景を見、なによりも、バイストン・ウェルのコモン界を見たあとだから、ことさら人が住む処ところには見えないと感じる。どこにも、オーラバトラーを隠かくすような場所はないように見えるのも、絶望的に思える。

　それでも、西に見える山脈の穏おだやかな起き伏ふくとくすんだ緑の大地には、水っぽく、人の心を安心させるものがあった。青くかすんでいく富士山が見晴らせるのも、悪くはなかった。この雰ふん囲い気きだけは、アメリカにもコモンにもなかった。

　ジョクの視線の先に、東からの太陽の光を反射するものがあった。そして、その左側のかなり近い距きよ離りに、牡ぼ丹たんの花のように黒こく煙えんが上がっていた。

　その下には、チロチロと赤いものが見えて、その拡ひろがりはとんでもなく広いものであろうことがわかった。

「あれが、大火災!?」

　戦争状態でもなかなか見ることができない黒煙の拡がりである。かなりの爆ばく撃げきをしなければ、あんな量の煙けむりは上がらないのは、コモン界の戦場で知っていたから、悪お寒かんを覚えた。

　ジョクは、ショット・ウェポンと話したことを、厭いやな言葉として思い出していた。

『フレイ・ボンムを、地上世界で使ったらどうなるか……わたしは、知らない』




　ジョクは、そんな言葉を打ち消すようにして、加速をかけていくと同時に、左右のバックミラーと潜せん望ぼう鏡きようのスクリーンを確認していった。高度は百メートルと上げてはいなかったが、勘かんはあたった。

　背後の上空から、黒いものが接近したと思った瞬しゆん間かん、ドン！　と前方にパスしていった。

「……ヒッ！」

　その二、三秒後、チャムがハッチのほうから、ジョクのほうに撥はね飛とばされてきた。ジョクが家の裏庭で見たとおなじマーキングをした米軍の戦せん闘とう機きのショック・ウェーブが、カットグラの機体を揺ゆすったのだ。

「よくやる」

　かなりの速度で、前方の光るものの方向にその戦闘機は飛んでいったが、オーラバトラーから見れば、小回りが利きくという乗り物ではない。

　ジョクは、左後方の上空を見た。高度、千メートルといったところから、二機の黒い影かげが降下して、一いつ瞬しゆん、パッと四本の飛行機雲をひいた。

『朝に珍めずらしい……』そう思った。

　その二機の戦闘機は、ジョクのカットグラと並進するようにして、ゆっくりと前方にまわり込むと、ジョクが目指す方向にむかって降下してから、かなり低空で機首を上げてくる。

『デモンストレーションをやっているんじゃないだろうにっ！』

　ジョクは、自分が飛行許可を取らずに飛行していることを忘れていた。

　三機の米軍の戦闘機は、大おお宮みやあたりで大きく旋せん回かいすると、またも、もとの目標、ジョクが認めた光にむかって、接近をかけたようだった。

「くそっ……！　無線が傍ぼう受じゆできれば、連中の意図がわかるのだけど……！」

　ジョクは、口のなかでののしりながら、カットグラをさらに加速させた。機体は、特に変わった震しん動どうもみせず、オーラ・ノズルの吹ふき上がりも快調だった。

「あれっ、あれ、なにっ!?」

「この世界のオーラバトラーだ。ガラリアが、あれらのひとつをやっつけたという話は、本当らしい」

「それで追っかけているのか？」

「そうとしか考えられない。人ひと型がたの風船を追いかけられるほど、この世界のオーラバトラーは自由じゃないんだ」

「そうなの!?　あれ、狂くるっているような動きだ！」

「そうだな。ジェットの音は狂きよう暴ぼうすぎるし、あの直線的な動きは、まるで強きよう獣じゆうのように愚ぐ鈍どんなものに見える」

　ジョクは、さらにカットグラに加速をかけながら、無線を開いて呼びかける。

「バーン！　ガラリア！　ジョクだ。聞えたら応答しろっ！」

　一直線に飛行しながら、ジョクは待った。

　ややあって、ノイズのなかから応答があった。

「ジョクかっ!?　生きていたかっ！」

　バーンの声には、敵意がひびく。

「……追われているのは、なぜだっ！」

「うるさいっ！　ガラリアをむざむざ撃げき墜ついさせんっ！」

「……敵にまわっているのか……！」

　ガラリアの声が混信した。

「敵？」

　ジョクは、ふたりが混乱していると思った。が、当然だとも思う。どう誤解を解いたらいいのか!?

「……ンッ！　やっちゃえっ！」

「黙だまっていろ！……ふたりを追っている飛行機と俺おれは別だ。ジェット戦せん闘とう機きと俺とはちがうんだ！」

「おなじ世界の者同士が追ってきて、なにをいうかっ！」

「ジョクっ！　むざとは討たれんっ！　カットグラの火力は増大しているんだっ！　その気になれば、あんなジェットなどっ！」

　ガラリアの声が、明めい瞭りように飛びこんできた。

「待ってくれ！　手を出すな！　追っている戦闘機に手を出させないためにも、街から離はなれるなっ！　街から離れなければ、戦闘機は攻こう撃げきしてこないっ！　バーン！　ガラリアっ！　聞いてくれっ！　俺はまだこの地上世界の連中とは、接せつ触しよくしていない！」

　ジョクは、前方を行く二機のオーラバトラーの影かげから、その機体にペインティングされたものが識別できるまでに接近して、それが左右から迫せまってきた。

　その影を見たとき、嫌いやな予感がした。

「…………!?」

　ドウーンッ！

　今度は、音速にちかい速度のまま、ジョクの視界の右から左へ二機、左から右へと一機がパスした。

　前方では、バーン機とガラリア機が、ふわっと左右に揺ゆれて離れたように見えた。ジョクは、本能的に高度を下げながら、カットグラの機体を縦にしたまま一回転させて、周囲を索さく敵てきする。

　チャムもおなじようにしてくれて、ジョクのもうひとつの目になってくれる。

「……ヘリか……!?」

　警察か消防のものだろう。海上自衛隊の館たて山やま基地からのヘリがくるには早すぎると感じる。

　しかし、朝あさ霞か駐ちゆう屯とん地ちあたりから飛び立つヘリだってないことはないのだし、消防庁のヘリが福生ふつさ市にむかっているのかも知れなかった。そんな影が見えた。

「…………!?」

　米軍の戦闘機は、上空で三機が編隊を組んだ。その素早さは、かなり実戦訓練を積んでいるチームのものだ。

　力ずくで、バーンとガラリアに接触して説得するしかない、とジョクは決心した。

　ジョクが、カットグラをあおるようにして上じよう昇しようをかけながら、バーン機とガラリア機に接近したとき、フッとガラリア機が方向をかえた。それをバーン機が追って、二機のオーラバトラーに加速がかかった。東京にもどる気のようだ。ジョクの忠告の意味がわかったのだろう。

「おいっ！」

　ジョクは、二機が方向転てん換かんをする隙すきに、その距きよ離りを一気につめていた。

「……シェッ！　地上人の片かた割われ奴めがっ！」

　バーンは、右後方から追つい尾びしてきたジョク機が、思った以上に接近しているのにギョッとして、フレイ・ランチャーをむけた。ジョクは、そのガベットゲンガーの腕うでの動きを見切っていたので、上じよう昇しようをかけて回かい避ひする。

「戦う気はない！　助けたいっ！」

「しゃら臭くさいことをっ！」

「バーン！」

　ガラリア機が、ガベットゲンガーの腕に動きをとめる位置について、フレイ・ランチャーの動きを制した。

「ガラリア！」

　バーンは呻うめき、ガラリア機とジョク機を交こう互ごに見やる。一いつ瞬しゆん、バーンは、敵に囲まれたと錯さつ覚かくしたのだろう。その間にも、三機のオーラバトラーは、東京にむかって一直線に飛行をつづけている。

　それを三機のアメリカ海軍の戦せん闘とう機きが追尾しているのだ。

「……ジョク！　やっちゃえっ！　やっちゃえっ！」

「黙だまって！　お前にしゃべられると、考えていることを忘れる」

「考えることはないっ！」

「大事な時なんだ！　バイストン・ウェルに帰りたくないのかっ！」

　その一いつ喝かつが、チャム・ファウを黙らせる。

「ジョクっ！　貴公は、誰だれとしゃべっているんだっ！　まさ、あのフェラリオかっ！」

　ガラリアだった。

　その声にあわせて、ガラリア機がジョクの前に位置した。一応は、バーン機とのあいだにはいって、牽けん制せいするような位置についてくれたのだ。

「ガラリア！　無事か！」

「わたしのことはいいっ！　貴公っ……！　そんなフェラリオに生き血を舐なめられて、それで、わたしらに敵対行動をとるようになったかっ！」

　叫さけぶガラリアの姿が、ジョク機とガラリア機の二枚のハッチ越ごしに、かすかに見えた。

　正面に対たい峙じするとカットグラのハッチは、光の加減でなかが見えることがある。

　久しぶりに見た実際のガラリアは、怒いかりと情けなさといったものがないまぜになった、複雑な表情を見せていた。泣いているのではないかと思えた。

「なにをいうっ！　そんなこととぼくの離り反はんは関係がないっ！　ドレイクだ！　彼のやり方とショットの考えが、ぼくには受け入れられなくなったんだ！」

「シャッ！　この期ごにおよんで言うな！　わかったんだっ！　ジョクが、そんなフェラリオを乗せてオーラバトラーで戦うから、我々は地上世界に出てしまった！　そんなことをしなければ、我々はこうはならなかったっ！」

「ガラリア！」

　ガラリアの発言は偏へん見けんであるとは思っても、それを否定することはできない。事実の一面を語っているのかもしれないと思えた。

　コモン界の通念に支配されていても、偏見とはののしれない部分もある。チャムのようにコモン界に迷い出た雌めすのフェラリオは、人心を惑まどわす象しよう徴ちようとみなされて忌いみ嫌きらわれて、人を自じ堕だ落らくにし、色いろ狂ぐるいにし、ガロウ・ランの手引をして人を地の底にいざなうと信じられている。その結果は、一族の衰すい亡ぼうであり、その社会の堕落であるという。

　それも事実であろうから、ガラリアのように潔けつ癖ぺきに立身出世をめざしている騎き士しは、かつての戦友が、フェラリオを身辺におくことなど、認めようがない。

「ジョクはっ、身を堕おとしたっ！」

　ガラリアのカットグラの右手が剣けんを抜ぬいて、斬きりかかる。手練の早はや業わざであっても、ジョクは、自機の楯たてでうけることができた。

　ガキッン！　ギジッン……！

　楯に食いこんだ剣に、ガラリア機の加速がかかり、ジョク機は仰あお向むけになり、その体勢の変化が、二機のカットグラを一気に降下させた。

「やっちゃえっ！　やっちまえっ！　こんな女ーっ！」

　チャムだけが、目の前の敵に嚙かみつくのではないかという勢いで絶ぜつ叫きようする。その姿が、ガラリアからも見えたのは、ジョクとの距きよ離りが四メートルとないからだ。

「…………!?」

　彼女の気力がジョクより数倍強いのは、切せつ羽ぱ詰つまっていて、異世界にいる緊きん張ちよう感かんが刺し激げきしてそれを拡大しているからだろう。

「……ガラリアっ！」

　押おし切られるのをこらえるのが精せい一いつ杯ばいのジョクは、機体をより早く後退させて、ガラリア機の力を殺そうとした。二機の機体は、縦方向に回転しながら落下して、高度十数メートルというところで、ガラリア機の押しこむ力を利して離り脱だつした。

「クッ！」

　ドウッ！　オーラ・ノズルの噴ふん出しゆつが、家屋の屋や根ね瓦がわらを吹ふき飛ばし、ガラリア機は、足で二階建ての日本家屋を踏ふみつけるようにしてから、上じよう昇しようをかけた。

「うわーっ！　なんだっ！」

「人が戦っているぞっ！」

　喚かん声せいが、密集した住宅地の路地からあがり、朝の目覚めを破られた人々が走り出てくる。




「……人ひと型がたのものが三機になった。味方同士で、ソードバトルを始めたっ」

「なんだと!?　空中で、なんでチャンバラができるんだ？」

「人型のマシーンだ。やって不思議はない」

　その交信は、オーラバトラーを追っている米軍の艦かん載さい機きと横田の管かん制せい塔とうのものだ。

「ほかのパイロットは、確認したのかっ？」

「しているはずだ。

　目がいいのは、俺おれが一番だがな……」

　その戦せん闘とう小隊の隊長、キャグニー・ストガノム大たい尉いは、再度、自機を人ひと型がたの編隊の高度まで下げて、追つい尾びする態勢にはいった。必然、速度は落ちた。

「自衛隊と日本政府からの釈しやく明めいはないのか？　あんな兵器を開発しているなんて話は、誰だれひとり聞いてはいないんだぞっ！」

「照会中だ。ヘリ一機撃げき墜ついしたことも、イルマはわかってくれない」

「ジャップは、いつもこうだ。よりによって、東京で真しん珠じゆ湾わんをやるとは、いい度胸をしている」

「エンジェル・フィッシュ。熱くなるなよ。自衛隊の反乱ということだって考えられるんだ。うかつなことをするなっ！」

　管かん制せい塔とうも横田の戦術司令室も、まだ冷静だったので、戦闘機乗りには癇かんに障さわるのだ。

　地上にいる連中は、前線でうける刺し激げき、つまり、実戦の視覚と聴ちよう覚かくからうけるノリを、まったく理解しないのである。だから、いつも命令することが、後ご手て後手にまわるのだ。そうでなければ、早とちりの命令で、あとで、歴史的に謝ることになってしまう結果に陥おちいるのだ。

「わかっているよ！」

　キャグニーは自分がわかっていないのを承知で、反射的にそう応じていた。そうすれば、とりあえず連中の口を封ふうじることができるのだ。

　正面に見えていた三機の人型のものを横に流しながら追いこすと、キャグニーは、いつでも、砲ほう撃げきができるようにしながら、再度、三機の人型の飛行物体を照準のなかに捕とらえた。

　ロックオン！　しかし、視認しているはずの人型の物体は、レーダーでは探知できない。

「なんだ……？」

　高度が低すぎるからか、都市の上空特有の電波障害があるためか、レーダーは人型を捕ほ捉そくしてくれない。それは、追撃が始まってから薄うす々うす感じていたのだが、有視界で追尾できたのでそれほど気にしていなかったのだが、照準をとってみて、それを確認した。

　キャグニーは、僚りよう機きにもレーダー追尾を試すように指令しながら、妙みようだ、とは伝える。

　三機の人型は、また機体をよせあいながらも、東京にむかう進路を変えることはなかった。







　20　撃げき墜つい







　諸岡一等空くう佐さは、府中の中部航空方面隊から、横田から正式の抗こう議ぎと詰きつ問もんの連れん絡らくをうけたことを隷れい下かの部隊に連絡しながら、逆に、その航空総隊に、バーンのオーラバトラーの報告をしなければならないという面めん倒どうな局面に立たされていた。

　府中にある航空総隊には、作戦情報隊が新設されて、実戦に対応する情報をあげなければならないのである。面倒なことなのだが、一部隊の視点で国内全域を見み渡わたす作戦などは展開できないのだから、当然ではある。

　しかも、オーラバトラーは二機いるのであるが、今、横田からはいった抗議によると、オーラバトラーは三機らしいという。それをこちらが先に捕ほ捉そくできなかったというのが、諸岡一佐には気にいらない。

「どういうことなんだ……!?」

　そうであれば、三機目のオーラバトラーの報告を先に知りたい諸岡一佐なのだが、その前に、副長の角田三空くう尉いからしめされたのは、バーンのオーラバトラーに関するレポートだった。

　怒ど鳴なりつけることもできず、それに目をはしらせて、

「……表現が曖あい昧まいだな。もう少し具体的に書きたいところだが、いいか……。作戦情報隊に送っておけ。あとは、順次、加筆訂てい正せいしたものを送ると添てん付ぷしてだ。正式のオーラバトラー捕ほ獲かく報告文書を送らない前に、横田がやられたんだから、仕方があるまい……三機目というのは本当の話なのか？」

「訂正文書の作成もやらせますよ。福生ふつさ市の火災は、昭あき島しま市とそれに立川市におよんでいるようです」

「……!?　なんでこんなときに、ミシシッピーが横よこ須す賀かに入港するんだ？」

　先週一いつ杯ぱい、北方海域で大規模な演習をおこなっていた米軍の太平洋艦かん隊たいは、母港にしている横須賀に補給のために帰ってきたのである。当然の艦隊行動であったにしても、その際、海上自衛隊もちかくの海域で演習を実じつ施ししていたのだが、それは、合同演習という名目はなかったものの、海の者同士、なぁなぁでやっていたらしい節があった。

　それで、東京湾わんは、昨日今日とにぎやかなのである。

「スクランブルで出た戦せん闘とう機きは、どうした？」

「アンノンの定期便は、太平洋上に消しよう滅めつしましたので、方向転てん換かんさせました。あと二、三分で、首しゆ都と圏けんにはいります」

「百里から、増ぞう援えんは出たのか？」

「はい。Ｂ戦闘小隊、離り陸りくしました。しかし、どうするんです？　東京上空でなにができます？」

　諸岡一佐の前の席に陣じん取どっている加か藤とう二に尉いが聞いてきた。

「できやせんよ。見学するだけだ。陸自のヘリは、なんで首しゆ都と圏けんにはいないんだよ？」

「なんでです？」

　こんどは、一いつ佐さの右横にすわる水野二佐が訊きいてくる。

「オーラバトラー相手なら、ジェット戦せん闘とう機きより対戦車ヘリのほうがむいているだろう？」

「そうでしょうが、関東にはそんなのいませんよ。東京の目の前に、仮想敵国が上陸するわけありませんから」

「富士にはいるんじゃないか？　呼び出せって、空幕から陸自に要よう請せいしてもらえよ。そうすれば、こちらの責任も少しは軽くなる」

「そういうものですか？」

「いいか。オーラバトラーの件は、朝の定時に報告をすればいい性質のものだった。ところが、その前に米軍が被ひ害がいをうけてしまった。米軍にすれば、我が国が開発した新兵器で攻こう撃げきされたと思っている」

「ジャパン・バッシングですよ」

「そうだ。そうだが、経済が不調になってくると、すぐに神経質になってくるのがアメリカなんだから、なんにでも因いん縁ねんをつけてくるんだよ。あんなことが起こる前に報告しておけば、ＵＦＯだぐらいにいって、つっぱねることもできたんだ」

「……そんな……。もともとは、オーラバトラーの存在を、米軍から秘ひ匿とくすることが目的だったんじゃないですか」

「それはいうな。絶対にいうなよ。横田の火災で、デフコンは１に上がったんだ」

「了りよう解かいです」

　断固たる諸岡一佐の発言に、水野二佐もそうだろうなと思う。

　デフコンとは、実戦防衛想定のレベルで、それが１というのは戦争状じよう況きようだということなのである。

　ともかく、マニュアルにない事件が起こったのであるのだから、最終決定は航空総隊とその上の防衛庁長官と航空幕ばく僚りよう長ちようというトップに任せるのが正しいし、責任回かい避ひをする余地をのこそうと思えば、状況報告を正確にするのが先決であると判断する。現段階でいえば、極度に混乱した事態ではないので、トップの判断をあおぐ時間はあるはずなのだ。

　しかし、諸岡一佐の判断は、単純に現場責任の回避とはちがう側面があった。未知の事態に対処する場合、なるべく多くの人々の判断をあおぐのはまちがいではないのだ。本来の軍事行動は、トップから末まつ端たんまでが、前線の状況を把は握あくしているのが理想なのである。

「……ま……」

　諸岡一佐は、水野二佐が航空総隊とのホット・ラインの受話器を手にしたのを見つめて息をつくと、

「……我が方の戦闘機が、オーラバトラーを追つい尾びすれば、むこうさんだって、オーラバトラーを我が方が開発したものだなんて考えまい。出動した戦闘機には、オーラバトラーの概がい念ねんを報告しておけ。横田の被ひ害がい情況の詳しよう細さいから推測できるオーラバトラーの性能も追加してな」

「はっ、強力なミサイルを塔とう載さいしている人ひと型がたの飛行物体三機？」

「二機だ。三機目など、確認していない」

　前の席の加藤二に尉いの復唱に、諸岡一いつ佐さは強く否定したが、

「いえ、警察からの通報では、三機目も確認しています」

「…………!?」

「テレビにもうつっています」

　島田三尉が、補足してきた。

「どこのテレビだ!?」

「民放です。特別番組を流してます」

「その回線、まわして……」

「どうやってです？　ここには、受像機がありません」

　情けないことに、このオペレーション・ルームには、バッジ・システムに関する近代的な通信設備がありながら、一いつ般ぱんのテレビはおいていない。スペシャリスト化したシステムというものは、往々にしてこうなるものだ。民間のテレビ局から、最新の軍事情報が手にはいるなどという発想はないから、こうなるのである。

「テレビを運びこめ！　民放全部が一度に見られるように、台数はそろえるんだ！　個人の携けい帯たいのものでも調達して、数をそろえろ！」

　こうして入間駐ちゆう屯とん地ちは、デフコン・レベル１の緊きん張ちよう状態につつまれていった。




　すでに、三機のオーラバトラーは、山の手線内のエリアに侵しん入にゆうしていたが、逆上したガラリアを制することができないのは、米軍の戦せん闘とう機きの追つい尾びも原因していた。

　彼らは、自分たちの補給基地でもあり、極東の最重要拠きよ点てんである横田の仲間を、ガラリアに焼かれたのである。

　そのときの被ひ害がいは、ヘリ一機撃げき墜ついというものではなかった。

　米軍の太平洋艦かん隊たいの中ちゆう枢すうの一いち翼よくをになっている空母ミシシッピーから発進した連れん絡らく用のヘリとガラリア機の接せつ触しよくが起こったのは、バーンがお茶を飲んでいる頃ころだった。

　ガラリアは、はじめて見るヘリコプターの動きに煽せん動どうされたのだ。

　貯水池上空から首都方面にもどろうとしたガラリアは、ミシシッピーから横田にはいろうとする連絡用ヘリに発見されて、それの追尾をうけた。ミシシッピーのヘリのパイロットにすれば、早朝定時のミーティングに将官を運うん搬ぱんしているだけとはいいながらも、人型の飛行物体を発見すれば、同乗中の上官にも報しらせる。

　着陸しようとした横田の管かん制せい塔とうからも、日本警察のパトロールの連中の妙みような通信という話も教えてもらえた。となれば、接触し観察するのは軍人の任務と考える。

　で、追尾することになった。

　昭島市にある消防庁のヘリは、警視庁の連絡をうけて出動準備を開始している頃でもあった。消防庁のクルーは、ヘリポートに引き出したヘリのドアを開こうとして、ミシシッピーのヘリとガラリア機の追つい撃げき戦を目撃できたのだが、本当に人ひと型がたが飛んでいるという認識が芽生えたていどで、その直後の深刻な事態など誰だれも想像できなかった。

　ガラリアにすれば、ヘリの機体の頭上に回転するローターが鋼はがねの武器に見えて、それで攻こう撃げきを仕し掛かけてくるマシーンに見えた。

「刃はを剝むき出しにした強きよう獣じゆうかっ!?」

　その一いつ喝かつで、ガラリアの動どう揺ようは想像がつく。ガラリアは、マシーンの強獣を駆く逐ちくするために、フレイ・ランチャーを一射し、撃げき墜ついした。

　むろん、ガラリアは、ヘリ一機を撃破しただけだったのだが、事態は、そのようなものですまなかった。

　バガッと開いたフレイ・ランチャーの炎ほのおが、筋になって見えたのは、ヘリを直撃したときだけで、そのままつづいた炎の帯は、まさに、帯そのものになって、地上に落下したのである。

　その直撃は、ナパーム弾だん十数発が炸さく裂れつするような力をみせて、横田基地の一角からその周辺の住宅地を焼いた。

　横田の滑かつ走そう路ろは、五分の一ちかくが溶とけてしまい、駐ちゆう機き中の大型輸送機が一機廃はい塵じんに帰し、ほかの二機が大破した。

「なんだと!?　これがフレイ・ランチャーの威い力りよく!?」

　呆ぼう然ぜんとしたガラリアだったが、武器の威力の増大が、騎き士したるガラリアを歓かん喜きさせたのを責めることはできない。異郷の世界で強い味方を手にいれられた喜びのほうが大きかったから、歓喜した。

　昨日の昼に横田にはいっていたミシシッピーの戦せん闘とう機き小隊のキャグニーたちは、演習報告にかこつけて、職権乱用の休きゆう暇かをとろうとして一晩泊とまっていたのだが、連絡ヘリの通報から異変を知り、滑走路に出たところでこの爆ばく撃げきを目撃した。

　燃料を満まん載さいした輸送機の一機は爆ばく発はつをおこし、そうでないものも大破して、滑走路をその黒こく煙えんでおおった。

　その危険な滑走路に自分たちの戦闘小隊を乗り出せることができたのは、彼らのヤンキー魂だましいのおかげである。管制官は、迎げい撃げき許可などを出している間もなく、制止をふりきった三機のミシシッピーの艦かん載さい機きは、黒煙を切きり裂さき、大破炎えん上じようする輸送機の尾び翼よくを蹴け飛とばすようにして、離り陸りくして、ガラリアのカットグラを捕ほ捉そくし、撃破しようとしているのだ。

　その人型の飛行物体が三機になれば、その状じよう況きようは横須賀沖おきに停てい泊はくしているミシシッピーにも打電されていた。




「チッ！」

　ジョクは、投降の意思を戦闘機にしめしたかったのだが、その方法がわからない。

「バーン！　ここは、ガラリアを押おさえてくれっ！」

「捕ほ虜りよにはならん、ジョク！　地上世界の軍隊らしからぬ連中に、頭を下げるわけにはいかん！」

「それはそれでいいが、いつまでも飛んでいるわけにもいかないっ。ガラリア、おれは、フェラリオに心を奪うばわれているわけじゃない。帰りたくないのか!?　アの国に！　このままでは、やられてしまうぞっ！」

「まやかすなっ！　貴様が離り反はんしたのも、我々をこの世界におびき出して、オーラバトラーを我が物にするつもりだったのだ！　そのために、バイストン・ウェルでも敵に寝ね返がえった！　その次の企たくらみはなんだ!?　地上世界からアの国を襲おそうのかっ!?　ショットが仕し掛かけたか、貴様ひとりの裁量か!?」

「みんな違ちがうっ！　ガラリア、違うっ！」

「そうかい!?　ジョク、ガラリアのいうことにも一理あるぞ。わたしは、地上人がこのオーラバトラーを涎よだれが出るほど欲しがっているという事実を把は握あくした。ジョク、これまでだなっ！」

「バーン！　誤解だ！」

「いうなよ！　わたしは、独自でバイストン・ウェルにもどる方策を見つけ出す！　貴公は、死ねいっ！」

　そのバーンの一声があって、ガラリア機がジョク機に再度斬きりこんでくる。ジョクは後退せざるを得ない。

　そこを狙ねらって、ドウッ！　と、ガベットゲンガーの強力なフレイ・ランチャーが発射された。

　それは、ガラリアの時のものとおなじで、バイストン・ウェルで見る以上に、すさまじく白い閃せん光こうに見えた。

　その直ちよく撃げきは回かい避ひしたものの、フレイ・ビームの熱波とそのショック・ウェーブに機体をあおられて、ジョクのカットグラは上空に舞まった。

「あーっ！」

　チャムの悲鳴が、コックピットに満ち、そのビームの先せん端たんでは、その白熱した波が拡散して、追つい尾びしていた米軍の戦せん闘とう機きの一機に直撃していた。

　ドヴッ！　ハバァーッ！

　機体の爆ばく発はつとミサイルの弾だん体が白熱した火球になって、東京上空に浮うき上がってしまい、ビームの余熱とショック・ウェーブが、数百メートル下の日本家屋の瓦かわらを吹ふき飛ばし、ビルの屋上を焼いた。ビル風になって襲ったショック・ウェーブは、数十台の車を撥はね飛ばし、四車線道路に横転させ、そこに後続の車しや輌りようが乗り上げていく。

　そんな爆撃の光景は見ることはできなかったが、ジョクがフレイ・ランチャーの炎ほのおが激げき突とつした地上に半球の光の塊かたまりを見ることができれば、地上でなにが起こっているかは、想像がつく。

　なにしろ、隙すき間まなどはなく建物が林立している街だから……。

「バーン！」

　ジョクが絶ぜつ叫きようした。

　この攻こう撃げきからやや距きよ離りをとっていたキャグニー大たい尉いは、その攻撃の全体を目撃して顔を引きつらせていた。

「モーリーが撃げき墜ついされた！　あの人形がやっちまった！」

　キャグニー・ストガノム大たい尉いの絶ぜつ叫きようは、関東周辺の空域に飛んだ。それは、ひょっとするとロシアや北きた朝ちよう鮮せん、韓かん国こくの人々も傍ぼう受じゆしたかもしれなかった。

　東京湾わんから進行してきたチームと百里から直進してきた航空自衛隊の戦せん闘とう機きのパイロットたちも、その光を目視して、そこがターゲットと確認しながら、キャグニーと横田の交信を受信していた。

　朝の空気がゆったりと抱だきかかえる東京は、オーラ力に満ちた都市なのかもしれない……。
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